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第一章



　吐く息は白く、革の手袋をしている両手の指先は今にも凍りつきそうだった。

　夜の帳とばりが下りた空からは、白銀の粉雪が音もなく降り続いている。

　雪に埋もれる街は静かだった。遠くに見える行政区の高層建築も、足元に広がる集合住宅や民家も、全すべてが。

　雪混じりの風が頬ほおを撫なで、時計塔の鐘の下から街を見下ろしていた少女は身震いした。足首まである黒いコートを着ていたが、すらりとした細身の身体からだにこの寒さは辛つらそうだ。

「うんざりですわね。二度とくるものですか、こんなところ――っくし」

　可愛かわいらしいくしゃみをして、同時に白い息がもれる。

　どこか品のある、華やかな少女だった。ピンクがかった金髪を巻き髪にして、白い頬に垂らしている。金色の双そう眸ぼうはツンとした光を湛たたえ、ほっそりと整った顎あごの線は優美ですらあった。冷ややかな氷の彫像を思わせる、そんな少女だ。

　彼女は足元に置いてある背はい嚢のうから第三帝国製の受信機を取り出した。ヘッドフォンを耳に当て周波数を調整する。同時に首から提げていた双眼鏡を覗のぞき込んだ。

　白く染まる街の様子が、望遠レンズの向こうに広がっている。

　神聖連合皇国第四帝国の帝都――ゲルヒルデ。空と雲に挟まれた蒼そう天てん世界にあって、最も低高度に領土をもつ常冬の国。その領土である浮島群の大半は雲海に半ば沈み、高高度に浮かぶ他国の浮島の影が幾重にもなって太陽の光を遮さえぎる。

　少女の視線は双眼鏡の望遠レンズ越しに、雪が積もった四車線の道路を走ってくる黒塗りの車を捉とらえた。飛行機とほぼ同時に登場したこの乗り物は、陸上の移動手段として瞬またたく間に馬車を駆逐してしまった。

『しかしよろしいのですか。あのような者どもを雇うとは』

　耳に当てたヘッドフォンからは、車に仕掛けた盗聴器からの会話が聞こえてきた。

『仕方あるまい。首相が決めたことだ』

『しかし……あの連中はならず者では』

『だが、プロでもある。これ以上、身内から血は流せん』

『それはまあ、私も審議官と同意見ですが』

　少女は双眼鏡から目を離すと、小さく鼻で笑った。間違いない。第四帝国内閣府の大臣官房審議官。事務方のナンバー２。ヘッドフォンを耳から外し、足元に置いてあった銀色のケースに手をかける。楽器が入っているような、一メートルほどの長方形。

　彼女はケースの留め金を外した。

　中には三つに分割された巨大な槍やりが収まっていた。銃と飛行機が現れるまで、空の戦場の主役だったワイバーン騎兵が使っていた騎き兵へい槍そう。

　少女はそれを手て馴なれた様子で組み立てはじめる。

　柄つかとなる鉄の棒には半ばまで雄おねじ加工が施されており、それを雌めねじ加工が施された槍のパーツに捻ねじ込んでいく。二分程度で、二メートルほどの騎兵槍が完成した。重厚な見た目とは裏腹に特注品であるこの得物は軽く、そして見た目どおりに強きよう靭じんだ。

　少女は双眼鏡を投げ捨てると、コートを勢いよく脱ぎ捨てた。

　冷たい風に煽あおられて、コートが時計塔から雪の中へと舞い上がる。茶色の開襟シャツに膝ひざ丈たけの黒いズボン、編み上げのブーツ。左腕の赤い腕章には絡み合う二頭の狼おおかみ。

「エリーゼ・ヴァレンシュタイン、参ります」

　少女――エリーゼは騎兵槍を軽々と担ぎ上げ、躊ちゆう躇ちよなく時計塔から身体からだを空中へ投げ出した。長い髪をなびかせながら、彼女は遥はるか眼下へ落下していった。

　物もの凄すごい風が彼女の頬ほおを打ち、地上の光景が一瞬で迫ってくる。

　エリーゼは水面に飛び込むかのように頭から自由落下していた。その表情に恐怖は微み塵じんもなく、はっきりと見開かれた双そう眸ぼうは標的を映し込んでいる。

　地上がぐんぐんと迫ってくる中、彼女は反転して頭と爪つま先さきの位置を入れ替えた。

　さらに騎兵槍の先端を足元へと向け――〈タペストリー〉を幻視する。

　この世界の森羅万象、今ここにある現実を構成している複雑精せい緻ちな設計図。それは魔術士たちがそう呼ぶように、あたかも職人の手によって丹念に編み込まれた〈タペストリー〉のようなものだった。その一部を幻視し、自らの意思によって編み変える。

　エリーゼは凛りんとした声を上げた。

「〈天あま翔かける渡わたり鴉がらす〉！」

　現実を、ほんの一時だけ書き換える力――魔術が発動する。

　まるで背中に翼が生えたかのように、彼女の落下速度が急激に緩和された。一瞬、空中で制止したように見える。その真下には黒い自動車があり、エリーゼは騎き兵へい槍そうとともにボンネットに着地――あるいは激突した。

　どごん、という衝撃音と、金属の拉ひしやげる甲高い悲鳴。

　堅けん牢ろうな高級車のフロントは、騎兵槍に貫かれてぐしゃぐしゃになった。その勢いで後輪が浮き上がり、車体は耳障りな金属の擦こすれる音とブレーキ音、そして火花を上げながら車線を変えて斜めに走り停車した。

　エリーゼは悠然と立ち上がり、粉々になったフロントガラス越しに運転席の男を一いち瞥べつした。衝撃で首の骨が折れたのか、あらぬ方向に頭部が傾いている。

　ボンネットから飛び降りると、彼女は後部座席まで歩いていった。後部座席のドアを開け放つと、額ひたいから血を流す細身の男を強引に外へと引きずり出す。

　怯おびえる男を冷ややかな眼まな差ざしで見据え、エリーゼは涼しげな声で言い放った。

「〈白鳥城〉の見取り図はどこかしら？」



◆◇◆◇◆



　瑠る璃り色いろの空から差し込む陽光は柔らかく、昼下がりともなればついうとうとしてしまう。

（あー……こりゃ駄目だ）

　オープンテラスになっているカフェの小こ奇ぎ麗れいなテーブルに肘ひじをつき、シグ・ヘンケルスはそう思った。思ったけれど抗あらがいようもなく、意識が途切れ途切れになる。

　黒髪、黒目に、黒ずくめの格好をした少年である。普段は斜しやに構えている表情も、やや皮肉げな三白眼も、今はまどろみに支配されようとしていた。

　向かい合って座っている幼なじみの少女の声が、彼には子こ守もり唄うたのようだった。

「――同期幻視とは、つまりは二人以上の魔術士が幻視する〈タペストリー〉の領域が重なっている状態です。これによって魔術は新たな段階へと進んだとも言えます。なぜかというとですね、幻視する〈タペストリー〉が少しでも同期していれば、同時に幻視することによって、一人だけで幻視するよりも広範囲の〈タペストリー〉を幻視することができるからなのです。それによって生まれたのが方陣魔術です。複数の魔術士によって陣を組んで、大規模に〈タペストリー〉を編み変えるというものですね。この現象がどのような条件下で起こるのかということは――って、シーくん、聞いてます？」

「……聞いて、ます」

　シグは途切れそうな意識をつなぎとめ、ぼそりと言った。大きく伸びをして、正面に座っている少女――シャルロッテ・ファーバーカステルを改めて見やる。

「聞いてませんでしたね？」

　彼女は唇を尖とがらせると、赤いフレームの眼鏡めがねの奥から拗すねたような視線を送ってきた。

「まったくもう、駄目な生徒さんですね」

　さらにそう言って、わざとらしく頬ほおを膨らませる。

　シグはどこか嬉うれしそうな彼女をぼんやりと眺めた。

　少し癖のある緑がかった黒髪をショートカットにして、頭には魔術士養成学校〈竜の箱庭〉の制服である白い帽子を被かぶっている。服装も同じく学校の制服で、爽さわやかな白いワンピースだった。大きく膨らんだ胸元が、普通に座っているだけなのにテーブルの上にどんと乗っている。

「ここ試験に出ますよ。ちゃんと聞いてないと、めっですよ」

　シャルロッテはそう言って、眼鏡をくいっと押し上げる。

「……なんだそれは」

「駄目な生徒を叱しかる家庭教師ですが？」

「ああそう」

　正に言葉の通りだったので、シグはじと目になって嘆息した。

　テーブルには『魔術史Ⅱ』なる分厚い教科書が広げられている。横にある真っ白なノートが眩まぶしかった。手元のコーヒーは、氷が溶けてすっかり薄くなっている。

　このカフェ――〈海猫亭〉には初等部の時によく通ったものだった。今みたいにシャルロッテを前にして座学の試験勉強に頭を悩ませていた。

〈竜の箱庭〉では初等部の三年間で魔術士としての基礎を徹底的に叩たたき込まれる。それは戦闘の基礎であり、知識と教養だった。もちろん試験もある。

　高等部に上がると教育体制は各教室による実戦本意のものに変化し、そもそも授業のカリキュラムはほとんど存在しなくなる。そのため卒業に必要な単位は、初等部の段階で全すべて取得しておくのが普通だった。

「高等部の二年生で単位が一つ足りないなんて。このままだと卒業できないですよ？」

「そうは言われてもなあ。暗記は苦手なんだよ」

　シグは手にしていた安物の万年筆を器用に回した。

　魔術史はリンドブルム種族から魔術の神秘を盗み出した魔術士の始祖――カールツァイス・マウザーから連綿と続く魔術の変遷を学ぶものだった。有あり体ていに言って、退屈なのだ。

「だからこうして、わたしが出そうなところを教えてあげてるんです」

　わざとらしく咳せき払ばらいしたシャルロッテが、椅い子すごと右隣に移動してきた。一見して生き真面目まじめで優等生然とした彼女は、その見かけ通り全ての単位をちゃんと取得している。

　ただ――

「仕方ないですね……真面目にしてくれたなら、わたしの胸を触ってもいいですよ」

　彼女は喋しやべると色々と台無しだった。そのまま上目遣いになって言ってくる。

「さ、触ります？」

「触るか！」

「ええ……？　生徒にやる気を出させる家庭教師の常じよう套とう手段が通じないです」

「どこの世界の常套手段だ、それは」

　シグは愕がく然ぜんとした表情を浮かべるシャルロッテに呆あきれた視線を投げかけた。

「ま、まさか。それより先ですか。ダメです。いくらなんでもそれは試験でいい点を取ってからでないと。でもでも、どうしてもというのなら先生がんばっちゃいますよ？」

「だーかーらー！」

　思わず叫んだシグは、だがシャルロッテに右腕を取られてぎょっとした。服越しとはいえ、柔らかい感触が思い切り腕に押しつけられてくる。

「おい……！」

　意味が分からないじっとりとした汗を背中に感じ、シグは小さく息を呑のんだ。

　一週間前に〈竜の箱庭〉で催された交流戦。二人の関係はその時に、一緒に暮らしてきた家族のような幼なじみという一線を、ほんの少しだけ越えてしまったのかもしれなかった。以前よりも大胆になった気がするシャルロッテには正直なところドギマギするし、戸惑いもする。どうすればいいのか、シグにだって分からないのだ。

「分かった。真面目まじめにやる。やりますから」

「ちっ、そうですか」

　無む理り矢や理りに腕から引き離されたシャルロッテは小さく舌打ちした。

「なぜ残念そうな顔をする？」

「いえ。そんなわけはありません。さあさあ、勉強ですよ」

「ったく」

　シグは薄くなったコーヒーに口をつけると、再開されたシャルロッテ先生の講義に耳を傾けることにした。曰いわく、同期幻視が起きる条件は血統である。多くの場合は血のつながりがある魔術士同士に起こり易やすい。ただし、そうでない場合も確認されており――

「シーくん、聞いてます？」

「聞いてるよ」

　妙に嬉うれしそうなシャルロッテに、彼は続けた。

「ご機嫌だよな」

「それは、だって、シーくんと二人でのんびりするの、久しぶりですから」

「あー……そうだっけ」

「そうですよ。部屋にはいっつもあの二人がいますし」

　シグはシャルロッテの視線を受け流した。確かに彼女の言う通り、シグの部屋には居候が二人ほど住み着いている。シャルロッテとの仲は、お世辞にも良好とは言い難い。この問題は複雑で難解な数式のごとく、彼を少なからず悩ませる。

　そんな胸中を知ってか知らずか、シャルロッテがこちらをしげしげと覗のぞき込んでくる。

「シーくんの試験が終わったら、温泉旅行にいきます。約束ですよ」

「分かってますって」

　シャルロッテが交流戦のミスコンで優勝した際の賞品――二人一組温泉旅行。いき先は温泉で有名な第四帝国の観光保養都市ハーコート。

「なあロッテ」

　シグは慎重に言ってみた。

「その旅行なんだけど、二人でいく、よな？」

　シャルロッテの眉まゆ根ねがぴくりと動く。彼女は強い口調で断言した。

「なにを言ってるんですか。当たり前です」

「だよなあ」

　分かっているから困っているのだ。居候たちは自分も連れていけと言うに違いない。それにだ。シグにしても温泉旅行とは別に第四帝国にはいかなければならない理由がある。

「シーくんと二人で混浴に入って、のぼせてしまったわたしを介抱していると、タオルがはだけてついつい二人は――みたいな？　みたいな感じです！」

「そんなみたいな、はねえ……」

　シグのつぶやきは無視されたようだった。

　シャルロッテは自分の言葉に頬ほおを赤くして身み悶もだえ、拳こぶしを強く握り締めている。

（こりゃ説得するのに骨が折れそうだ）

　そして、問題はもう一つ。

（旅費もないし。どうしたもんだか）

　シグは胸中でうめくと、自分の身体からだを抱き締めるようにしてあれやこれやと妄想を膨らませているシャルロッテに嘆息をした。



〈海猫亭の〉二階の窓際の席からは、シグとシャルロッテの様子がよく見えた。

「うー……試験勉強するとか言ってこそこそ出ていったと思ったら」

　リラ・フィオーレは低い声をもらして、アイスラテをずるずると啜すすった。さらにグラスの底に残った氷を口に流し込んでがりがりと噛かみ砕く。

　シグと同じく黒ずくめの少女だった。

　ぱっつん前髪にして腰まである黒髪は艶つややかな光沢があり、同姓が嫉しつ妬としそうな小さな顔にすらりとした長身。少し吊つり気味の金色の双そう眸ぼうは血統書つきの猫を思わせる。ブラウスや丈の短いスカートから些さ細さいな小物まで、身に着けているものは決して派手ではなく、さり気なく自己主張するセンスのいい高級品だった。

　そんなしなやかで大人おとなびた雰囲気の美少女は、だが今は不機嫌なオーラをこれでもかと放出している。

「ああ、こら、くっつきすぎだってば……！」

　リラが見ている側から、シャルロッテが椅い子すごとシグの隣に移動した。思い切り腕を取って胸を押しつけている。

「あんのエロ眼鏡めがねめ～」

　彼女はついつい自分の胸を見下ろした。申し訳程度の膨らみが悲しい。シャルロッテのあの決戦兵器は卑ひ怯きようですらある、とリラは思った。後ろ姿しか見えないシグに向かって、

「バッカじゃないの。デレデレしちゃってさ」

「デレデレしているかどうかは分からないと思うが」

　リラと向かい合って座っているルノア・ローゼンタールが、オレンジジュースをストローで飲みながら言った。紫陽花あじさい色のリボンでポニーテールにしている白銀の髪が、彼女の動きに合わせてぴょこんと揺れていた。さり気ないオシャレがいき届いているリラとは違って、白いシャツに裾すそを何回か折った黒いズボンという、色気もなにもない格好だった。

　それでいて凛りんとした品格のようなものが感じられる。そんな少女だ。

「男はみんなデレデレするのよ。愚かだから」

「そうなのか？」

「そうなのよ」

　怪け訝げんに眉まゆ根ねをひそめるルノアに、リラは吐き捨てるようにして言った。すらりとした足を組み替えて小さく嘆息する。

「にしてもあれ、ホントに勉強してる？」

「気になるなら一人で後をつければいいだろう。どうしてわたしまでこんなことを」

「なっ……別に気にしてるわけじゃないし」

　リラはそっぽを向いた。窓には動揺した自分の顔が映っている。本当は気になっているのだ。とはいえ、胸中では認めても、素直に表に出せるかというと別の話だった。

（あたしって、なんでこんななんだろ）

　そんなことを思いながらも、リラはまったく違うことを言った。

「……暇つぶしよ暇つぶし。あんただってどうせ暇なんでしょ」

　それはその通りだったので、ルノアはむっつりと黙った。二人はシグの部屋の居候――今では部屋のほとんどを占拠していたが――だった。基本的には日がな一日暇である。

「確かに今はそうだが。わたしも色々と思うところはあるのだ」

「へえ。なにそれ」

「なにか仕事を探そうと思っている。生活費を入れてやるのだ。いつまでもシグの奴やつに居候のくせにと言われるは癪しやくだからな」

「あんたって、そういうとこ律儀よね」

「わたしもそう思う」

「わー、自分で言ったよこの女」

　リラは頬ほお杖づえをつくと、褒ほめられたことに心なしか満足した様子のルノアに続けた。

「そういえば知ってる？　温泉旅行の話」

「ミスコンの優勝賞品だろう」

「そうそれ。絶対に二人でいこうとしてるわよね、シャルロッテの奴」

　二人一組の旅行なのだから当たり前なのだが――それはよくない。なにか非常によくない。女の直感というやつが頭の中で警報をがんがんと鳴らしていたので、リラは自分も連れていけとシグにごねていた。

「絶対にその話してると思うのよね。あんただって困るでしょ、二人でいかれたら」

　顎あごをしゃくるようにして、リラはオープンテラスの二人を指し示した。

　ルノアは数秒間だけ考え、

「それは困る。第四帝国には棺ひつぎがあるからな。わたしも連れていってもらわないと」

　交流戦のごたごたの中で手に入れたワルサー・ザウエルの手帳に記されていたことが事実なのだとしたら、マウザーの魔術によって七人に分割されたリンドブルム――〈血ち塗まみれの竜王女〉の棺の一つは第四帝国にある。

　契約したパートナーとともに七人が一人になるまで殺し合う〈ヴァルハラ舞踏会〉を勝ち抜いて、マウザーの悪趣味な遊戯から解放される第一歩として、ルノアは一刻も早くそこにいく必要があるのだ。

　そうこうしていると、シャルロッテがまたシグに寄り添っている。

　リラはこめかみを押さえて、大きく嘆息した。

　あれはどう見ても試験勉強なわけがない。シグもシグだ。もうちょっと嫌がる素振りとか、そういうのを見せてもいいだろうに！

　もう我慢の限界だった。

　ああそうだ。自分はシグのことをめちゃくちゃ気にしている。他ほかの女の子と仲良くしているのを見ると胸が苦しい。

「いくわよ」

　伝票を引っ掴つかむと、リラはやおら立ち上がった。

「どこへだ？」

「下に決まってるでしょ」

　リラは拳こぶしを握ると、大おお股またでずんずんと歩き出した。



「――空欄を埋める問題として、ここの文章が丸ごと出題される可能性が高いです。なので要暗記、と」

　シャルロッテが教科書の一節に赤線を引いた。ほとんど密着するような状態で、彼女の体温や微かすかな吐息、髪の毛の匂におい、そんなものすら感じられそうだった。

　シグの眠気は微妙な緊張感のせいですっかり覚めていたが、彼女が言う試験のポイントはまったく頭に入ってこない。少し幼さの残る彼女の横顔が視界に入ってきて、時折触れる彼女の身体からだや指先が生々しくて、どうしても意識してしまう。

　赤ペンを口元に当てて教科書をめくっていたシャルロッテが、不意にこちらを向いた。口元をにんまりさせて、彼女は言った。

「シーくん、顔赤いですよ。風邪ですか？」

「お前なあ……」

「熱があったら大変ですよ」

「ちょっ……おい！」

　シャルロッテがいきなり両手で頬ほおに触れてきて、シグは思わず声を上げた。彼女の柔らかい手のひらの感触が伝わってくる。

　ほんの数センチの距離にシャルロッテの顔がある。頬を赤くして、わずかに唇が震えていた。彼女が緊張しているのが伝わってくる。無理をしてこんなことをしてくる彼女のことを可愛かわいいと思うし、同時に少し申し訳ないとも思う。答えみたいなものをすぐにでもはっきり出せたなら、それはどれだけ楽なことだろう。

「ちょっと落ち着けって」

　シャルロッテの肩を持ってやんわりと離しながら、シグは続けた。

「お前さ、もうちょっとこう、あるだろ」

「なにがです」

　シャルロッテはやんわりと離されたことに不満そうだった。

「あー……だからなんだ、その。こんなことして無理に気を引かなくても俺おれは別に――」

「む、無理なんてしてません」

　シグの言葉を遮さえぎったシャルロッテの声は、消え入りそうだった。

「シーくんだから。シーくんじゃなきゃ、こんなことしないです」

　拳こぶしをぎゅっと握って、彼女は上目遣いにこちらを見た。

　シグがその返答に窮きゆうしていると、

「はい、そこまでそこまで」

　シャルロッテの背後から、頭にずびし、と手刀が振り下ろされる。

　彼女はわけも分からずに振り返り、それに釣られてシグも視線をやった。

　両手を腰に当てた黒ずくめの少女が据わった目でこちらを見下ろしていた。

「リラ――なんでお前」

「なんででもいいでしょ。そ・れ・よ・り・も。とても勉強してるようには見えませんけど？」

　凶暴な笑みを浮かべて言ってくる彼女に、シグは頬を強こわ張ばらせた。なにも後ろめたいことなどしていないはずなのだが。と、

「うぅ……シーくん。凶暴貧乳女に暴力を振るわれました。痛いです。物もの凄すごく痛いです。慰めてくれないと立ち直れません」

　シャルロッテが明らかな嘘うそ泣きをしつつ思い切り抱きついてきた。

「おわ！　こら、抱きつくな！」

「ちょっと！　どさくさに紛れてなにやってんのよ、あんたは！」

「やめてください。暴力反対です！」

「いい子ぶってんじゃねーわよ、このエロ眼鏡めがねが！」

「だ、誰だれがエロ眼鏡ですか！」



    

  
    
      



    

  
    
      　シャルロッテはシグに抱きついたままリラを睨にらみ据えた。

　リラは一歩も引かずに睨み返した。

（あああああああ……）

　シグは嫌な汗を流しながら周囲を忙せわしなく見回した。

　白昼の騒ぎに、ちょっとした野次馬ができている。そこからは『修羅場よ、修羅場』、『あの目つきの悪い男が原因なのね』だのといった言葉が聞こえてきていた。

　シグはその野次馬の中に、ルノアが交じっていることに気づいた。どこか呆あきれているようにも見える。

　シグは無言で助けを求めた。

　視線が交錯し、だが彼女は視線をそらしてこちらを無視した。

「なんでだ！」

　なんて薄情な奴やつだ。その間も、シャルロッテとリラは罵ののしり合いを続けていた。

「大体ねえ、あんたはそのバカみたいに大きな胸をひけらかすのをやめなさいよ！　シグだって迷惑してるでしょ！」

「なんですか、嫉しつ妬とですか。胸も貧相なら心も貧相ですね！」

　二人は同じようにしてこめかみをひくひくと痙けい攣れんさせていた。

（あー……そろそろまずいんじゃないか、これは）

　シグのそんな予感は正しかった。

　シャルロッテは抱きついていたシグから離れると、腰のベルトに吊つるしてある装飾の施された金かな槌づちを抜き放った。器用に回転させ、振り下ろす。その勢いで伸縮性の柄つかが伸びて一メートルくらいになった。

「もう許しません！　成敗します！」

「はっ、やれるもんならやってみなさいっての！」

　二人がほとんど同時に〈タペストリー〉を幻視して編み変えようとしているのが分かった。魔術士なら誰だれでもそうだが、誰かが視界内で〈タペストリー〉を幻視すれば、否いや応おうなくそれが視みえてしまう。

　このままでは死人が出る、とシグは本気で思った。と、同時に叫ぶ。

「リラ、“〝伏せ”〟！」

「みゃっ……！」

　短い悲鳴を上げて、リラがその場に突っ伏した。両手と膝ひざをついて、まさに伏せの格好である。スカートが短いせいで、黒い下着が見え隠れしていた。

　顔を真っ赤にして、リラが叫んでくる。

「ば……バッカじゃない！　なんてことすんのよ！　バッカじゃない！」

　舞踏会を踊るパートナーと七人に分割された〈血ち塗まみれの竜王女〉の間に存在するルールの一つが、七人にそれぞれ定められているこの躾しつけの言葉だった。効力は一分間。強制力は絶対で、逆らうことはできない。シグはルノアと契約していると同時に、リラとも契約してしまっていた。

「ふっ、いい気味です」

　屈辱的な格好になっているリラを見下ろして、シャルロッテはそれだけを言った。そんな彼女たちに、シグは珍しく語気を強めた。

「お前らな、毎回毎回、いい加減にしろ！」

　シャルロッテはびくりと身体からだを震わせて、しゅんとなった。

『だって、この女が――』

　こんな時ばかりは息ぴったりに、二人は言った。

「だってじゃねえ！」

　叫びつつ、シグは野次馬に解散を促うながした。チンピラみたいにやぶ睨にらみになって、腕を振り回す。野次馬たちがぱらぱらとその場を離れていくと、シグは肩で息をしながらそのまま残っていたルノアを見た。

「お前なあ、助けろよ。視線で思いっきり救援を求めただろうが」

「なぜわたしが。お前の問題なのだから、自分でどうにかしたらどうなのだ」

「ぐっ……こんなときだけ正論を」

　ルノアはどことなくいつもより無愛想だった。不機嫌といった方がいいかもしれない。

「なに怒って――おわ！」

　シグの言葉は途中で悲鳴に変わった。

「シグ！　あんたねえ！」

　躾しつけの言葉の効果が切れたリラが、背後から飛びかかってきたのだ。ちょうど彼女を背負うような格好になって、ぐいぐいと首を絞められる。

「よくもあたしにあんな格好を！　パンツ見られたじゃない！　どうしてくれんのよ!?」

「く、苦し……！　やめ、死ぬ……」

「もう二度とやらないと誓うのよ。でもって、あたしも温泉に連れてくのよ」

「どさくさに紛れてなにを言ってるんですか。温泉には二人でいきますから！　ってか、シーくんから離れてください！」

　ぎゃあぎゃあと言い合う二人をよそに、シグの顔はだんだんと蒼そう白はくになっていった。それでもどうにか力任せにリラの腕を振り解き、派手に咳せき込む。

「お・ま・え・ら……！　ちょっとそこに正座しろ！」

「やーよ。それより、あたしも温泉連れてって」

「ああ、くそ！　本気で小一時間説教したい……！」

　まったく悪びれないリラに、シグは地団駄を踏んだ。

　と、今まで口をへの字にして傍観していたルノアが続けて言ってくる。

「第四帝国にはわたしも連れていってもらわないと困るのだが」

「そりゃ分かってるけどな……」

「ええ……わたしとの約束……！」

　シャルロッテが卒倒しそうな声を上げた。話がややこしくなりそうだったので、シグは一いつ旦たんそれを無視した。ルノアに当面の問題を言ってやる。

「連れていこうにも旅費がないんだよ！」

　シグには学校から生活費が支給されていたが、いかんせん三人の食い扶ぶ持ちを出せば赤字だった。貯金はどんどん減っている。

　彼はさらにリラを一いち瞥べつし、吐き捨てるように言った。

「この凶暴女も、貯金をまったくしてやがらないときた！」

「誰だれが凶暴女よ！」

「お前だよ。散々アイドルとして稼いだくせしがやって！」

「あたしは稼いだお金はぱーっと使う主義なのよ。そっちの方が楽しいでしょ」

「そんな主義は今すぐやめてしまえ」

　怒鳴り合う二人の間に、

「金なら心配することはない」

　ルノアが調子を変えずに割り込んでくる。目の前にチラシを差し出され、シグは言葉をとめてそれを覗のぞき込んだ。ここのカフェの調理スタッフ募集のチラシだった。

「わたしが稼いでやるぞ」

「まて。早まるな。死人が出る」

　自信満々で胸を張るルノアに、シグは即座にそう言った。



◆◇◆◇◆



〈竜の箱庭〉都市の旧市街、ルクセンブルク通りの中央広場に面した建築物。二本の尖せん塔とうを持つ四階建ての厳いかめしい外観は、〈竜の箱庭〉都市の治安を司つかさどる公共安全委員会の庁舎に相応ふさわしかった。

　四階にあるレニ・ルクセンブルクの個室の扉にはなにもない。所属部署も、名前も。その部屋は存在感を消すようにして、庁舎の片隅にひっそりとある。

「以上。なにか質問はあるかしら」

　陰いん鬱うつな女の声に、ルッツ・シュタイフはなにを言ったものかと肩をすくめた。長身痩そう躯くの青年である。眉び目もくは二枚目の映画俳優のように整い、碧へき眼がんは宝石のようだった。さらさらの金髪をうなじの辺りで括くくり、ぱりっとしたジャケットを羽織っている。彼に優しく微笑ほほえみかけられたなら、どんな女性もため息を吐つかずにはいられないだろう。

　ただ、目の前の女は別だった。黒こく檀たんの机に座っているレニは、咥くわえていた葉巻にガスライターで火を灯ともし、盛大に紫煙を吐いた。

　ルッツは机上に広げられた数十枚の写真に目を落とし、それから改めて彼女を見やる。

　ブラウンの髪をシニヨンして、胸元が大きく開いたタイトなスーツ姿。白い手袋だけが目に残った。化粧気のない暗い顔は上品で、妙齢の淑女として通りそうだった。右の眉まゆから頬ほおにかけて走る大きな傷と、右目を覆う漆黒の眼帯さえなければだが。

　濁にごったブラウンの隻せき眼がんで、彼女はこちらを見返してきた。

「聞こえなかったのかしら？」

「いいえ」

　涼やかな声で、ルッツは答えた。写真の一枚を手に取る。どれも望遠での盗撮写真だった。黄おう褐かつ色しよくの髪を短くした長身の女をはじめ、数名の男が確認できる。ある者はきっちりとスーツを着こなし、ある者は物もの乞ごいのような格好をし、ある者は旅行者を装っていた。

「よくもまあ、足取りを掴つかめたものですね」

「私たちはそんなに甘くはないのよ、ルッツ」

　レニが小さく口元を緩めた。ぞっとするような禍まが々まがしい笑みだった。

〈竜の箱庭〉創立以来、公共安全委員会を支配してきたルクセンブルク家の娘。対敵諜ちよう報ほう工作と防ぼう諜ちよう活動に従事する非常連絡局に身を置く筋金入りの公安魔術士。

　ルッツは写真をしげしげと眺めながら、率直に言ってみた。

「なぜ僕たちなんです」

「あなたたちは私の生徒よ。講師が自分の教室の生徒を使うのは当たり前でしょう」

「そうですかね。教室には他ほかの生徒もいるでしょう。一度も会ったことはありませんが」

「あら、そうだったかしら」

　レニはわざとらしく言った。

〈竜の箱庭〉に数ある高等部の教室の中でも、ルクセンブルク教室は特殊な教室だった。卒業後の進路は公共安全委員会非常連絡局に直結し、誰だれも学校の外には出ない。高等部に進んだ段階で生徒はあらゆる記録を抹消されて裏の世界へと送り込まれる。

　故に編入されてきたルッツをはじめとした旧ザウエル教室の面々は異端だった。そんな裏の仕事に従事する教育など受けていないのだから。

「理由は二つ」

　葉巻を灰皿に置くと、レニは右手の人差し指を立てた。

「一つ目。私の組織には戦闘に特化した魔術士がいない。裏の人間が正面切ってドンパチやるのはヘマをやらかした時だけだし、そんな時のための魔術を身につけるのは愚の骨頂。だからあなたたちを使うのよ。今回は武力衝突が避けられないものね」

　続けて中指を立てる。

「二つ目。今回の事案を滞りなく終えれば、私はあなたを公安に推薦しようと思っている。私の下で働きなさい、ルッツ・シュタイフ」

　さすがにルッツはぎょっとした。思ってもみなかった言葉だった。

「悪い冗談ですよ。僕の進路希望はザウエル先生にも提出していましたが？」

「ええ、よく知ってるわ」

　レニは机の引き出しからファイルに挟まれた資料の束を取り出した。ルッツの顔写真がクリップでとめてある資料が一番上にきていた。

「ルッツ・シュタイフ。第一帝国の帝都ブリュンヒルデ生まれ。五代続く警察官の家系。シュタイフ家は向こうではそれなりに有名だそうね。現在の家族は妹が一人。父、母ともに死亡。父親は帝都警察の殺人課に勤務した警察官。最終階級は警部。死亡原因は酒に酔った際に自宅階段から足を踏み外し転落。頭部を強く打った際の脳のう挫ざ傷しよう」

　資料をめくりながら、レニは淡々と続けた。

「あなたの希望は第一帝国の帝都警察だったわね。警察官になろうと思ったきっかけは、不慮の事故で尊敬していた父親を亡くし、同じ警察官になって遺志を継ごうと思ったから」

　資料から目を離し、彼女は暗い表情でこちらを見てきた。

「美談ねえ。どこの世界も、老人連中はこういう話に弱いものよ」

　ルッツは思い出した。裏側の仕事に従事する人間を選抜する際には、徹底的に身体検査と呼ばれる作業が行われると聞いたことがある。その結果が目の前のファイルなのだろうか。いつからかレニは、自分を推薦するために身体検査を行っていたのか。

「なぜ僕なんです？」

「なぜ？」

　レニは愉快そうに笑った。灰皿の葉巻を手に取り、一拍置くようにして薄い唇から紫煙を吐き出す。畳みかけるようにして、彼女は言ってきた。

「あなたの父親は随分と酒癖が悪かったようね。代々続く帝都警察の名門家の評判に泥を塗るくらいには。家庭も顧みず、外には愛人がいた。おまけに幼女趣味で――一言で言えばろくでなしだった。子供だから分からなかった？　本当に？」

　早口でまくし立てられたその言葉は、ルッツの耳に一言一句はっきりと届いた。

「本当に父親は立派な警察官だった？　本当に父親を尊敬していた？　本当に父親は事故死だった？」

　ルッツは顔色一つ変えなかった。端整な顔はぴくりともしない。

　臆おくすることなくレニを見据え、彼は冷え冷えとした声で言った。

「ええ。僕の父親は立派な警察官でした。父親を尊敬していますし、事故は――残念でした。本当に」

　それを聞いたレニはますます愉快そうだった。葉巻を灰皿に押しつけて椅い子すから立ち上がると、彼女はやおらルッツの襟元を掴つかんで近くに引き寄せた。耳元で低く囁ささやく。

「なぜ僕なんです、か。自分の胸に聞いてみなさい」

「僕には分かりかねますね」

　ルッツは平然とそう答えた。

「あらそう」

　襟元を掴んでいた手がゆっくりと離され、ルッツはなにごともなかったかのように皺しわになった襟を整えた。

「推薦していただいても、僕は先生の下で働く気はありませんよ。ここを卒業したら、第一帝国に戻してもらいます。妹もまっていますしね。シュタイフの家の名声は、まあ大げさに言えば僕の肩にかかっているようなものなので」

「まあ、いいわ。考えておきなさい。差し当たりやってもらわなければならないことは、分かっているわね」

　レニは机上の時計をルッツに向けた。針は午後三時を七分ほど回っている。

「二四時間で作業班を編成しなさい。明日、一ヒト五ゴ〇マル〇マル時に状況説明を開始する。以上」

　ルッツは腰の後ろで手を組むと、姿勢を正した。

「分かりました。ルッツ・シュタイフ、編成作業にかかります」

　なにもかも見透かしているような隻せき眼がんと一瞬だけ視線を交錯させ、彼は踵きびすを返した。まとわりつくような視線を背中に感じる。

「向いているわよ、あなたは」

　部屋を出ていく際に放たれたレニの言葉に、ルッツはなにも応こたえなかった。



　ルッツが部屋を出ていくのと入れ替わるようにして、くたびれたスーツを着た中年の男が入ってきた。ルクセンブルク教室の講師補であり、彼女の組織の副長でもある男だった。

「単なる優男かと思いましたが、どうにも面の皮は厚そうですな」

「そうでなければ困るのよ。なにせ私の特別高等分室に呼ぶわけだもの。非情で、平然と嘘うそをつき、目的のためには手段を選ばず、誰だれも彼も利用する。そんな男でなければね」

「ごもっともです」

　彼――シュワーベ・ベーリンガーは、地味な真しん鍮ちゆう縁の眼鏡めがねをかけた四〇絡みの痩やせた男だった。前髪だけが白髪になってしまった黒髪を整髪料で撫なでつけて、いつも同じネクタイをしている。およそ偏屈で冴さえない事務屋といった風ふう貌ぼうだ。

　だがその実、レニの父親の時代から特別高等分室に籍を置く有能な男だった。レニはこの組織を引き継いでから部下のほとんどを自前の生徒に替えたが、彼だけは別だった。

「室長。例の件ですが、外事から抗議がきています」

　ベーリンガーは右みぎ脇わきに抱えていたクリップボードをレニに差し出した。

　公共安全委員会は刑事警察局をはじめとした表側と、非常連絡局という裏側によって成り立っている組織だったが、その裏側も大きく二つに分かれている。〈竜の箱庭〉都市の中でのみ活動する内事と、都市の外で活動する外事だ。

「例の写真を強引に持っていったことが腹に据え兼ねたようですな。外事部長から局長経由の厳重抗議です。どう対処しますか」

　レニはクリップボードに挟まれている抗議文を睨にらみつけた。

〈竜の箱庭〉から脱出したウーフーの足取りを偶然に掴つかんだのは外事三課だったが、レニは強引に横よこ槍やりを入れて全すべての捜査資料を吸い上げた。そのことで連中はお冠というわけだ。

「くだらない。私たちを誰だれだと思っているのかしら」

　レニは吐き捨てると、抗議文をぐしゃぐしゃに丸めてゴミ箱に放ほうり捨てた。



◆◇◆◇◆



　まな板の上の野菜が危なっかしい手つきで切り刻まれていく。火にかけられている鍋なべには得体の知れない液体がぐつぐつと煮込まれており、さながら魔女の釜かまだった。

「不本意だ」

　ざくざくと片手で包丁を振るいながら、ルノアはつぶやいた。調理用のエプロン姿なので、いくらか女の子らしくも見える。

　怒りをぶつけるようにして、彼女はまな板の野菜に包丁を振り下ろした。

　小気味いい音を残して、人にん参じんが切断された。

　ルノアは不ふ揃ぞろいな大きさに切り刻まれた野菜を鍋に放り込み、はらはらした表情のシグを睨んだ。

「こんなにちゃんと作れるではないか」

「どこがだ」

　彼は即座に言ってきた。

　それでもルノアは胸を張った。

「爆発しなくなった」

「当たり前だ！」

「そう叫ぶな。お前は私を甘く見ている。それをこれから証明する」

　シグの部屋のキッチンは手狭ではあったが、器具も調味料も一通り揃そろっている立派なものだった。揃えているだけでなく、きちんと丁寧に使われている。不本意ながら、彼の料理の腕は認めなければならないだろう。

　ただ、だからといって、調理の仕事を無む理り矢や理りに給仕係にすることはないではないか。

　彼女はあのあと、即座に〈海猫亭〉にアルバイトを申し込んだのだが、顔かお馴な染じみらしい店主に言ったシグの一言によって給仕係として採用されてしまったのだ。

「大体だな、食べもせずにバカにするのはどうかと思うぞ」

「そういう正論は、せめてそう思えるものを作ってから吐きやがれ」

「いやな奴やつ」

　ルノアは悔しそうに唇を噛かんだ。

「だが、これから私の料理を食べて驚くことになるからな。覚悟しておけ」

「へいへい」

　シグはまったく期待していない様子だった。この男にはいつも居候らしい態度を取れと言われているので、料理の一つでも振る舞ってやろうかと思わないでもないのだ。だが、こんな態度を取られていたのではとても言い出せない。

（だが、それも今日で終わりだ）

　ルノアは胸の前で小さく両手を握った。

　きっとシグは自分を見直すに違いない。そうしたなら、もうバカにされることもないのだ。むしろ料理ができる女として褒ほめられたりする。リラやシャルロッテに、お前らもちょっとはルノアを見習えだのと言ったりする。

　そこまで考えを巡らせて、ルノアは我に返った。

（なにを考えているのだ、わたしは）

　まるでシグの関心を引こうとしているみたいではないか。リラやシャルロッテは、シグに好意を持っている。それはルノアにだって分かる。だが、別に自分は、舞踏会のパートナーとしてはそれなりに信頼してやっているが、そういうあれこれとは別の話だ。

　ただ――なぜだか気になってしまう。シグが二人からあれこれと言われているのを見ると、ルノアは妙に落ち着かない気分になるのだ。

「あー……ルノア」

「なんだ」

　名前を呼ばれて、ルノアははっとした。

「噴いてるぞ、鍋なべ」

「ああ……！」

　妙な色の泡が溢あふれてきている鍋に、ルノアは慌てて駆け寄った。



　あのシチューらしきものが食卓に出された時、果たして自分は生きているのだろうか。そんな不安を抱えながらも、シグはキッチンから追い出されてしまった。ベッドでごろごろして雑誌を読んでいるリラをちらりと見やると、

「絶対やーよ」

「まだなにも言ってないだろ」

「ルノアの料理なんて食べられるわけないじゃない。まずはあんたが食べるべし」

「死ぬかもしれなんいだぞ……！」

　シグは低く唸うなったが、リラは意に介した様子はなかった。彼女はうつ伏せなって、見事な脚線美の白い脚をぱたぱたとさせている。

「いいか、絶対にお前も食べろよな。あれは俺おれ一人じゃ処理できない量なんだぞ」

「だからいやだってば」

　などと不毛な押し問答を繰り返していると、部屋のドアがノックされた。

「シグ、いるか。少し面倒なことになった」

　続けて聞こえてきた声は、よく知っているものだった。ルッツ・シュタイフだ。

　シグとリラは顔を見合わせた。どちらともなくにんまりと笑う。

「ほら、これって救世主ってやつじゃない？」

「俺もそう思う」

　シグはドアを開けるなり、絶対に逃げられないようにルッツの腕をがっちりと掴つかんだ。部屋の中へと引きずり込みつつ、早口にまくし立てる。

「よくきたな、ルッツ。さあ入った入った。夜はまだ食べてないよな？　な？　頼むから食べてないと言ってくれ……！」

「いや、食べてはないけど。なんだよ、これ、どういうこと？」

「いやー、そうか。そいつはよかった。俺たちまだだから一緒に食べようぜ」

　シグは困惑するルッツを強引に食卓に座らせた。不自然な作り笑いを浮かべる。

「で、なんだっけか。面倒が起きた？　なるほど、話を聞こう」

「…………なんだか分からないけど」

　ルッツは胡う乱ろんげな視線を送ってきた。

「嫌な予感がしなくもない」

「気のせいだ」

「だといいんだけどね……まあ、そう。少し面倒なことになった。レニ先生から実地講習のお知らせだ」

　その言葉に、シグは表情をわずかに緊張させた。

　実地講習――と言えば聞こえはいいが、要は〈竜の箱庭〉が受けた依頼をこなす実戦だ。内容は人探しから暗殺まで幅広い。

「どこからの依頼だよ？」

「いいや。依頼じゃない。公安の仕事だ」

「それはまた面倒そうだな」

「だからそう言ってるだろう。明日の一ヒト五ゴ〇マル〇マル時に教室で状況説明がある」

「指揮者と編成面子めんつは？」

　どうも真剣な話のようだったので、シグは椅い子すを引いてルッツの向かいに座った。

〈竜の箱庭〉の魔術士は、原則として単独では行動しない。二人編成のデュオから一〇人編成のデクテットまで、必要に応じて必ず戦型を編成する。指揮者は編成要員の選抜から現場での指揮を担う前線指揮官だった。

「指揮者は僕だ。面子は君とシャルロッテだけ決まってるが、トリオ編成だと今回は厳しい。クインテット編成――前衛がもう一人と、あとは長距離攻撃型の魔術士が必要だ。面倒になったっていうのは、これもある。面子が足りない」

「他ほかの教室から借りるしかないだろう」

「それがルクセンブルク教室は他の教室と交流がないだろう？　まあ、はっきり言えば嫌われてる。公安の裏専門の教室だからね。ザウエル教室の時のツテも、心当たりは全滅さ。なんで、誰だれかいないかと思って」

「そんなこと言われてもなあ」

　シグは首を傾かしげた。長距離攻撃型の魔術を使う魔術士は〈竜の箱庭〉でもそう多くない。ルッツの心当たりが全滅なら、こちらも似たようなものに違いなかった。

「お二人さん」

　そう言ったのはリラだった。

「誰か忘れてない？　そういう魔術が使える超可愛かわいい女の子を」

「……ほら、あれはどうだ。インゲルハイム教室のクロイツ姉妹」

「あー……ダメダメ。姉と妹、どっちともちょっとだけつき合ってたから気まずい」

「じゃあヘキスト教室のローザは？」

「それもダメ。彼氏と別れるからつき合ってくれって言われてさ。逃げ回ってる」

「お前なあ……」

「仕方ないじゃないか。たまたまそうなんだから」

「ちょっと！　なんであたしを無視するわけ!?」

　リラの叫びに、シグはようやっと視線を向けた。

　彼女は不満げな表情で、自分の顔を指さしていた。

「だってお前、実戦経験ほとんどゼロだろうが」

「なによー、せっかく力を貸してあげようと思ってるのに」

　リラの魔術は確かに長距離攻撃型の魔術だったが、前のパートナーによってアイドル歌手として売り出された彼女は実戦をほとんど経験したことがないはずだ。

　ルッツはそんな彼女に微苦笑じみた表情を見せ、軽く肩をすくめた。

「残念だけど却下。そもそも連携が前提となるからね。基本的に〈竜の箱庭〉で教育を受けた魔術士でないと。それなら教室が違っても最低限の動きはどうにかなるから」

「うー……！」

　リラは怒った猫みたいに唸うなると、拗すねたようにしてベッドに突っ伏した。

「でだ、シグ。後衛もそうなんだが、前衛も一人足りない。その件でも話がある」

「ロッテと俺おれだけじゃ不足だってのか？」

「シャルロッテは今回、前衛じゃない。なんで君と組む魔術士が一人いる。僕が回ってもいいけど、できれば中衛に配置して万全を期したい」

　慎重なルッツらしい判断だな、とシグは思った。彼の魔術は近・中距離用で攻防一体の万能型だが、強いて言えば中衛向きだし、指揮者が前線に出張るのも好ましくはない。

「ルノアを使おうと思うけど、どうだ？」

「は？」

　意外な言葉に、シグは間の抜けた表情になった。

「なんでまた……」

「毎朝、二人で訓練をしてるだろう？　お互いの癖なんかもある程度は分かってるはずだ。他ほかの教室から借りて急増で組むより、こっちの方がいい」

　確かに、見ず知らずの魔術士よりはルノアの方が勝手は分かる。やってやれないことはないだろうが――

「うまい具合に君がフォローしてやればいいさ」

「俺が後詰めかよ……」

「そりゃそうだ。彼女は突撃する方が向いてる」

　ルッツはそう言って視線を彷徨さまよわせた。

「で、肝心のルノアはどこだ？」

「あー……もうそろそろ出てくる頃ころだ。ところで、ルッツ――」

　シグはやおら厳しい顔つきになった。

「死の恐怖を感じたことはあるか？」

「なんだって？」

　突然のことに困惑するルッツの言葉を遮さえぎるようにして、当のルノアがキッチンから出てきた。左手に皿を一枚だけ持っており、頼りない足取りでとてとてと近づいてくる。

「完成したぞ。さあ、食べてみるのだ」

　目の前にまでやってきて自信満々の表情を浮かべる彼女に、シグは言った。

「まずは客であるルッツに出すべきじゃないか」

「む……」

　ルノアは数瞬考えたあと、無言でルッツの前に皿を差し出した。

　シグにはそれを見たルッツがびくりと肩を震わせたのが分かった。

　真っ白い皿には、なんとも形容し難い色味をした、シチューらしきものが入れられている。不ふ揃ぞろいな野菜がごろごろと見受けられ、刺激的な見かけとは裏腹に無臭だった。

「な……！」

　ルッツは端整な顔を強こわ張ばらせた。

「シグ、謀はかったな、シグ！」

「お前はいい友人だが、こんな時にきたのがいけないのだよ」

　シグはしんみりと言った。だが、続けざまに自分の前にも皿が出されて固まった。ルノアを見やると、いつものむっつりとした表情のまま、ただ一言を言ってくる。

「めしあがれ」

「…………」

　沈黙していると、ルノアの声は底冷えするものに変わった。

「めしあがれ……！」

　圧力に屈し、シグはスプーンを手に取った。手が小刻みに震え、冷たい汗が全身からじっとりと滲にじんでくる。見れば、ルッツも同じようなものだった。

　シチューらしきものをすくってみる。

（……なんだこの禍まが々まがしさは）

　シグはかつてない恐怖を感じた。たとえ世界が滅びるとしても、これほどの恐怖を感じるわけがない。心底からそう思う。だが、まて。見かけはこれで意外とおいしいというオチなんじゃないのか？　そうに決まっている。そうであってくれ！

「め・し・あ・が・れ……！」

「い…………いただき……ます」

　ルノアの眼光に耐えかねて、シグはスプーンを口に運んだ。

　断末魔がこういうものなのだと、彼は同じようなルッツの悲鳴を聞きながら思った。
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　教訓はつまりこういうことだ。見た目が不ま味ずそうな料理は、やっぱり不味い。

「あー……くっそ……」

　シグはがらがらに掠かすれた声でうめいた。喉のどを押さえて眉み間けんに皺しわを寄せる。ルノアのシチューらしきものは恐ろしい破壊力だった。辛いというよりは痺しびれるような、こくがあるというよりはただ重たいだけのような、とにかくもひどい味だった。

　結局、シグは鋼の精神力で一皿を食べきって力尽きた。不安を隠してこちらの反応を窺うかがっているルノアを見たら、なんとなく途中でやめられなくなってしまったのだ。

　そして――目覚めた時には、もうすでに翌日の正午を回っていた。

「シーくん、本当に風邪ですか？」

　原因を知らないシャルロッテが心配そうに言ってくる。

　昨日と同じ〈海猫亭〉のオープンテラス。シグは冷たい水を喉に流し込むと、向かいに座るシャルロッテに大丈夫だという風な仕草をした。

（あれで味見したってんだから、どんな味覚してるんだか）

　シグは喉を鳴らしながら、愛あい嬌きようの欠片かけらもない新人の給仕係の様子を窺った。シグが気を失っている間に、ルノアは一人でいそいそと出勤してしまったらしかった。

　どうにも心配だったので、シグはお人ひと好よしにも、ここにこうして座っている。

「いらっしゃいまーせ」

　いつも以上にむっつりとした表情。棒読みの台詞せりふ。ルノアはぎくしゃくしながら客をテーブルに案内していた。

「ご注文はなんになさいまーすか」

　短いスカートにフリフリしたレースの装飾が施された給仕係の制服は、ルノアに似合っていないこともなかった。これで笑顔があれば立派な看板娘になったであろう。

「シーくん」

　険のあるシャルロッテの声に、シグははっとした。真剣な表情で、彼女は言った。

「シーくんはあれですか。ああいうのがいいわけですか」

「なにが……？」

「制服的な、そういうものでのプレイが――」

「まあ、それはさておき」

「華麗にスルー……！」

「実地講習の件は聞いたか？」

「……聞きましたけど、具体的なことは知りません。後衛に長距離攻撃型の魔術士を探しているあたり、割と正面切っての戦闘作戦だと思いますけど」

　シャルロッテはさらりと言って、紅茶をのほほんと啜すすった。彼女は優秀な魔術士だ。実戦だと言われて、気持ちが昂たかぶることも、臆おくすることもない。

「ただ、わたしとは別の前衛を探しているのが気に入らないです……！」

　憮ぶ然ぜんとした表情で、シャルロッテはそっぽを向いた。

「それはルッツに言ってくれ」

　シグは頬ほお杖づえをついてルノアに視線を送った。シグが気を失っている間に、彼女にはルッツが話をつけたようだった。快く引き受けてくれた……らしい。

（どんな手を使ったのやら）

　胸中で独りごちてから、シグは続けた。

「しっかし、後方からの支援射撃を受けながらとなると、多少強引なやり口かもな。あー……そう考えると、後衛が決まらなきゃ手間取るかもなあ」

　渋い顔になり、視線を遠くに見える〈竜の箱庭〉都市名物の時計塔にやる。巨大な文字盤の針は、もうすぐ一五時になろうとしていた。

「ルッツの奴やつ、間に合うのかね」

「残念ながら無理だった」

　背後からの声にシグが振り返ると、げんなりとしたルッツが立っていた。ルノアのシチューらしきものを一口しか食べなかったので、声はいつも通り涼やかなものだ。ただ、右の頬にはなぜだか引っかき傷がついている。

　ルッツは頬を押さえながら大きなため息を吐ついた。

「仕方なくクロイツ姉妹に頼みにいったら、ローザと出くわして修羅場になった」

「ったく。ろくでもねえ」

「哀あわれな男ですね」

　シグとシャルロッテは口々にそう言うと、蔑さげすんだ目でルッツを睨にらんだ。

「あの、君たち……そんな目で僕を見ないでくれるかな……？」

「ってことは、これで後衛なしかよ」

　肩をすくめるルッツを横目に、シグは立ち上がった。新人の給仕係を呼ぶ。そろそろ状況説明を受けるために教室にいかなければならない。

「ルノア――時間だよ。上がらせてもらえ」

「む。分かった」

　昨日の料理の一件以来、ルノアはそこはかとなくしおらしい。

　シグはいがいがする喉のどを潤そうとまだ水が残っているコップを手に取ろうとし――

　瞬間、遥はるか遠くから銃声。

　コップが粉々に弾はじけ飛んだ。

「な……!?」

　ほとんど反射的にシグはテーブルを引っくり返して身を隠し、弾道を計算して時計塔を見た。十中八九、狙そ撃げき地点はそこで間違いない。

「シグ、見てみろ」

　同じように身を隠したルッツが、オペラグラスを投げて寄よ越こしてくる。こいつは普段どんなところに出入りしているのだろうかと思いながらも、シグはそれで時計塔を見た。

　望遠レンズの向こう側には少女がいた。Ｖサインをこちらに向けて、自信に満ちた不敵な笑みを浮かべている。リラだった。

　過激なアピールに、ルッツが乾いた笑いをもらしていた。

「ないものねだりしても仕方ない。彼女で手を打つしかないかも……」

　ようやっと周囲が騒然としはじめていた。

「あのバカ……」

　シグは頭を抱え、小さくそれだけをうめいた。
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　発砲の通報を受けた公共安全委員会刑事警察局の制服委員が駆けつけてきて色々と事情を聞かれそうになったが、レニの横よこ槍やりによって有う耶や無む耶やになり、教室での状況説明は一時間ほど遅れた。

「またせたわね。はじめるぞ」

　教室に入ってきたレニは、黒板に手際よく数枚の写真を貼はりつけて暗い声で宣言した。

　いつもはがらんとしているルクセンブルク教室には、シグを含めて五名が思い思いに座っていた。なにやら小言を言ってお互いを小突き合っていたシャルロッテとリラはレニの空気にぴたりと動きをとめ、ルッツは読んでいた文庫本から目を離した。

　シグの隣にはルノアが口をへの字にして座っていた。

　腕を組んで座っていたシグは、大判に引き伸ばされている写真を見た。〈百ゆ合り鴎かもめ〉という有名な国際郵便会社の飛行船と、それに乗り込む女が写っている。その女は郵便会社の濃紺の制服姿だったが、間違いなくウーフーだった。

　金に見合えば、思想信条に関係なくどんな仕事も引き受けるビジネスの傭よう兵へい。神聖連合皇国指導部から七帝国に指名手配され、一億マルスの賞金をかけられてもいる。

　レニがなんの前触れもなく切り出した。

「先般〈竜の箱庭〉の魔術士を四名殺害し、大図書館の保管品を強奪したウーフーと名乗る女の尻尾しつぽを掴つかんだ。この女が一週間前にも〈竜の箱庭〉に潜伏しており、我々が追っていたことは知っての通りよ。この写真はウーフーが国際郵便会社〈百合鴎〉の郵便飛行船に乗り込む様子を撮影したものだ。船員は協力者、ないしは買収されていると思われる」

　国際郵便船は神聖連合皇国を構成する七帝国の領空を簡単な手続きだけで往来できるため、身を隠して次の目的地に移動するには打ってつけだ。

「そこで、航行中の郵便飛行船に接せつ舷げん、強襲の上でウーフーの身柄を確保する」

　レニの声は簡単な宿題を出すかのように、なんの気負いもなかった。

「航路はこうよ」

　そう言ったレニは、移動式の別の黒板に貼はられている蒼そう天てん世界の地図の前に移動した。地図は九枚あった。空と雲に囲まれた無数の浮島によって成り立っているこの世界は、一枚の平面図では表すことはできない。異なる高度で浮かんでいる島々が、俯ふ瞰かんした際に重なり合ってしまうからだ。

　そのため地図は世界を一定の高度によって九階層に分断し、それぞれの階層に浮かぶ島々の位置関係を記している。この九枚の地図を脳内で重なり合わせて、立体的な島々の位置関係を想像できるようになることが地理の授業の基礎でもある。

　レニは手際よく赤いチョークで郵便飛行船の航路を書き込んだ。各階層に複雑に入り組んだ七つの帝国の国境。その主要都市を回り、最終的には本社のある第一帝国の帝都ブリュンヒルデに帰還する。

「想定接触地点はここ」

　航路の途中に丸印がつけられた。

　第六帝国と第四帝国に挟まれた公空上、ほとんど第四帝国の領空だ。

「航空委員会の高速飛行船なら、ここで追いつける計算よ。目標を視認後、ワイバーンによる接せつ舷げんと強襲を敢行する」

　シグはそれを聞いてシャルロッテに視線をやった。さすがに少し身を硬くしている。いつも前衛を組んでいた彼女が、今回は外れた理由はこれだ。シャルロッテが幼生の頃ころから育てたワイバーンを作戦に使うのなら、彼女は操者を務めなければならない。

「頑強な抵抗による正面戦闘が予想され、さらには第四帝国の領空に入る前に片づける必要があるため冗長性は非常に低い」

　レニはそこまでを一気に言うと、五人を睥へい睨げいした。

「編成の役割分担、並びに作戦の詳細はルッツから」

　促うながされて、ルッツがゆっくりと立ち上がった。

「今回の接舷強襲作戦はクインテット編成で実行する。突入班は僕を含めて三名。シグとルノアが前衛だ。シャルロッテは航空委員会の飛行船からワイバーンで突入班を運搬、目標に接舷を行う。この際に目標から迎撃機が出ることが想定される。これは後衛に配置するリラが飛行船から支援射撃で掃そう討とうする。飛行船への突入は――」
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　歌劇場は静まり返っていた。

　吹き抜けになっている円形の空間は闇やみに沈み、舞台にも、観客席にも、誰だれの姿もない。大理石をふんだんに使った柱や壁は、精せい緻ちな彫刻と金きん箔ぱくによって装飾されていた。舞台をぐるりと取り囲む高い位置には貴賓席が配置され、舞台の背後では巨大なパイプオルガンがその威容を見せつけている。

『〈党〉に無断で、君はなにをやっているのかね』

　まるで幽鬼が話したかのような、低い男の声が響いた。どこから発せられたものなのか見当もつかない。だが、闇やみに包まれている貴賓席のどこかには〈党〉執行部の面々が揃そろっているはずだった。

「なにを、と言われましてもね」

　闇に溶け込むようにして舞台近くの席に座っている黒いスーツの男は、気の抜けた声でそう言った。前の席の背もたれに足を投げ出し、火の点ついていない煙草たばこを咥くわえている。くすんだ金髪を整髪料でシチサン分けにして、色いろ眼鏡めがねをかけた、胡う散さん臭くさい男だった。

『とぼけるのはやめたまえ。あの二人が第四帝国に入ったことは、すでに我々の承知しているところだ。それが第三帝国の意志でないこともな』

　男――ワルサー・ザウエルは、その声を気にもとめず顎あごの不ぶ精しよう髭ひげを撫なでていた。

「〈狼おおかみの営巣〉はヒューゴの旦だん那なの組織ですよ。第三帝国には義理でつき合ってやってるようなもんだ。だからまあ、勝手に動くこともあるでしょう。しかしね、幹事長。おたくの質問には、まったく残念ながら、答えることはできかねますな」

　ザウエルは懐からマッチを取り出すと、黒革の手袋をしていない左手で器用に火を灯ともした。肺にたっぷりと紫煙を吸い込んで、大仰な嘆息とともに吐き出す。

「俺おれは総裁特務で動いてるんだよ。ま、おたくらには関係のないことだが」

　その言葉に、闇の向こうの空気がざわりと揺らいだ。

『バカバカしい。なにが総裁特務か。いかに党の筆頭副幹事長といえども、これは重大な党紀違反、背信行為だぞ』

『総裁のお気に入りだからと、調子づくのも大概にしたまえ』

『若造が総裁の名を借りての勝手な振る舞い。いつまでもまかり通ると思うな』

　それを聞いていたザウエルは表情一つ変えず、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに吐き捨てた。

「そんなに知りたいのなら、俺の靴でもお舐なめになったらいかがです？」

『貴様は！』

　ザウエルが知る限り〈党〉というのは奇妙な組織だった。リンドブルムの叡えい智ちを手に入れるという目的こそ共有され結束してはいるものの、上じよう意い下か達たつの強固な組織というわけではなく、派閥と呼ばれるグループ単位の緩やかな集合体だ。

　そして、蒼そう天てん世界の至るところに深く静かに浸透する同志たちは、自らが属する派閥の意向に沿って行動している。〈党〉とはそういった組織だった。

　ただ、派閥間を管理し調停する統治機能は持たねばならない。それが総裁を頂点とした執行部だった。現在の執行部は〈党〉でも強力な五派閥の寄り合い所帯で、同時に主導権を巡って暗闘を繰り返してもいた。

「では失敬。俺も色々と忙しいもんでね」

　ザウエルはゆっくりと立ち上がった。ポケットに両手を突っ込み、猫背になって歌劇場の入り口へと続く階段を軽い足取りで上っていく。

『話はまだ終わっておらんよ、〈蒼そう炎えん使い〉』

　貴賓席からくぐもった笑いがもれた。

　いつの間にか、髪を剃そり上げた筋骨隆々の大男が彼の前を塞ふさぐようにして佇たたずんでいる。

「幹事長殿の言葉が聞こえなかったのか、この成り上がりのごますり野郎が。さっさと戻れ。さもないとその首をへし折ってやるぞ」

「やれやれ」

　ザウエルは色いろ眼鏡めがねの奥の目をすっと細めた。左目が斜視の碧へき眼がんが冷ややかな光を湛たたえ、静かな声で警告する。

「このままどいてくれないってんなら、実力で排除するが――いいのか？」

「粋がるな、バカめが！」

　大男が〈タペストリー〉を幻視した。なにかの魔術を使おうとしている。

　だが、遅い。ザウエルは咥くわえていた煙草たばこを吐き出した。右手でそれを掴つかみ取り、同時に〈タペストリー〉を幻視し、編み変える。

　魔術が発動するまでの速度は、大男とは比べるまでもなかった。

　煙草の火を媒介にして、ザウエルの意志によって現実が変わる。

「〈戦乙女は右手より焔もゆる〉」

　ザウエルの右腕が蒼あお白じろい炎に包まれた。

　瞬間、彼は鋭い踏み込みで間合いを詰めた。

　身体からだを半身にするなり、男の右みぎ膝ひざに目がけて右の踵かかとを踏み下ろし――骨が砕ける鈍い音が響いた。本来は曲がるはずのない方向に、男の膝が曲がった。

「――――っ!?」

　声にならない悲鳴を上げた男に、続けざま膝ひざ蹴げりを喰くらわせる。

　男がもんどり打って倒れ込んだ。だが、ザウエルは容赦しなかった。そのまま右手で顔面を鷲わし掴づかみにすると、

「げぇっ……！」

　男の言葉は最後まで聞こえなかった。蒼白い炎が一瞬にして全身に燃え移る。

　ザウエルはそれでも手を離さず、右手一本で無む理り矢や理りに大男を吊つり上げた。頭ず蓋がい骨こつが軋きしむ音が聞こえ、力任せに投げ捨てる。

　蒼白く燃える男は座席に激突して転がり、しばらくの間のたうち回っていたが、やがてぴくりとも動かなくなった。あとはただ、蒼あおい炎が燃え続けている。

『な、なんということを。〈党〉の同志だぞ、それを――』

「ま、どうせ使い道のない筋肉バカってとこだろ？」

　ザウエルは軽く肩をすくめると、なにごともなかったかのように新しい煙草を咥えた。

「こんな奴やつで俺おれをどうにかできると思ってたのなら、おめでたいぜ、おたくら」



    

  
    
      
第二章



　航空委員会の高速飛行船〈脚あし長なが蜂ばち〉号は、鋭利な印象を抱かせる中型の飛行船だった。〈竜の箱庭〉が保有する強力なエンジンや高揚力装置を備えた最新鋭機の三番船だ。

　停泊していた埠ふ頭とうから飛び立った〈脚長蜂〉号は、その外観とも相まって空を裂く投げナイフのようだった。エンジンが猛然と唸うなり声を上げてプロペラを回し、優雅とはほど遠い速度で空と雲しかない世界を突き進む。

　接触予定時刻は明日の一ヒト七ナナ〇マル〇マル時だった。丸一日は空の旅が続く。

　用意された居住区画の部屋は簡素で、二段ベッドがほぼ全すべてを占拠していた。あとは申し訳程度に小さなテーブルと椅い子すがあるだけだ。

「うー……やっちゃったかも」

　リラは眉み間けんに皺しわを寄せると、気まずそうに唇を噛かみ締めた。机の上に長方形のジェラルミンのケースを置く。中身はボルトアクション式の小銃で、時計塔からコップを狙ねらい撃うちした際に使ったものだった。あのデモンストレーションの効果は抜群だった。最初から頼んでおけばいいものを、あたしの実力を甘く見ているから教えてやったのだ。

　とはいえ。

「あいつ……怒ってるっぽいもんなあ」

　つぶやいてから、彼女は下段のベッドに腰を下ろした。そのままぱたりと横になる。

　シグの言うことも分からないわけではなかった。実戦に素人を連れていくようなものなので、いい顔をするはずがない。シグはあれでも〈竜の箱庭〉で厳しい訓練を受けてきたれっきとした魔術士なのだ。

　リラは〈血ち塗まみれの竜王女〉の一人でありながら、舞踏会を踊ることを放棄した。〈黒い歌姫〉として、自分が楽しいことを精一杯やって人生を楽しむことに決めた。血腥ちなまぐさいこととはほとんど無縁だったし、ルノアみたいにやれる自信も本当のところは全然なかった。

　だけど、単に退屈だから連れていってほしいとか、腕前を自慢したいとかいうわけではない。彼に必要だと思われたかった。一緒にいきたかった。彼と少しでも離れてしまうと、そのままになってしまいそうな気がする。無理にでもくっついていないと、彼の中で自分の優先順位はどんどんと下がってしまうのではないか。

　それは二人の間をつなぎとめておくものがないからだ。多分、きっと。だから――

　もっとあたしのことを見てほしい、と思う。

　それでもって、もっとあたしのことを好きになりなさいよ、と思う。

　リラは悩ましげに吐息をもらすと、前髪をかき上げて硬いベッドに仰あお向むけになった。

　シグにとって自分はどういう存在なんだろう。

　ただの我がままな同居人？

　それとも一人の女の子として少しは意識してくれてる？

　一人でぐるぐると考えていると、段々と腹が立ってきた。

「あたしの気持ち、分かってるくせに……！」

　シグは一定の線からなかなか踏み込んでこない。それはリラに対してだけでなく、ルッツやルノア、なんならシャルロッテにすらそうかもしれなかった。

（ったく、もう！）

　こんな風に色々と悩むのは、自分らしくない。

　リラは勢いよく身を起こした。こんな狭苦しい部屋にいるとますます色々なことを考えてしまいそうに思えたので、彼女は部屋の外に出ることにした。

　ただ――この〈脚あし長なが蜂ばち〉号は実用性一点張りの造りだった。豪華飛行客船のように映画館やカジノ、プールなどがあるわけもない。

　なので、部屋から出たところで特に気が晴れるということもなかった。

「確か上にいけるんだっけ？」

　リラは飛行船が停泊していた時の様子を思い出した。観測手が詰める小さな展望台があったはずだ。風が強いのは少しいやだったが、外の空気を吸うのもいいだろう。

　梯はし子ごを探して狭い通路を歩いていると、船首側から歩いてきたシグと出くわした。

「あ」

　彼女は思わず足をとめた。なんとなく気まずかった。

「なんだよ？」

「べっつに」

　リラはそっぽを向いてそれだけを言った。そのあとで、横目でちらりとシグを見やる。

　彼は〈竜の箱庭〉の黒い戦闘服に着替えていた。耐刃防弾繊維と脱着式の金属板で要所を補強できる代物だ。格好のせいなのか、普段よりも幾分か凛り々りしく見える。

「今さらなに言ったって無駄なんだからね」

「分かってるよ。ったく――こうなったら仕方ないとはいえ、お前、分かってるのかよ」

「なにがよ」

「後衛の役目は生半可な覚悟じゃ務まらないぞ」

　シグはこちらを諭すようにして声を落とした。真剣な表情だった。

「こっちを迎撃するための飛行機をやるってことは――失敗したら、この飛行船も、俺おれたちも、雲に沈むってことだ」

「う……」

　失敗は許されない。全すべてがリラの双肩にかかっている。改めて意識すると、胃の辺りが締めつけられる気がした。実戦を知らないというのは、こういうことなのだろうか。

　それでも、彼女は腰に手を当てると気丈に胸を張った。

「はっ……バッカじゃない。あたしがヘマするわけないでしょ」

　シグを睨にらむようにして、リラは声を上げた。内心、どうしてこんな態度になってしまうのだろう、と思った。不安な気持ちを吐き出して、もう少し甘えられたらいいのに。

「あたしの腕前が信じられないわけ？」

「そういうことじゃなくて。お前の魔術の腕はよく知ってるよ。けど、なにもお前がやることないんだよ。こんなこと」

　シグは困ったように頭をかくと、視線をそらした。

「リラ・フィオーレには、似合わない」

「なによそれ」

　リラは憮ぶ然ぜんとした表情になった。納得いかない。どうしてシグは、あたしのことを必要としてくれないのだ。

「だから。舞踏会を降りて、好きなことやるって決めたんだろ。そんなお前が、わざわざこんな物騒なとこに出てくるなって。分かってるのかよ、向こうだって真っ先に狙ねらってくるのは後衛の狙そ撃げき手だぞ」

（あ……）

　突然に、リラは気づいた。シグは心配してくれているのだ。だから頼もうとしなかったし、あんなことまでして半ば強引についてきたことに怒ってる。

　シグはちゃんと見てくれてる。

　そう思ったら、胸の奥がきゅんとした。

　顔が赤くなるのが自分でも分かる。

「あ、あんたね～」

　リラはなにを言っていいか分からずに視線を彷徨さまよわせた。

　自分でも驚くくらいに、一つの言葉が嬉うれしかった。

「あー……そうだ、あとさ」

「なによ？」

　咳せき払ばらいをして、リラは言った。なんとも上機嫌な声だった。

「ルノア見なかったか？　さっきから探してるんだけど」

　リラの上機嫌はほんの数秒で終わった。

　どうしてこいつはこんな時に違う女の名前を出すのだろう。シグのバカ……！

「知らない！」

　それだけ言うと、彼女はシグを蹴けり倒した。



◆◇◆◇◆



　飛行船の乗員が食事を取る時間はきっちりと決められているので、食堂には誰だれもいなかった。厨ちゆう房ぼうにも誰もいない。

　そんな中、ルノアは包丁を片手にキャベツと向き合っていた。

（まさかあんなことになるとは――）

　彼女はシチューを食べたシグの惨状を思い出し、表情をわずかに強こわ張ばらせた。どうやら自分の料理は不ま味ずいらしい。それを全部食べてくれたシグに、どんな顔をすればいいのか分からなかった。おかげでルノアはあれ以来、ずっとむっつりと押し黙っている。

（すぐに不味いと言えばいいではないか。あのバカ）

　だが、正直言うと少し嬉うれしかった。シグのそんなところは、まあ、いいところなのだろうとも思う。なので彼女はせめてもの懺ざん悔げのつもりでルッツの頼みを引き受けたのだが、シグとは前衛を組むというのに詳細な打ち合わせはなにもしていなかった。

「とにかく、汚名を返上しなければ……！」

　ルノアは深呼吸をした。金色の双そう眸ぼうに、決意に満ちた光を灯ともす。こうなったら練習してうまくなるしかない。これから毎日の特訓が必要だ。

　調理台のまな板に載っているキャベツを殺気立った表情で睨にらみ据え、彼女は包丁を持つ手を高々と振り上げた。

「キャベツを殺す気かお前は」

「にゅっ……！」

　ルノアはぴたりと動きをとめた。視線を厨ちゆう房ぼうの入り口に向けると、シグがこちらを覗のぞいていた。

「どこにもいないと思ったら、こんなとこにいたのかよ」

「ど、どこにいようとわたしの勝手だ」

　彼女は戸惑った表情を浮かべて包丁をぶんぶんと振り回した。

「近づくな……！　どうせ、わたしをバカにしにきたんだろう。ああ、そうだとも。わたしの料理はさっぱり美う味まくないぞ。悪いか、バカ！」

「なんで俺おれが怒られるんだよ――って、危ねえ！」

　こちらに近づいてくるシグに、包丁の先端をぴたりと向ける。

「お、落ち着け。話せば分かる……！」

「これが落ち着いていられるか！　不味いなら不味いとさっさと言えばよかったのだ。それを全部食べるなどという情をかけるとは……！」

　先ほどまでの殊勝な気持ちはどこへやら、ルノアは思ってもいなかったことを口にした。

「大体、お前という奴やつは、なんだってそんなにお人ひと好よしなのだ。前々からわたしはお前のそういう甘さがだな――」

「お前なあ！　だったら、あんな顔で俺を見るなよ。残すに残せないだろうが！」

「う……うるさい！　わたしは別に――」

　ルノアは気まずくて下を向いた。自分はどんな表情でシグを見ていたのだろうか。期待と不安が一緒になったような表情だったに違いない。彼が無理してしまうくらいには。

「味より前に、お前はそもそも包丁の使い方からなってないんだよ」

　ルノアはそう言ったシグに手を取られた。そのまま背後に回り込まれ、調理台の前に立たされる。シグにぴったりと密着されて、彼女は背後から操られる人形のようになった。

「な、なにをする……！」

　ルノアは反射的に振り向こうとして、すぐそこにシグの顔があることに気づいて思いとどまった。なぜだか妙に気恥ずかしい。

「いいか――まな板に向かう時は、身体からだを調理台からこれくらい離す。まあ、大体一〇センチくらい。で、右足を気持ち下げた姿勢で、腰を少し引いて力を入れる」

　シグに誘導されて、ルノアは言った通りの姿勢になった。

「で、包丁は振り上げたりしない。肩の力を抜いて、自然に前に出して切る。左手は切るものが動かないように、手のひらと指を丸めて材料を押さえて、中指の関節に包丁の腹を当てる。こんな感じで」

　左手を取られてキャベツに添えられ、そのまま包丁がすっと入る。小気味いい音を残して、キャベツが二つになった。

「な？」

　ルノアからそっと離れて、シグが笑う。

「あとは左手をずらしながら、切り幅を調節して切り進める。左手首はなるべく下げて、まな板につけるようにするといいぞ」

　ルノアは言われたままぎこちなくも切り進めた。確かにシグの言う通り、この方が断然切り易やすい。なんとなく楽しくなったので、彼女はさくさくと切り続けた。

「帰ったらちゃんと教えてやるから、料理作るのはそれからにしてくれ。どうせ作ってくれるなら、殺人料理じゃない方がいいからな」

「誰だれが殺人料理だ！」

「確かにまだ人は死んでない」

「……いやな奴やつ」

　ルノアは唇を尖とがらせてそっぽを向いた。それでも渋々といった様子で続ける。

「ふん。お前がどうしてもというのなら、まあ、教わってやらないこともないぞ」

「へいへい。左様ですか、王女さま」

　呆あきれた表情を浮かべるシグになにか言ってやろうとしたところで、船内放送が流れた。

『空の紳士淑女諸君。船長だ』

　スピーカーから落ち着いた男の声が聞こえた。

『本船は五分後に急速降下に入る。全すべての乗員は速やかにこれに備えるように。規律を守り、与えられた仕事を息をするようにこなしてくれたまえ。以上だ』

　放送が終わると、シグは小首を傾かしげるルノアに言った。

「突入後の打ち合わせをしようと思ってたんだけど。高度が落ち着いてからだな、こりゃ」



◆◇◆◇◆



　航行は順調だった。ゴンドラの船首部分に設けられた狭苦しい発令所には、船長以下の発令所要員が各々の持ち場で淡々と仕事をこなしていた。

　地図に載せることのできない小さな島々との衝突事故の危険性が高まる夜間ですら速度を維持し、彼らはなんの問題もなく仕事をした。そして、それを自慢したりはしない程度によく鍛えられていた。

　夜が明けて、第四帝国の領空近くまで高度を下げた空の様子は、どちらかといえば高高度に位置する〈竜の箱庭〉近辺とはその姿を変えていた。

　分厚い雲は恐ろしく近くにあり、天を仰げば無数の島々の影が空を覆っていた。木漏れ日のようにして差し込む太陽の光は頼りなく、灰色じみた世界が広がっている。

　レニは隻せき眼がんを細めて、そんな空の様子を眺めていた。

　もうすぐ接触予定時刻だったが、まだ目標は捕捉できていない。雲の切れ目からは、雲海に沈む第四帝国の島々が小さく確認できた。

「しかし。休暇中に叩たたき起こされて、こんな空の底への足に使われるとはな」

　低く苦み走った声に、彼女は船長席を振り返った。

「あら？　不本意ですか」

「私だからいいようなものの、誰だれも彼もが特高の思うままになるわけではないのだよ」

「だから我々は嫌われているのですよ、小お父じ様さま」

「それは違いない」

　船長は鼻を鳴らすと、口くち髭ひげを撫なでるようにして言った。航空委員会の黒い制服に身を包み、白い制帽を被かぶったこの男は、レニが知る限り五〇歳を超えているはずだった。それでも体たい躯くは引き締まり、灰色の目には古ふる強つわ者もの特有の力強い光がある。

「レニ、私にまで君を嫌わせないでくれよ。君のお父上の数少ない友人が減ることになってしまうぞ」

「この程度で嫌われるようなら、とっくの昔に嫌われていますわ。父も私も」

「それもまた違いない」

　愉快そうに笑う船長に、レニも控えめな笑いを返した。彼とは古いつき合いで、レニが子供の頃ころからの馴な染じみだった。

「それにしても、ワイバーン騎兵を投下することになるとは夢にも思わなかったぞ。こんなものは私のじいさんの時代のやり口だからな」

　飛行トカゲとも呼ばれるワイバーンは今や絶滅危き惧ぐ種であり、極東地域にわずかだけ生息している。飛行機よりも空中機動の小回りが利くことから古来より空戦に用いられ、飛行船への接せつ舷げん強襲や都市部での対地戦闘に数十年前までは用いられていた。

「こういう作戦には適していますから。回転翼機が実用化されれば話は別でしょうが」

「回転翼機か。連合皇国の中には、すでに実験的な配備に着手した帝国もあると――」

　船長の言葉は、観測担当の航空士の報告で遮さえぎられた。

「レーダーに感かんあり。目標を捕捉」

「確かだな？　同規模の浮島と間違えるなよ」

　目標である郵便飛行船の位置を確かめ、船長は矢継ぎ早に指示を飛ばした。

「戦闘配置だ。警報鳴らせよ。五番貨物室、ワイバーン騎兵の投下を準備。敵迎撃機の発進に注意を払え。狙そ撃げき手を展望台に上がらせろ」

　彼の言葉とほとんど同時に、船内にけたたましい警報が鳴り響いた。

「よおし、頭越しにワイバーンを投下するぞ。最大速力、降下二五〇、針路〇―四―〇」

「最大速力、降下二五〇、針路〇―四―〇」

　すかさず副長が復唱した。続けて操そう舵だ手しゆが復唱し、大きな操舵輪を右に切った。

　船体が指示された針路を取ると同時に、高度をさらに下げはじめる。

　レニは近くの取っ手に掴つかまりながら、空の景色が急激に流れていく様子を目にした。続けて船長席へと視線を移すと、船長が船内放送のマイクを手にしていた。

「空の紳士淑女諸君。船長だ。本船はこれより戦闘空域に進入する」

　警報とは真逆の、静かな声が船内に響いた。



　今や船内のいたるところで警報が鳴り響き、貨物室もそれは同じだった。設置されている赤色灯が激しく回転し、船員が慌しく動き回っている。

　シグが貨物室に駆け込んだ時には、すでにルッツとシャルロッテの姿があった。二人とも学校から支給された戦闘服に身を包んでいる。

　基本的にはシグと同じものだったが、ルッツは文庫本を差し込んだベルトを左右の肩から襷たすきがけにしており、シャルロッテの腰には金かな槌づちを吊つるすベルトが巻かれていた。シグにしても、腰から長剣を吊るしている。

　翼を折り畳んで腹はら這ばいになっているワイバーンが、シグに反応して少しだけ頭を動かした。硬い鱗うろこに覆われた大きな体たい躯くに、長い首、そして鰐わにのような顔。

「よお、頼むぜ、クラウゼヴィッツ」

　シグはワイバーンの側そばに駆け寄ると、そう言って頭をぽんぽんと叩たたいた。

「投下準備――っ！　搬入口解放！」

　五番貨物室を受け持つ先任航空士が叫んでいた。同時に別の船員が復唱し、壁に設置されている取っ手をぐるぐると回した。

　それに合わせて貨物室の床がゆっくりと開いていく。

「シーくん、乗ってください！」

　シャルロッテはすでにワイバーンの首のつけ根辺りに設置されている騎乗用の鞍くらに座り、手綱を取っていた。彼女の手を取り、シグは一足飛びにワイバーンの背中に上がった。

「ロッテ、いけるのか。お前だってこんなのはじめてだろ」

「いけますよ。わたしの腕を信じてください」

　そう言って振り返ったシャルロッテの頭には、尖とがった獣耳がひこひこ動いている。いつもは帽子で隠れているが、これは本物の耳だった。彼女がかかった魔術的な遺伝的疾患である狼ろう狂きよう病びようの後遺症。今はこれだけだが、本当に他ほかの後遺症がないのかは分からなかった。

「それよりシーくん、ちゃんと掴まっていてくださいね」

　戦闘服の胸元をさらに強調するようにして、シャルロッテはくふくふと笑った。

「なんならドサクサに紛れて揉もんでくれちゃっても――」

「てや！」

　シグは彼女の後頭部に手刀をお見舞いした。

「痛い！」

「緊張感を持て緊張感を！」

「ひどいです。シーくんの緊張を解ほぐすための冗談じゃないですか」

「嘘うそをつけ！」

「あぁん……もっと罵ば倒とうしてください。ゾクゾクします」

「ああああああああ……っ」

　シグは頭を抱え、

「シグ！　お取り込み中悪いけど、ルノアはどうした」

　下からかけられたルッツの声に我に返った。

「誰だれがお取り込み中だ！　ったく、もうくるはずだ。学校の戦闘服を着るの嫌がってる」

「なんで？」

「あいつ、黒が嫌いなんだよ」

　そうこう言っているうちに、むっつりとしたルノアが貨物室に現れた。渋々ながら着ることにしたらしく、シグたちと同じ格好だ。むしろ白銀の髪が黒によく映えている。

　シグは彼女を手招きしつつ叫んだ。

「ルノア、乗れ！　段取りは分かってるな」

「分かっている。何度も言うな」

　彼女は軽い身のこなしで、ワイバーンの背中に飛び乗った。定員はぎりぎり四名。あとはルッツでちょうどぴったりになる。

「わたしは左、お前は右だ」

　シグの構えは我流の癖が強いせいで、極端に右に偏重していた。そのため左側からの攻撃に対処が少し遅れてしまう。そこで突入後の前衛の配置はシグが右でルノアが左だ。

「意外と似合ってるぞ」

「うるさいな……！　いやな奴やつ」

「ずるいです。わたしも褒ほめてください……！」

「君らなあ、イチャイチャするのはあとにしてくれるかな」

　最後にルッツが飛び乗ると、今や搬入口が大きく口を開けていた。

　猛烈な風が吹き込んでくる。眼下には分厚い雲が延々と広がっていた。

「投下秒読み――っ！」

　先任航空士が両手の指を使って一〇秒前であることを示した。

「ロッテ、早くしろって。一発勝負なんだから」

「むー……シーくんのバカ」

　シグに促うながされて、頬ほおを膨らませていたシャルロッテはワイバーンの身を起こした。

「投下――っ！」

　先任航空士がぐるぐると腕を回す。

　シャルロッテが巧みにワイバーンを操り、その巨体が後ろ向きに貨物室の床を蹴けった。ぽっかりと開いた搬入口にワイバーンが尻尾しつぽから飛び込み、遥はるかな空へと吐き出される。

　シグは内臓が浮き上がるような感覚に襲われた。

　冷たい風がごうごうと唸うなり、なにも聞こえなくなる。

　彼らをここまで運んできた〈脚あし長なが蜂ばち〉号の腹がみるみると小さくなる。

　ワイバーンが翼を開いた。ほとんど垂直に、気流に乗ってぐんぐんと降下する。

〈脚長蜂〉号よりもずんぐりとした飛行船の姿が、遥か眼下に見えた。



　エンベロープ上に設置された展望台は、一人でも狭苦しいような広さだった。

　吹きつける風は冷たく、黒いコートを着込んでいるリラはかじかむ手に息を吹きかけた。長い黒髪が広がるようにして風になびく。

「あー、もう！　寒いのよ！」

　彼女は叫びながらも長方形のケースからボルトアクション式の小銃を取り出し、高倍率の照準器を取りつけた。調整はしなかった。リラの魔術にとっては、狙点と着弾点が一致していることは重要なことではなかったからだ。

　そのまま腹はら這ばいになって小銃を構える。〈タペストリー〉を編み変えて小銃そのものを仮かり初そめの現実として顕現させることもできたが、あれは編み変えが複雑で面倒だった。こうして本物の小銃を使った方が色々と便利なのだ。

　構えるのは六時方向。〈脚長蜂〉号は目標とする飛行船の真上を追い越しながら、シグたちを投下する。相手が迎撃機を出すとしたらこちらを追いかけてくることになるだろう。

　あの規模の飛行船なら搭載している飛行機は一機、というのが大方の予想だった。つまり、一機仕留めればこと足りる。

「うまくお尻しりを追っかけさせなさいよ」

　リラは白い息を吐くと、そっと唇を湿らせた。

　狙そ撃げき手にとって本来は不可欠なはずの観測手はいない。彼女にとって重要なのは、ただ標的が見えていること。天候も、風向きも、風速も、湿度も、距離も、なにも関係ない。

　小銃のボルトハンドルに手をかけて九〇度回転、後ろに引く。

　初弾が薬室に送り込まれる音が耳に響いた。

　照準器を覗のぞき込む。遥か彼方かなたの世界が、すぐ近くになった。

　あとはただ、まつだけだった。一分が一時間にも、一日にも感じられるほどに、時の流れが静止した中を獲物が現れるまで。

（あたしには似合わない、か）

　リラは照準器を覗き込んだまま、シグの言葉を思い出した。それはその通りなのかもしれない。彼の言葉はやっぱり嬉うれしくて、でも――

（でもね、シグ）

　微笑する。

（あたしは、シグが必要にしてくれるなら、なんだってできるんだよ）

　照準器の向こう側、上昇の弧を描く単座の複葉機が見えた。迎撃用の戦闘機だ。

「分かってる？」

　リラは引き金に指をかけ、同時に〈タペストリー〉を幻視した。今ここにある現実を構成している世界の設計図。その複雑精せい緻ちに編み込まれた糸の一部を紐ひも解とき、思い通りに編み変える。〈タペストリー〉の姿をイメージし易やすいように、彼女は多くの魔術士がそうするように魔術の名前をつぶやいた。

「〈魔弾射撃〉……！」

　魔術が発動する。仮かり初そめの現実が現れる。

　リラは引き金を絞った。銃声が響き、銃火が瞬またたく。

　ストックを通して肩に衝撃。硝煙の臭においが鼻び腔くうをくすぐる。続けざまに、ボルトハンドルを引いた。精密機械のように無駄のない動きだった。

　空から薬やつ莢きようが飛び出す。

　次弾が薬室に装そう填てん。

　再び引き金を絞る。

　銃声。

　リラはまったく同じ動作を、あと四回繰り返した。

　銃声。銃声。銃声。銃声。

　合計六発の弾丸が、照準器の向こう側に見える複葉機目がけて放たれた。

　空気抵抗も、風の影響も、そもそもの射程距離も関係ない。彼女の意志に従って、六発の弾丸は生きているかのようにそれぞれがまったく違う軌道で複葉機に襲いかかり――

　一瞬後、複葉機はバラバラに引き裂かれた。

　エンジンを、主翼を、尾翼を、あらゆるものを六発の弾丸はずたずたにした。

　機体を貫通した弾丸が弧を描いて戻ってきては再び襲いかかる。その姿は六匹の獣の群れに襲われ、弄もてあそばれる、無力な獲物そのものだった。

　リラは照準器を通して、その一部始終を見ていた。

　機体の破片と燃料を撒まき散らしながら雲海へと落下していった複葉機が、一筋の閃せん光こうを残して爆発する。

　息を呑のむ。冷え冷えとした心境だった。

　魔術を使ったことは何度もあるが、こうして本格的な狙そ撃げきに使うのははじめてだった。

　言葉の通り、獲物を――狙ねらい撃うつ。それは決して、いい気分ではなかった。照準器から目を離し、身を起こす。彼女は引き金にかけた指が離れないことに驚いた。

　左手で右手の指を一本一本、小銃から離していく。

　今さら、息が乱れていた。リラは寄りかかるようにして、小銃を抱いた。



　接せつ舷げんする郵便飛行船の姿はみるみるうちに大きくなった。空気は刺すように冷たく、耳には轟ごう々ごうという風の音しか聞こえない。シグは歯を喰くいしばって胃がひっくり返りそうになる感覚に耐えた。

　猛烈な勢いで視界が流れていく。このまま空の底にまで堕おちてしまいそうな錯覚に囚とらわれ、シグは皮肉げに笑った。雲の向こう側に挑んだ連中は、みんなこんな気分を味わったのだろうか。帰ってこなかった父親も。

　一筋の閃せん光こう、そして爆音。リラが迎撃に発進した機体を仕留めたのだ。

　郵便飛行船はもう目と鼻の先だ。このままでは降下の勢いを殺せないかもしれない。だが、シャルロッテにはまったく焦った様子はなかった。手はず通りに――

「仕掛けます！」

　彼女が叫んだ。巧みに手綱を捌さばく。

　ワイバーンが翼を全開にした。思い切り風を受けとめ、がくん、という強い衝撃に身体からだが持ち上がりそうになった。

　そのまま郵便飛行船を貫くようにして擦過する。

　間近で見ればエンベロープもゴンドラも、こちらを圧倒するほどに巨大だった。郵便飛行船の腹を仰ぎ見たところで、ワイバーンは気流に乗って一気に上昇した。

　エンベロープの下に潜もぐり込むようにして、ほとんどゴンドラと触れるくらいの距離を滑空する。濃紺に塗装されたゴンドラの装甲板が、猛烈な勢いで背後へ流れていく。

　そのままワイバーンが一気に船首に迫ると、シャルロッテは腰のベルトから金かな槌づちを抜き放った。勢いよく振り下ろし、伸縮性の柄つかを伸ばす。

「突入するぞ！」

　背後からルッツが叫ぶのが聞こえた。

　同時に、ワイバーンは船首にある発令所に激突するかのように強きよう靭じんな後ろ足を突き立てた。装甲板が拉ひしやげ、飛行船に衝撃が走る。

　操舵輪を手にした操そう舵だ手しゆが、唖あ然ぜんとした表情をしていた。

　シャルロッテが〈タペストリー〉を幻視した。

　刷り込まれている魔術の設計図を展開し、現実を編み変え――

「〈魔女への鉄てつ槌つい〉！」

　彼女は金槌を振り下ろした。

　実際に金槌の先端が触れたわけではなかったが、強化ガラスを二重にはめ込んだ発令所の窓がけたたましい音を立てて粉々に砕け散った。それだけではなく、周囲の装甲板もぐしゃぐしゃになって陥没した。

　巻き添えを喰った操舵手が軽々と後方に吹き飛ぶ。

　冷たい風が船内へと雪な崩だれ込んだ。

　シグはワイバーンの背中を蹴けって、躊ちゆう躇ちよすることなく割れた窓から飛び込んだ。硬い床を転がって勢いを殺し、立ち上がりざまに腰の剣を抜き放つ。

　同じようにして、ルノアも飛び込んでいた。

　二人はぴたりと背中を合わせた。打ち合わせの通り、シグが右、ルノアが左。

　続けざまにルノアが〈タペストリー〉を幻視した。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉……！」

　現実が編み変えられ、腰こし溜だめに構えた彼女の両手に半透明の魔術の刃やいばが出現する。

　シグは周囲の状況を確認した。吹っ飛ばされた操そう舵だ手しゆを含めて七名。ウーフーの姿はない。こいつらはただの国際郵便会社の社員なのか、それとも違うのか。

　続けて飛び込んできたルッツが襷たすきがけにしているベルトの文庫本を抜き放ち、

「シグ！　奥にいけ！　ウーフーを探すぞ」

　叫ぶと同時に魔術を発動した。彼の両手にあった文庫本のページが勢いよく捲めくれ出し、紙吹雪のように舞い上がる。

　その背後では、シャルロッテの駆るワイバーンが飛行船から離脱していた。

「く、空賊か……!?」

　そう言った初老の男は船長席から半ば腰を浮かし、明らかに狼ろう狽ばいしていた。

「あっははは……そいつらは〈竜の箱庭〉の魔術士さ、船長」

　聞こえた女の哄こう笑しように、シグはぎょっした。発令所から奥の通路に続く鉄の扉に身体からだを隠すようにして、ウーフーが二に挺ちようの自動拳けん銃じゆうの銃口をこちらに向けていた。

「しつこいったらないんだよ、あの雌犬が！」

　叫ぶなり躊躇なく引き金が絞られた。

　フルオート機能がついた大型の自動拳銃だ。弾丸が一瞬でばら撒まかれ、発令所を薙なぎ払う。鋼こう鉄てつと化した文庫本のページに跳弾しては甲高い金属音と火花が舞い散る。

　巻き込まれた船員たちは逃げ惑う間もなく、蹂じゆう躙りんされた。

　初老の船長は頭からぱっと鮮血を散らし、頭ず蓋がい骨こつの破片と脳のう漿しようをぶち撒けながら船長席から転がり落ちた。

　まだあどけない顔をしたレーダー観測手は、身体を貫通した弾丸が赤い糸を曳ひき、倒れる前にもさらに何発もの弾丸を喰くらって血の海に沈んだ。

　他ほかの連中も、大なり小なりそんなものだった。

　弾丸を防いで紙切れに戻った文庫本が床に舞い落ちて、血を吸って赤く染まっていく。

　一瞬の静寂。自動拳銃の弾倉を足元に落としながら、ウーフーは舌打ちした。

「相変わらず賢さかしい魔術を使うじゃないか」

　鮮烈な黄おう褐かつ色しよくの髪、酷薄な橙だいだい色いろの双そう眸ぼう。くつくつと笑いながら、彼女は堂々と扉の陰から姿を見せた。左手の自動拳銃を投げ捨て、

「どうもお前たちとはなにかと縁があるようだねえ」

　新しい弾倉を右手の自動拳銃に装そう填てんする。

「少し遊んでやるよ、ガキども」

「強がるなって」

　シグは右みぎ脇わきを絞って半身になるような構えを取り、じりじりと間合いを測った。

　ウーフーは強がるどころか、泰然とこちらを見据えている。

（三対一で勝機があるってのか……？）

　ちらりとルノアに視線をやり、彼は耳元で囁ささやいた。

（左右から仕掛けるぞ。とりあえず銃を潰つぶしてくれ）

（分かった）

　ルノアがむっつりした表情のままこくりとうなずく。

（ルッツが〈タペストリー〉を編み変える時間がつくれりゃいい）

　魔術士は無敵でもなければ万能でもない。特に〈タペストリー〉を幻視して編み変える時間は、危険な瞬間だった。以前、ウーフーが言っていた言葉は正しい。魔術士殺しの極意は、魔術を使われる前に殺すことだ。

「どうした。びびってるってのかい？」

　ウーフーはにやにやと笑った。

（いいか。合図は俺おれが――）

　瞬間、ルノアが床を蹴けった。

「って、おい！」

　シグは慌ててあとに続いた。

　ちょうどルッツを要かなめにして、扇状に展開する形になる。

「あっははは、そうこなくちゃねえ！」

　ウーフーが叫ぶなり、狙ねらいをろくに定めもせずに自動拳けん銃じゆうをフルオート射撃した。ほとんど同時に数十発の銃火が煌きらめき、銃声が響いた。

（ただの足どめ……！）

　シグはとまらなかった。耳のすぐ側そばを弾丸が擦過して、空気を裂く音が鼓膜に残る。さらには戦闘服の金属板に跳弾の火花が爆はぜた。

　ルノアの方が、シグよりも一拍早い。

　彼女は左側から滑るようにして間合いを詰めると、そのまま魔術の刃やいばを切り上げた。

　澄んだ金属音。ウーフーの手にあった自動拳銃が弾はじき飛ばされた。それでもウーフーはなんの動揺もなく、酷薄な視線で周囲を見渡していた。

　シグはウーフーを間合いに捉とらえると、右足を踏み込み、刃を袈け裟さ懸がけに撃うち下ろした。

　銀の光が弧を描く。

　瞬間、横殴りの衝撃に刃が弾かれた。

　ウーフーが刃を思い切り蹴り飛ばしたのだ。鉄板が仕込んである軍用のブーツが金属のぶつかり合う悲鳴を上げた。冷たく輝く橙だいだい色いろの双そう眸ぼうと視線が交錯する。

「懲りないガキだねえ！」

　ウーフーが叫んだ。

　同時に体勢を低くしたルノアが、地を這はうほどの高さで魔術の刃やいばを一いつ閃せんした。

　だが、ウーフーは軽く跳んでその一撃をかわすなり魔術の刃を踏みつけた。

「しまっ――！」

　ルノアは魔術の刃から手を離そうとして、ウーフーの強烈な回し蹴げりを側頭部に喰くらった。ごっ――という鈍い音。ルノアの身体からだが軽く浮き上がってそのまま床を転がり、なにかの計器に背中から激突する。

　主あるじを失った魔術の刃が、ウーフーの靴底で粉々に砕け散った。

「ルノア！」

　くぐもった悲鳴を上げるルノアの名前を呼びながら――シグは弾はじかれた刃を背中に這わすようにして振りかぶった。下半身を沈め、背中を向けているウーフーに一気に振り下ろす。冷たい光となって、白刃が音もなく疾しつ駆くした。

　必殺の間合い。ウーフーはかわせないと見るや、振り向きざまに鋭い踏み込みで間合いを詰めてきた。ほとんど密着するような距離になり、シグは腕が振れなくなる。左肩で押し込むようにして体勢を崩され、ウーフーの右みぎ拳こぶしが突き出される。

「……っ！」

　腹部の金属板に拳がぶち当たり、その衝撃でシグは数歩後退した。

　だが、そこまでだった。シグを殴り飛ばしてがら空きになったウーフーの脇わき腹ばらに、ルッツが強したたかな膝ひざ蹴げりをお見舞いしたのだ。

「ちぃ……っ！」

　顔をしかめて膝を落としたウーフーの顎あごを突き上げるようにして、ルッツは右手での掌打を振り抜いた。ウーフーがもんどり打って倒れ込む。

　ルッツは容赦しなかった。ベルトから文庫本を抜き取るなり、すかさず〈タペストリー〉を幻視する。世界の設計図の一部を編み変え、仮かり初そめの現実を作り出す。

「〈鋼こう刃じん白はく書しよ〉！」

　乱舞した文庫本のページが一斉にウーフーに襲いかかった。

「やるじゃないか、ええ!?」

　哄こう笑しようするなり、ウーフーが〈タペストリー〉を幻視したのが分かった。倒れ込んだまま転がり、その勢いで起き上がる。

「〈鋼こう鉄てつの蕪かぶ提ちよう灯ちん〉！」

　ウーフーの周囲に拳大の光球が無数に出現した。それはあたかも意志があるかのように揺れ動き、鋼の刃と化した文庫本のページの前に立ちはだかる。

　光球とルッツの魔術が次々と激突した。金属同士がぶつかり合うようなけたたましい音が連続し、無数の火花が明滅した。光球が消滅し、紙に戻ったページが舞い落ちる。

　同じタイプの魔術だった。攻撃を自動追尾するあたり、むしろ防御に特化している。ルッツの魔術を全すべて防いでも、ウーフーの周囲を旋回する光球はまだ残っていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　ルッツは続けざまに〈タペストリー〉を幻視しようとして、だがウーフーが光球の一つに強したたかな蹴けりを放った。

　蹴り飛ばされた光球がルッツの腹部に直撃する。

「がっ！」

　その衝撃で吹き飛ばされ、ルッツは身体からだをくの字に折って壁に激突した。

「あたしに魔術を使わせるとはねえ。さすがは〈竜の箱庭〉。ガキとはいえ大したもんさね」

「くそ……！」

　シグは小さくうめいて、光球に囲まれているウーフーを見据えた。その向こうでは頭を押さえながらルノアがよろよろと立ち上がっているところだった。

　ウーフーはにやにやと笑った。

「さて、と。迎えもきたようだし、遊びの時間も終わりのようだねえ」

「迎えだって？　どういうことだ？」

　立ち上がったルッツが、拉ひしやげた腹部の金属板を投げ捨てながら言った。

「あれが見えないってのかい？」

　ウーフーに促うながされて、三人は空へと目をやった。

　一隻の飛行船がすぐ近くに迫っていた。尾翼には六角形の雪の結晶の紋章。

　それがなにを意味しているのかを理解して、ルッツはうめいた。

「〈六花りつか騎士団〉……」

　どうやら、時間がかかりすぎてしまったらしい。郵便飛行船は第四帝国の領空に侵入してしまったようだった。だが、異常を察知したとしてもくるのが早すぎる。

　同じようにして〈六花騎士団〉の飛行船を眺め、ウーフーは言った。

「なかなか楽しかったよ、ガキども」



　現れた〈六花騎士団〉の飛行船が郵便飛行船に並び、二隻のゴンドラをつなぐ作業に入っている。双眼鏡でその様子を眺めながら、レニは小さく舌打ちした。

　事前になんの断りもない領空付近での作戦行動だ。恐らく一時的に身柄を拘束されて事情聴取を受けることになるだろう。

　彼女は双眼鏡から隻せき眼がんを離すと、船長席に視線をやった。

「小お父じ様さま、〈竜の箱庭〉の外務委員会に連絡を」

「分かった。それだけでいいのか、レニ」

「ええ。あとは私の部下がよろしくやってくれると思います。第四帝国も〈竜の箱庭〉とはもめたくはないでしょう。執行部が穏便にすませるように表と裏から圧力をかけます」

　レニは軽く肩をすくめた。陰いん鬱うつな表情をさらに暗いものにして、ぼそりと独りごちる。

「それにしても――随分と早い参上だわ。もう少し遅いと思っていたのだけれどね」



　飛行船に乗り込んだ〈六花騎士団〉は、手際よく船内を制圧していった。

　神聖連合皇国が成立する以前、第四帝国がゲルヒルデ帝国だった時代を起源とする由緒と歴史ある部隊。それが第四帝国冬季戦闘国境警備隊〈六花騎士団〉だった。一年中が冬である第四帝国においては、彼らは最も優れた能力を持った兵ということになる。

　青と白を基調とした野戦服を着た兵士たちが発令所にも乗り込んできた。彼らは船長以下の惨状にも眉まゆ根ね一つ動かさなかった。シグは機関短銃の銃口を向けられて、大人おとなしく両手を上げた。ルノアもルッツも、同じだった。

　だが、ウーフーだけは違った。

「お迎えに上がりました、少佐」

　大柄で逞たくましい体たい躯くをした男が一歩前に出ると、そう言って敬礼をした。

　短く刈り込んだ黒髪は額ひたいがＭ字型に薄くなってきており、年齢は外見ではよく分からない。ただ、実戦を経験した者だけが持っている、何ごとにも動じない静かで冷ややかな空気を身に纏まとっていた。

「遅くなりまして申し訳ありません」

「まあいいさ。ご苦労だな、軍曹。依頼人との交渉は首尾よくいったようだねえ」

「は。滞りなく。ただ、少々予定になかったことも起きておりますが」

「物事が予定表通りに進んだことが、あの砂漠からこっち一度でもあったか？　なんとでもなる。はじめるとしようじゃないか。新しい仕事だ」

　シグは一連の会話がどういうことなのかすぐには理解できなかった。連中は確かに第四帝国の〈六花りつか騎士団〉だ。だが、これではまるで――彼女の軍隊だ。

「〈竜の箱庭〉の魔術士どもは始末を？」

「いや。拘束して正規の連中に引き渡しな。これ以上あそこの魔術士を殺してみろ。今以上に厄介なことになるぞ。殺す時は、相応の金が出る時だけさね」

「了解しました」

　軍曹と呼ばれた男はシグたちを一いち瞥べつすると、部下に一言だけ命じた。

「連行しろ」

　シグは後ろ手に手錠をかけられると、背中に銃口を突きつけられて乱暴に歩かされた。それでもどうにか背後を振り返り、

「ウーフー、あんたは一体、なにをする気だ？」

「言っただろうさ。新しい仕事さ」

　彼女はそう言って、手渡されたカーキ色の軍用コートを羽織った。



◆◇◆◇◆



　ティーポットと揃そろいのカップに注がれた紅茶に口をつけて、エリーゼは満足そうな顔をした。少し渋いくらいがちょうどいい。わざわざティーセットと茶葉を持ってきてよかった、と彼女は思った。

　第四帝国の帝都ゲルヒルデの郊外に位置する安宿の簡素な部屋である。昔ながらの薪まきストーブが狭い部屋を暖めてくれていた。

　エリーゼは〈狼おおかみの営巣〉の開襟シャツの上から、サイズが少し大きいセーターを着ていた。紅茶にもう一度口をつけて、ほっと一息吐つく。硬い椅い子すに腰かけている彼女はすらりとした足を組み替え、サイドテーブルのソーサーにカップを置いた。

「祈りなさいな。あなたが生きているうちにできるのは、もうそれぐらいですもの」

　そう言ったエリーゼの声音は、世間話でもするように気軽だった。

　視線の先には椅子に座っている男がいる。

　正確には、座らされた上で手足を椅子に縛りつけられている男だ。

　仕立てのいい上等なスーツは埃ほこりと乾いた血で汚れ、整髪料で整えられていた髪は乱れ放題になって血がべったりとこびりついていた。顔には殴られた傷があり、鼻の骨が折れている。その足元には折れた歯が四本ほど転がっていた。

　男は猿さる轡ぐつわを噛かまされて、怯おびえた表情で涙を流していた。小刻みに首を振り、憐あわれみを請うような視線をエリーゼに投げかけている。

　だが、その視線を見返す金色の双そう眸ぼうは、あくまでも冷ややかだった。

「残念ですわね。ご立派な職にお就きなのに」

　男――第四帝国内閣府の大臣官房審議官はくぐもったうめき声を上げた。

　この男から聞けることは、もう全すべて聞き出した。すでになんの価値もない。あとはここを引き払う際に綺き麗れいさっぱりと後始末をするだけだ。

　エリーゼが再びカップに手を伸ばすと、部屋の扉が軋きしむ音がした。

「あら、ヒューゴ。お帰りなさい」

　彼女の言葉に、扉を開けたヒューゴ・ザスが軽く手を振る。コートの肩の雪を払いながら、彼は部屋の中に入ってきた。長身でがっちりとした広い肩幅。打撃系の格闘家を思わせるような体たい躯くの男だった。

「思ったよりも手間取りましたわね」

「そう言ってくれるなよ。俺おれが現役だったのは、もう二〇年以上も前の話だぜ？」

　コートを脱ぎながら、ヒューゴは顔をしかめた。耳当てがついている毛皮の帽子を脱ぐと、短く刈った灰色の髪の上に、尖とがった獣耳が生えている。極東の砂漠で狼ろう狂きよう病びようにかかり、それでも生き延びて帰ってきた〈砂漠帰り〉の化物。彼の身体からだはとっくの昔に、もう人のそれではなくなってしまっていた。

「だがまあ、昔のコネってのは残しておくもんだな」

　ヒューゴは真っ青な瞳ひとみにギラギラとした光を灯ともし、にやりと笑った。

「結構なことですわね」

　ヒューゴはかつて〈竜の箱庭〉の公共安全委員会にいた。非常連絡局の外事畑を歩み、エルンスト・ルクセンブルクの特別高等分室にも所属した筋金入りの公安魔術士だ。その頃ころに築き上げた資産は歳月とともに緩やかに死につつあったが、まだ生きてはいた。

　彼はポケットから棒つきの飴あめを取り出し、包装を丁寧に外してからそっと咥くわえた。

「結論から言えば、こいつが言ってることは本当のようだな」

「あらそう。では〈白鳥城〉の見取り図は、ウーフーの一味に渡ったということですのね。ヴァグナー・エッシェンバッハの財宝を探すために？」

「まあな。バカみたいな話だが、本当らしい」

「政治に無関心で芸術に耽ふけり、美術品と骨こつ董とうの収集に明け暮れた、第四帝国最後の皇帝」

　エリーゼは小さくつぶやいて、紅茶に口をつけた。

　現在の第四帝国は帝国を名乗りこそすれ、実際には共和制だった。任期四年の象徴皇帝が国民の投票によって選ばれ、政治は選挙によって選ばれた国会議員から選出される首相とその内閣が執り行なう。

　ヴァグナー・エッシェンバッハはこの政治形態が生まれる前の、第四帝国の最後の皇帝だった。彼の政治への無関心と国家の私物化が、民衆革命による現在の第四帝国を創ったとも言える。

　そして、彼が居城とした〈白鳥城〉の地下には巨大な迷宮があり、その奥深くには収集された膨大な財宝が眠っている。そんな伝説は、冒険家の間では有名な話だった。

「本当に財宝があるのでしたら、ワルサー・ザウエルの手帳にあった話もまんざら眉まゆ唾つばでもなさそうですわね」

「ヴァグナー・エッシェンバッハは〈血ち塗まみれの竜王女〉の伝説に魅せられ、血眼になって棺ひつぎを探してたって話だからな。地下の財宝の中にあっても不思議じゃねえってわけさ」

　エリーゼは小さく嘆息すると、静かに立ち上がった。そのままサイドテーブルのティーセットをお盆に載せて、片づけをはじめる。

「面倒ですけれど、まずはあの女から見取り図を手に入れなければいけませんわね。〈白鳥城〉の地下迷宮は、それはそれは厄介だと聞きますもの」

「そういうことだな。だがな、あの女は一筋縄じゃいかねえぜ」

　エリーゼはくすりと笑った。

「相手が誰だれであれ、あなたの願いを叶かなえるためなら殺して差し上げます。だって、そうでしょう？　わたくしはそのためにいるんですもの」

「違いねえ」

　そう言ったヒューゴに頭を撫なでられて、彼女はくすぐったそうに身動みじろぎした。

「ちょっと、おやめなさいな……」

「お前を連れて〈党〉に入ってからこっち、随分と時間はかかっちまったが。ようやく俺おれにも運が向いてきたってもんだ。ザウエルの奴やつがなにを考えてるのかは分からねえがな――せいぜい利用させてもらうとするさ」

　ヒューゴは口の中の飴あめを噛かみ砕くと、拘束している男を見た。

「さて、と。俺たちはここを引き払うとするよ。あんたにゃ色々と世話になったが、生あい憎にくと世間が大騒ぎだ。俺たちとしては、このまま永遠に見つかってほしくない。なんで、あんたには跡形もなくこの世から消えてもらうことにする」

　男の悲鳴じみたうめき声は無視された。

　エリーゼは淡々とティーセットを片づけると、足首まで覆う毛皮のコートを羽織った。手荷物は大きなトランクと、銀色の長方形のケース。ヒューゴに続いて部屋を出る際に、

「それでは、ご機嫌よう」

　彼女はそう言って優雅に一礼した。

　雪が降る中、宿から数十メートル離れたところで、ヒューゴがコートのポケットから取り出したスイッチを無造作に押し込んだ。

　瞬間――背後で耳をつんざく爆音が轟とどろいた。

　宿の一室を吹き飛ばして外へと噴き出した炎が、白い街を照らして赤く染めた。

　爆風が通行人を薙なぎ倒し、周囲の建物の窓ガラスが全すべて粉々に砕け散った。

　黒煙が上がり、あとには静寂。

　そして、混乱の喧けん騒そう。

「あらあらあら、大変ですわね」

　エリーゼは他人事のようにつぶやくと、前をいくヒューゴの背中を小走りに追いかけた。

　二人に気づく者は、誰もいなかった。



    

  
    
      
第三章



　その男は階段の上の玉座に座り、頬ほお杖づえをついてこちらを見下ろしていた。

　過度とも思えるほどに豪ごう華か絢けん爛らんな城だ。大理石の床は塵ちり一つないのではないかと思えるほどに磨かれており、全すべての柱には美しい彫刻が、天井や壁には色彩鮮やかなフラスコ画が、とにかくも全てが玉座に座る男の趣味で埋め尽くされていた。

「よくぞ参られたな、騎士殿。そなたの勇名は余も聞き及んでおるわ。我が〈六花りつか騎士団〉もそなたには手痛い目に遭いはしたが――もう昔のこと。歓迎するぞ」

　玉座の男は薄く笑った。美しい金髪を肩の辺りまで伸ばした、物もの憂うげな青年だ。

　美男子ではあるが、蒼あお白じろい肌と痩そう身しんのせいで不健康そうな印象の方が強かった。頬はこけ、緑の瞳ひとみが輝く目の下にはうっすらと隈くまがある。青と白を基調にした豪ごう奢しやな貴族服を着ていたが、どこか似合っていなかった。

「しかし、騎士殿にかように美しい従者がおるとはな」

　ルノアはそこではじめて、自分が片かた膝ひざをついて深々と頭を下げていることに気づいた。

　男の舐なめるような視線に身震いして唇を噛かむ。今すぐに立ち上がってこの男を罵ば倒とうしてやりたかったが、なぜだか身体からだは動かなかった。

　それどころか、彼女は恭しく別の言葉を紡いだ。

「光栄でございます、陛下」

　これは夢なのだな、とルノアは思った。

「なれどわたしは従者ではございません」

「ほお。だが、いずこかの姫君というわけでもあるまい。戦士の目をしておるわ」

　そう言った男の目を、ルノアは真まっ直すぐに見返した。

　彼女の金色の双そう眸ぼうは凛りんとして澄み、白い頬に垂れる白銀の髪は冷たく艶つややかに輝いている。儚はかなく幻想的な美しさが、彼女にはあった。

「恐れながら」

　そう言ったのはルノアではなかった。

　同じようにして隣で控えている、騎士殿と呼ばれていた男だった。

「陛下は古今東西、あらゆる芸術や文学に精通しておられるとか。私が陛下をお訪ね申し上げたのも、その知識・教養を授かりたいがため」

　彼は続けた。

「陛下は〈血ち塗まみれの竜王女〉の伝説をご存知でありましょうか」

　ルノアは無言で視線を隣にやった。

　彼の顔は、なぜだかよく見えなかった。



　目が覚めた。冷え冷えとした空気に、身体の芯しんまで凍りつきそうだった。

（どういう夢だ……？）

　ルノアは静かに身を起こした。夢の中の城とは違い、無骨な空間が広がっている。ここは冬季戦闘国境警備隊を管轄している、第四帝国の内務省帝国警察局の拘置所だった。

　灰色の壁と鉄格子、あとははめ殺しの小さな窓があるだけの地下室。暖房などという気の利いたものがあるわけもなく、ひたすらに寒く冷たい部屋だった。

「寒い」

　彼女は憮ぶ然ぜんとつぶやいた。

　身柄を拘束され、彼女はここに移送されてきた。郵便飛行船に突入した者はもとより、レニや〈脚あし長なが蜂ばち〉号の乗員も、恐らくは全員が拘束されたのだろう。

「国境侵犯は下へ手たすりゃ銃殺刑だけど、その前に凍こごえ死ぬんじゃないか、俺おれ」

　がちがちと歯を鳴らすシグの声が聞こえ、ルノアは通路側の左端に移動した。

「わたしの魔術なら、鉄格子くらい破れるぞ」

「ルノアか？」

「うむ。隣にいる」

　お互いの声が近くなる。どうやらシグも移動してきたらしい。二人は牢ろう屋やの壁越しに背中合わせになっているような状態だった。

「お前、さらっと物騒なこと言うなよ」

「では、なにもしないで閉じ込められていろというのか。なんなら今すぐにでも――」

「まてまてまて……！　なんでお前はそう、すぐに、あれなんだ」

　シグの慌てたような声。鉄格子を掴つかんだのか、がしゃん、という音がした。

「よく考えろよ。魔術でここを破るのは簡単だけどな、そのあとどうやって逃げるつもりだ。魔術士ったって不死身でも無敵でもないんだぞ」

「む……」

　ルノアは口ごもった。銃で武装した敵、構造の分からない建物。よしんば脱出できたとしても、ここは第四帝国だ。逃げ場はない。

「レニ先生がうまくやってくれる。多分な」

「本当にあの女を信用できると思っているのか」

「信用は……まあ、できないか」

「ダメではないか、バカ」

「バカとはなんだバカとは」

「お前のお人ひと好よしさ加減のことだ、バカ。あの女が信用できるわけないだろう、バカ」

　レニならトカゲの尻尾しつぽ切りをして、ことを丸く収めないとも言いきれない。

「大体、分かっているのか。ここは第四帝国だぞ」

　ルノアは小さな声で続けた。

「棺ひつぎが、ある」

　第四帝国の旧エッシェンバッハ辺境伯領。最後の皇帝ヴァグナー・エッシェンバッハが居城にした〈白鳥城〉の地下に、数多の財宝とともに〈血ち塗まみれの竜王女〉の棺ひつぎも眠る。

　期せずして第四帝国へと足を踏み入れることになったのだ。〈白鳥城〉に向かわない手はない。手を拱こまねいていては、先を越されることも十分に考えられる。

　控えめに言ったところで、彼女は焦じれていた。

　舞踏会に勝利して、永遠に続くマウザーの悪趣味な魔術を終わらせる。それは彼女に課せられた一種の使命のようなものだ。リラのように使命を放棄することもできるだろうが、ルノアにはそんな気はさらさらなかった。生き残って、自分が〈血塗れの竜王女〉としての力と叡えい智ちを取り戻す。取り戻して――

（取り戻したら、わたしはどうするんだろう……？）

　そんなことを思い、彼女は漠然とした不安に駆られた。

　世界にリンドブルムは自分一人だ。最も早はや、人間種族と戦争をすることもないだろう。だとして、自分はなにをすればいいのだろうか。

「分かってるさ、ルノア。〈白鳥城〉にいくぞ」

　シグのつぶやきが聞こえ、ルノアは思考の奔ほん流りゆうから我に返った。

「誰だれに言っているつもりだ。是非もない」

　壁に背を預けたまま、彼女も小さくつぶやいた。舞踏会に勝ち残ったあとのことをあれこれ考えたところで、今はなんの意味もないのかもしれない。いずれ、分かるに違いない。

　シグがなにも言ってこなかったので、ルノアは両りよう膝ひざを抱えるようにして目を閉じた。

　今度は夢を見なかった。
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　初等部での基礎訓練で磨かれた感覚は、人の気配をすぐに察知した。まどろんでいた意識が一瞬で覚かく醒せいし、シグは顔を上げた。

　鉄格子の向こうに看守と数人の男が半円状に並んでいた。

「出ろ」

　看守が鉄格子の扉に無骨な鍵かぎを差し込んだ。重々しい音を立てて、鉄扉が開いていく。

　シグは皮肉げな相そう貌ぼうに微苦笑を浮かべた。

（先生がうまくやってくれたってわけだ）

　拘置所から連れ出されたシグが連れていかれたのは、取り調べに使うような狭い部屋だった。薄暗く、窓もない。あるのは簡素な椅い子すと机だけだ。その部屋には先客がいて、シグはその男の名前を呼んだ。

「ルッツか……」

「よお、シグ。最悪な寝床だったな。せめて温かいスープでも出してほしかったけどね」

「ならルノアに殺人スープでも出してもらえ」

　ルッツの軽口を遮さえぎりながら、シグは半眼になった。なぜ自分とルッツがこの部屋に呼ばれているのか、その答えは眼前に座っているレニが知っているのだろう。

「今後のことを説明するわ」

　彼女は両りよう肘ひじを机につき、口元で手を組んだ。

「本日一ヒト二フタ〇マル〇マル時をもって〈竜の箱庭〉の関係者は全員釈放される。〈脚あし長なが蜂ばち〉号は帰投するが、ルクセンブルク教室は私を含めて第四帝国に残り、実地講習を続行する」

　シグは無言で手を挙げた。

「なにかしら？」

「つまり、俺おれたちでウーフーの身柄を押さえることに変わりないってことですか」

「そうなるわね」

　質問に淡々と答え、レニは足元に置いていた紙袋から五つの分厚い封筒を取り出した。

「まずは連中がなにをしようとしているのか。そのあたりを探る必要があるわね。〈六花りつか騎士団〉の身分が有効なのなら、第四帝国内では手が出せないわ」

　彼女は封筒を無造作に机上に置いた。

「編成を二つに分ける。ルッツ――あなたは私ときなさい。第四帝国で運営している協力者に接触して、情報を取ってきてもらうわ」

「おっと……またそういう仕事ですか。僕にはあんまり向いてないと思いますけどね」

　ルッツは渋面になり大きく嘆息した。

「それは私が決めることよ。向いていないと言うのなら、よーく調教してあげるわ」

「僕、痛いやつとかあんまりダメなんですよ。お手柔らかに」

「それはどうかしら」

　口元にわずかな笑みを浮かべ、レニが封筒を一つ差し出した。

　ルッツはその中身を確認してぎょっとする。

　それを見て訝いぶかしげな表情を浮かべたシグは、だがルッツから中身を見せられて驚いた。一万マルス札の札束だった。恐らく一〇〇万マルスある。机上にある残りの封筒も同じだとしたら、合計で五〇〇万マルス。一般的な四人家族の年収くらいの額である。

「当面の活動資金よ」

　当たり前だと言わんばかりにレニは言った。

　四つの分厚い封筒を目の前に出され、シグは半歩下がってどうしたものかと困惑した。

「私とルッツの成果次第で、以後どうするのかを決めるわ。他ほかの面子めんつにはそれまで待機してもらう必要がある。シグ、その間はあなたが仕切りなさい」

「俺が、ですか」

「そうよ。シャルロッテはあまり向いていない。と、いうか。あなた以外に誰だれがあの三人を仕切るのよ？」

　シグは眉み間けんに深く皺しわを刻むと、こめかみの辺りを押さえた。ほんの少しだけ想像力を働かせてみる。リラとシャルロッテが喧けん嘩かする。ルノアは自分がやりたいようにやる。

（ああああああああ……っ！）

　なんて自分勝手な奴やつらだ！

「……なんか謎なぞの頭痛と腹痛が！　あと物もの凄すごい肩こりが！　ちょっとこれは無理かもしれません。ええ、まったくもって完全に！」

　シグは頭を抱えてうずくまった。ちらりとレニを見やると、彼女はなにを言うわけでもなく濁にごった隻せき眼がんでこちらを見据えていた。その視線と沈黙に耐えられず、

「治りました」

　彼はすっくと立ち上がった。そのまま恐る恐る分厚い封筒を受け取る。ずしりとした重みを感じつつ、シグはなんとなく聞いてみた。

「あー……レニ先生。待機って、どこでなにをしとけばいいんですかね」

「そうねえ――」

　頬ほお杖づえをついて、レニが適当な口調で言ってくる。

「――温泉にでもいけば？」
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　車窓の向こうには白銀の世界が広がっていた。雪に埋もれた針葉樹の森が、見ている側から後ろへ流れていく。上空は分厚い雲に覆われていた。いつもは眼下に眺める雲が、頭上にあるというのはどこか落ち着かない。

　それは領土の大半が雲海に覆われている第四帝国ならではの光景だった。

「シーくん、列車って凄い速いです！」

「子供かお前は。静かにしろ」

　シグは窓に齧かじりついてはしゃいでいるシャルロッテにため息を吐ついた。

　とはいえ、確かに鉄道は珍しい。大小の浮島からなる蒼そう天てん世界では、都市間の移動手段は飛行船が主流である。ただ、複数の大きな都市が存在しているような巨大な浮島――大陸島であれば、都市間の移動に鉄道が用いられることもある。

　第四帝国の国鉄は帝都といくつもの都市を結び、温泉による観光が主産業であるこの国の経済を支えている。

　シグたちが向かっている観光保養都市ハーコートも、そんな中の一つだった。

「そう言いますけど、シーくんだって乗ったことないくせに」

　シャルロッテがわざとらしく頬を膨らませる。

「なんですかその大人おとなぶった態度は。まさか、あれですか。まだ子供のお前に大人のあれこれを教えてやるぞ、というプレイの前振りですか」

「なんだそれは……？」

「兄と妹の禁断のあれこれ、みたいな設定ですが？」

「内容を説明しろと言ってるんじゃなくて」

「お気に召さないというのなら、教師と生徒という設定も――」

「だから！」

　思わず叫び、シグは周囲の乗客の視線を気にして咳せき払ばらいをした。

　小さく毒づいて腕を組む。シグは二人ずつが向かい合って座るボックス席に座っていた。シャルロッテは向かいの席の窓際だ。レニの言葉に従って、というわけでもないのだが、温泉で有名なハーコートに向かうことにしたのには理由がある。

（温泉旅行の約束も果たして、〈白鳥城〉の近くにもいけて一石二鳥だろ）

　我ながら名案だ、とシグは一人でうんうんとうなずいた。

　シャルロッテが獲得したミスコンの賞品である温泉旅行のいき先はハーコート。旧エッシェンバッハ辺境伯領であり、〈白鳥城〉が近くにあるのもハーコートだ。レニからの活動資金のおかげで、幸い旅費やら宿代やらを払ってもお釣りがくる。

　とはいえ――あんな大金を簡単に用意し、さも当然のように使っている彼女の裏の顔にシグはぞっとした。そんなことを考えていると、

「ねえ、まだ着かないわけ？　あたしは列車ではしゃげるほど田舎者じゃないんですけど」

　正面に座っているリラが退屈そうに言ってくる。長い脚を組んで、欠伸あくびを噛かみ殺していた。列車に乗り込む前に冬用の服を買ったのだが、彼女はそれでも丈の短いスカートだった。蒸気暖房が効いているので、ファーのついた毛皮のコートは膝ひざの上で抱えている。

「そんなにすぐに着くわけないだろうが。暇なら寝てろよ、ルノアみたいに」

「なによその言い草は。だったらなんかおもしろい話でもして、あたしを楽しませなさい」

「お前、かなりの無む茶ちや振りを……」

「シーくん、この女のためになにかしてやることなんてないです。大体なんですか、わたしは田舎者じゃないです……！」

「どこがよ。なんでずっと制服着てるのかと思ってたけど、あんたって服のセンスないわねえ。だっさい」

「な……！」

　シャルロッテが泣きそうな顔になってこちらを見てきた。

　シグはやんわりと視線をそらした。

　確かにシャルロッテの服は恐ろしく地味なニットのワンピースだったりするので、さり気なくオシャレにしているリラとは雲うん泥でいの差だった。

「聞きましたか！　シーくん、この女は平気で人の悪口を言う性悪女ですよ。それにそれに、外見でしか人を判断できないかわいそうな人です」

「あんたこそ、露骨に胸を強調するのをやめなさいよ。下品なのよ！」

「くふ。強調できない人が言ったところで負け惜しみにしか聞こえませんね」

「あーっ！　シグ、ねえ、見たわよね？　この女、今、物もの凄すごく悪い顔になったわよ」

　今度はリラが訴えるようにこちらを見てきた。

　シグはやんわりと視線をそらした。

　隣ではルノアがマフラーに包まれてすやすやと寝息を立てている。自分も早く寝ておくべきだった、とシグは心底から後悔した。

「シーくんは大きい胸の女の子が好きに決まってます。なのでそんな貧相な胸で誘惑してもムダですから！　ムダムダムダです！」

「バッカじゃないの！　誰だれが誘惑してるのよ！　バッカじゃないの！」

　乗客の迷惑を顧みずぎゃあぎゃあと言い合う二人を無視して――シグはそっと目を閉じた。もう絶対に目を開くまい、と心に誓いながら。
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　楽士たちが奏でる優雅な曲が煌きらびやかな空間に響いていた。高い天井には神話を模した見事なフレスコ画が描かれており、今にも動き出しそうだった。大きな窓からは城の周囲を囲む湖が見て取れ、その彼方かなたには分厚い雲が延々と広がっている。純白のクロスがかけられたテーブルには豪華な料理が整然と並び、着飾った男女が談笑していた。

　白いドレスに身を包んだルノアは、奇妙な感覚でそんな光景を眺めていた。

　ああ、これは夢の続きだ、と彼女は思った。

　玉座に座っていた男がこちらに近づいてくる。立っているとすらりとした長身だと分かり、ますます痩やせすぎているように思えた。

　ルノアはドレスの裾すそを持って優雅に一礼した。

「陛下。このようなもてなし、感謝いたします」

「余の客人をもてなすのは当然のことだ」

　男はそう言って笑い、手にしていたグラスの中身を飲み干した。

「しかし、そなたがあの〈血ち塗まみれの竜王女〉とは。余は未いまだに信じられぬ」

「わたくしどもが陛下を謀たばかっていると仰おつしやるのですか」

「そういった話で余から金を巻き上げようとする輩やからも多いからな。最近はこれでも気をつけておるのだ。臣民の税にも限りがあるからな」

「陛下、お話はお聞きになりまして？」

「しかと聞いておる。騎士殿の望み通り、世界中から集めた余の蔵書を好きなだけ漁あさるがよいわ。ここになら、あの〈竜の箱庭〉とて及ばぬ知識が眠っておろう」

「ありがとう存じます」

　深々と頭を下げる。だが、ルノアは急に手を取られて小さな悲鳴を上げた。そのまま男の近くまで引き寄せられる。

「それだけではないぞ、ルノア。残りの棺ひつぎを探すために余がパトロンになってやろう。たとえ嘘うそでも、そなたのためなら余は後悔せぬわ」

「陛下……！　お戯れを」

「そなたの美しさは余を虜とりこにしておるぞ。光栄に思うがよい」

　男がにやにやと笑った。身体からだに纏まとわりついてくる視線は舐ねぶるようで、ルノアは今にも手を出しそうだった。それでも、どうにか思いとどまる。

　それは残りの棺ひつぎを見つけるためであり、彼のためであり――

「陛下。今は猫を被かぶっておりますが、私の相棒は普段は抜き身の刃やいばも同然の凶暴な女ですよ。陛下にはとても似合いますまい」

「誰だれが凶暴な女だ！」

　聞こえた声に、ルノアは反射的に叫んだ。

「お前だよ、ルノア。自覚なかったのか？」

　彼は言った。その顔はなぜだかよく見えなかった。



　目が覚めた。規則正しい列車の揺れを身体からだに感じる。

（一体、なんなのだ……）

　ぼんやりと車窓の向こうの流れる景色を見やり、ルノアは胸中でぼやいた。

　夢というにはあまりにも細部がはっきりしていて気持ち悪い。あの男に手を引かれた感触が、視線が、笑みが、脳裏に焼きついている。

　ルノアは込み上げてきた嫌悪感に顔をしかめた。それにこの雪景色だ。第四帝国に足を踏み入れてからこっち、彼女は奇妙な既視感を覚えていた。

（ここにきたことがある……？　いや――）

　七人に分かれた自分以外に殺されて棺に戻れば、それまでの記憶は全すべて消されるのが舞踏会のルール。たとえかつての自分がこの雪景色を見ていたとして、覚えているわけがない。

（考えても仕方ない、か）

　だが、気にならないと言えば嘘うそになる。

　彼女が座っている四人席は静かなものだった。正面ではシャルロッテとリラが寝息を立てていた。互いにもたれあうようにして、これだけだと実に仲なか睦むつまじく見える。

　隣ではシグが腕を組んで頭こうべを垂れていた。今にして思うと、先ほどの夢に出てきた最後の台詞せりふはシグのような気がしないでもない。

　ルノアは無言でシグの頭をはたいた。

「なっ……んだあ!?」

　慌てて跳び起きたシグに、彼女は知らん顔をした。

　車掌の車内放送が、間もなく観光保養都市ハーコートに到着することを告げた。
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　ハーコートは、一〇〇近い温泉宿が軒を連ねる第四帝国では定番の観光地だった。個人の旅行客から団体客まで、年間を通して多くの観光客が訪れる。雪が降り積もる街は情緒があるというより、騒がしく賑にぎわっていた。

　いき交う人々の靴底に踏まれて、通りに積もった雪は黒く汚れてしまっている。等間隔に街灯が並び、その左右には土産物を扱う店や、少しばかり高級そうな料理店、あるいは大小の宿が看板を掲げていた。

　シグは隣を歩くルノアにちらりと視線をやり、

「お前さ、どうかしたのか？」

「なにがだ」

「なにがというか、なんか浮かない顔してるから」

「……そうか？」

　ルノアは自分の頬ほおに手を当てた。彼女に愛想がないのは今にはじまったことではなかったが、シグは単にそれだけではないような気もしていた。

「棺ひつぎが気になるのは分かるけどな。もうちょっとまってろ。色々と準備がいるんだよ」

　そう言って肩をぽんと叩たたくと、ルノアはなにかを言いかけてやめた。

「違うのか？」

「いや……気にするな。なんでもない」

　いつもはっきりとものを言う彼女らしくなかった。

　シグはさらになにかを言おうとしたが、

「あ、シーくん。あそこですよ」

　前を歩くシャルロッテの声に遮さえぎられた。目的の宿を指さして息を弾ませている。もこもこした毛皮の帽子を被かぶり、地味なコート姿。白い息が零こぼれている。

　かつての貴族の邸宅を改築したその宿は、彼女がミスコンの優勝で獲得した温泉旅行で指定されている宿だった。個人客を相手にしている少し値の張る宿だったが、二人分の宿泊券があるので安くすむ。

「ちょっと、みっともないから騒がないでよ。恥ずかしいじゃない」

　シャルロッテの後ろを歩いているリラが言った。こちらは黒いコートを着て、うさぎの耳あてをしていた。

　そんな彼女を無視して、シャルロッテは続けた。

「わたしとシーくんの愛の巣ですよ」

　自分の頬に手袋をした両手を当てて、いやいやをするようにうっとりと頭を振る。

「怖がらなくて大丈夫です。ちょっと休んでいくだけです。なにもしませんから」

「まて……！　ってか、それは女子の台詞せりふじゃないだろ！」

「まあまあ。早く宿泊の手続きを」

「あ、おい！」

　シャルロッテに腕を取られて、シグは強引に引きずられた。

　宿の重厚な木製扉に向かって、ずるずると石階段を上っていく。

「ちょっと！　まちなさいってば！」

　そのあとを慌てたようにしてリラが追いかけてきて、さらにその後ろからルノアがとてとてとついてきた。

　シグがシャルロッテに引きずられたまま扉を押し開けると、落ち着いた雰囲気の玄関ホールが広がっていた。吹き抜けの天井からは淡い照明の光が注ぎ、品のいい調度品がさり気なく飾られている。奥には二階に続く螺ら旋せん階段が見えた。

　受付まで引きずられてきたというのに、

「いらっしゃいませ、お客さま」

　受付係のお姉さんは訓練された完かん璧ぺきな笑顔でシグを出迎えてくれた。シャルロッテの腕からやんわりと逃れつつ空き部屋を確認すると、二人部屋がいくつか空いている。宿泊券も二人部屋なので、それはいいとしよう。だが、なぜ一人部屋が空いていないのだ！

「部屋割りはどのようになさいますか？」

　受付係の言葉に、シグはぎくりとした。あまりいい予感がせずに、冷たい汗が背筋を伝う。ぎくしゃくと、彼はつぶやいた。

「えーと……」

「わたしとシーくんは同部屋で！」

　受付に身を乗り出して、シャルロッテが断固たる口調で宣言する。だが、すぐさまリラがシャルロッテを受付から引き剥はがした。

「なに勝手に決めてんのよ、あんたは！」

「な、なんですか。わたしがミスコンで優勝した宿泊券の分はどう使おうと自由です。若い男女なのでなにかあってしまっても仕方ないのです」

「仕方ないわけないでしょ！」

　シャルロッテの言う『なにか』を想像したのか、リラは顔を赤くして叫んだ。もごもごしながら、ちらりとシグを見やる。

「大体！　シグはなんにも言ってないわけだし……そういうのは、その――万が一、ホントに、そんなことになっちゃったら……」

　彼女はなにかを言おうとして、「うー」と唸うなった。

　視線をシグからそらして、ぶっきらぼうに言い放つ。

「色々と団体行動を乱すでしょうが……！」

　我がままの代表みたいなお前が言うなよ、とシグは思った。

「我がままの代表みたいなあなたに言われたくないです！」

　その思いが伝わったのかは知らないが、シャルロッテがそう言ってリラを睨にらんだ。それから急に余裕ぶった態度になり、

「ははあ、あれですか。やはり嫉しつ妬とですか」

「……っ！」

　リラがびくりと肩を震わせた。

「なんであたしが！」

「残念ですけど、シーくんは諦あきらめてください。わたしは、その――」

「おーい。なんか話がおかしな方にいってないか……？」

　シグは控えめに言ってみたが、特に効果はないようだった。

「ずっと……ずーっと、シーくんのことが、す――」

　顔を真っ赤にして、それでも断固とした口調でシャルロッテは言った。

「す、好きなんですから！」

　堂々と言われて、リラがずざっと身を引き狼ろう狽ばいしている。

（あのバカ……！　なにを口走ってんだ）

　シグも戸惑い、顔を赤くしつつ困った表情を浮かべた。

　彼は一緒になって二人のやり取りを眺めていたルノアに言ってみた。

「なあ……ルノア。なんかこのまま収拾がつかないような気がしてるんだよ、俺おれ」

「うむ。まあ、わたしもそう思う」

「お前と一緒でいいか」

「む。まあ、別に」

　ルノアは一瞬だけ戸惑った表情を見せたが、すぐに元に戻った。

　それを聞いたシャルロッテとリラが、

『ええっ!?』

　言い争っていたとは思えないほどに息の合った声を上げる。

　シグは受付係のお姉さんに、ため息混じりに言った。

「じゃあそれで」
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　用意された部屋は、二人部屋の割には広々としていた。

　大きめのベッドが二つ並んでいてもゆとりがある。

「まったく……ロッテの奴やつ」

　荷物を適当に床に放ほうり出し、シグはぼやいた。シャルロッテがあそこまではっきりと言葉にするのは、多分、はじめてじゃないだろうか。

　いざ言葉にされると、その威力は暗に態度で示されるよりも強力だった。幼なじみで家族同然だった少女が――どんどんとそうではない一人の女の子になっていく。

　すると、脱いだコートをハンガーにかけているルノアが言ってきた。

「いいのか有う耶や無む耶やにしておいて」

　彼女にしては珍しく、どこか歯切れが悪かった。

「なにが？」

「わたしは、その、色いろ恋こい沙ざ汰たには疎うといが……それでもああまで言われて」

「……分かってるよ。そんなことは」

　シグはがりがりと頭をかいた。今になってドキドキしているのが分かった。

　恥ずかしくはあるのだが、嬉うれしくないこともない。反面、どこかで一歩引いて踏みとどまる自分がいる。今よりも一歩踏み込んだ関係をつくってしまうことが無性に怖かった。

　それがなぜなのか、自分でもよくは分からないのだ。

　ただ、いつかは答えを出さないといけないことも分かっている。もう時計の針は戻せない。シャルロッテが家族同然の幼なじみだった時間は、終わってしまった。

「なあ、ルノア。俺おれは卑ひ怯きようか？」

　ぼそりとつぶやいた一言に、彼女は一瞬だけ考えるような表情をした。

「それは――お前の問題だろう」

　それを聞いたシグは、皮肉げな相そう貌ぼうに微苦笑を浮かべた。

「お前、辛しん辣らつだなあ」

「ふん。分かっているとは思うが、色恋にうつつを抜かしてこっちを蔑ないがしろにしてもらっては困るからな。お前は、その――」

　少し強い口調でルノアは言った。

「一応はわたしのパートナーなんだからな」

「まだ一応かよ……」

「一応ながら認めてやっているのだからありがたく思え」

「へいへい。左様でございますか、王女さま」

「む。なんだその態度は！」

「うお！　だから、すぐに蹴けるなバカ！」

　蹴りをもらった尻しりを擦こすりながら、シグは抗議の声を上げた。

「誰だれがバカだ！」

「お前だよ、ルノア。自覚なかったのか――って危ねえ」

　シグは無言できた二撃目をベッドに飛び乗ってかわした。

　もとより一緒に踊る舞踏会を蔑ろにするつもりなどない。勝者になってリンドブルムの叡えい智ちを手に入れる。〈絶対皇帝〉とまで称された魔術士だった父ですら成し得なかった、雲の向こう側へいく方法を見つけてやる。憧あこがれだったあの後ろ姿を追い抜いて、嘲あざ笑わらった世間を見返してやるのだ。

　それから、シャルロッテの身体からだを元に戻してやらないといけない。〈タペストリー〉を無限に幻視し、自在に編み変えたというリンドブルムの魔術の力で。

「いいか、ルノア。〈白鳥城〉はここからすぐだ」

　シグの言葉に、彼女はぴたりと動きをとめた。

「けどな、あそこにいくには準備がいる。親父おやじから聞いた〈白鳥城〉の伝説が本当ならな」

「伝説？」

「ヴァグナー・エッシェンバッハの居城〈白鳥城〉は、単独の浮島に築かれた白亜の城だ。その地下には巨大な迷宮があって、ヴァグナーが世界中からかき集めた財宝が眠ってるって話だ。実際、その伝説に挑んだ冒険家は無数にいる。で、もってだ。誰も帰ってこなかった。なあ、ルノア。この財宝伝説がいつからあるか知ってるか？」

　記憶の奥底から子供の頃ころに聞いた話を引っ張り出し、シグは続けた。

「少し歴史の授業をしてやるよ。リンドブルムとの戦争が終わったあとにはじまった、蒼そう天てん世界の覇権を巡る列強九帝国を中心にした一〇〇年戦争。こいつは〈連合〉と〈同盟〉と呼ばれる二大勢力の争いだったんだが――戦争に疲れたこの二大勢力は、真偽は定かでないにしろ、かつて蒼天世界を支配した神聖皇国の血統を担ぎ上げて統一国家を樹立することにした。それが神聖連合皇国だ。まあ、色々あって参加したのは七帝国だけどな。こいつが成立してから三〇七年。民衆革命で退位した第四帝国最後の皇帝ヴァグナー・エッシェンバッハが、幽閉されていた〈白鳥城〉から湖に身を投げたのは聖暦九年だ」

　右手の指を三本立てる。

「つまり。約三〇〇年も前からあるんだぜ、この財宝伝説は。その間、城に挑んだ奴やつは誰だれ一人として戻ってきてない。それがどういうことか、分かるだろ」

〈白鳥城〉には確実になにかがある。そして、その攻略は一筋縄でいかない。

「あの〈党〉とかいう連中だって、迂う闊かつにほいほいとは飛び込めないはずだ」

「それはそうかもしれないが……だとしても、ならばどうするのだ」

　競合がまだ手を拱こまねいているとして、こちらも同じではなにもはじまらない。

「まずは装備を整えなきゃな。トレジャーハント用のやつ。それから、〈白鳥城〉までの足を確保しないと。小型の飛行船があればいいんだけど。まあ、この実地講習が終わったら、ここに残ってじっくりいこうぜ」

　シグは乗っていたベッドから飛び降りて、ルノアの頭を何気なくぽんぽんと叩たたいた。

「にゅっ……」

　突然のことに戸惑って、ルノアが奇妙な声を上げる。

「こういうのは、腰を据えて地道にいくんだよ。お宝は逃げやしない。お分かり？」

「む……そういうものか」

　こちらのどこか余裕ぶった態度に、ルノアは渋々ながらうなずいた。

　そんな様子を見て、シグは胸中で独りごちた。

（これでまあ、一人で乗り込んでいくようなことはしないだろ）

　相手を煙けむに巻くには、なんとなくこちらの言い分が正しいと思うような雰囲気をつくってやればいい。あとは余計なことを言わずに一いつ旦たん引くべし。

　そーっと部屋を出ていこうとしたシグは、

「どこにいく気だ」

　ルノアに呼びとめられて咄とつ嗟さに答えた。

「えーっと……温泉……？」
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　シグと隣り合った二人部屋に荷物を持ち込んだシャルロッテは、

「うー……シーくんのバカ、シーくんのバカ」

　と、めそめそしていた。不安げに頭の獣耳をひこひこ動かし、

「こんな凶暴女と一緒に泊まるためにミスコンで優勝したわけじゃないです。ぐすぐす」

「なにさり気なく悪口言ってんのよ。泣かすわよ」

　リラは腰に両手を当てて、シャルロッテを睨にらんだ。だが、相手はそんなことでは一向に怯ひるまない。むしろ眼鏡めがねの奥の瞳ひとみに強い光を灯ともし、きっと睨み返してくる。

「大体、あなたが受付で騒がなければすんなりいっていたんです。それでもって今いま頃ごろは二人でなんやかんやしてたんですから！」

「なによ、なんやかんやって！」

「なんやかんやは、なんやかんやです」

　なにを想像しているのか、シャルロッテは顔を赤くして身み悶もだえた。

「例えば胸とかお口とか、色々ですよ！」

「な……！　バッカじゃないの！」

　リラは耳まで真っ赤になった。

　するとシャルロッテがジト目になって言ってきた。

「今、シーくんで想像しましたね」

「……！」

「隠してもバレバレですよ。あなたがシーくんに気があることくらい、お見通しです」

「だ、だ、誰だれがよ！」

　リラは口をぱくぱくさせながらも、どうにかこうにかそれだけを言った。

　声が少し上ずっていて、自分でも動揺しているのが分かった。シャルロッテの言う通りではあるのだが――どうしてもまだ、堂々とそれを認めることができない。

　ここで『そうよ。文句ある』と言ってやれたなら、どれだけすかっとするだろう。

「ふっふっ……言っておきますけど、あなたに勝ち目なんてこれっぽっちもないです」

　シャルロッテは自信に満ちた笑みを浮かべ、毅き然ぜんとした表情になった。

「わたしはもう決めたのです……！」

「なにをよ？」

　リラはシャルロッテに気け圧おされてうめいた。

「シーくんと既成事実をつくります！」

「き、既成事実……って、あんたねえ!?」

　それはつまり、そういうことをしちゃうということだろうか。

　シャルロッテの表情は断固たる決意に満ちており、リラは息を呑のみ込んだ。

　シグだって健全な男の子ではあるわけだし、本当の本当に迫られたら雰囲気に流されるということも――いやいや、それはダメだ。そんなこと絶対にダメだ。

　リラは呑み込んだ息を大きく吐いた。これはシャルロッテからの宣戦布告だ。

「ああ、そう。そうなの。あんた、あたしに喧けん嘩か売ってるわけね」

　リラは背筋をぴんと伸ばすと、シャルロッテに鋭い眼光を向けた。

「あたしを誰だれだと思ってるわけ。リラ・フィオーレよ」

「だからなんだっていうんですか……！」

「あたしが本気出したら、シグなんてイチコロなのよ。ふふふ」

「シーくんとわたしの絆きずなはノコギリでだって切れないんですから。うふふ」

　二人は笑顔で睨にらみ合った。目の奥は、ちっとも笑っていなかったが。



◆◇◆◇◆



　温泉に肩まで浸つかっているというのに、シグは悪寒を感じて身震いした。反射的に周囲に視線を巡らせ、なにもないことにほっとする。

　本当に温泉に入ることもなかったのだが――こんなところまできたことだし、せっかくなので入っておくことにしたのだ。

　シグはぼんやりと湯煙の向こう側の景色を眺めた。

　彼が入っているのは見事な雪景色を堪たん能のうできるように設計された温泉で、宿の中であるにもかかわらず白銀の化粧を施した庭園がそれを感じさせない。今もはらはらと舞う粉雪が照明に照らされて美しく輝いていた。他ほかの客はいなかった。貸し切り状態だ。

（あー……どうしたもんかなあ）

　ずるずるとお湯に沈み込み、シグは独りごちた。

　シャルロッテは確かに可愛かわいいし、まああんな性格ではあるものの、よくできた子には違いない。好きか嫌いかで言えば、好きなのだろう。

　だが、どこかでもう一人の自分が自問するのだ。

（これってそういう好きか？）

　シグが要領のいい男なら、お試しでつき合ってみるなんてこともできるかもしれない。ただ、それができれば悩みはしないわけで――そういう意味では彼は誠実で臆おく病びようだった。

　そして、シグは世間一般の同年代の少年とも違う。こんな時代でも下へ手たをすれば人知れず野垂れ死ぬことになる魔術士であり、必ずやると決めた大きな目標も、ある。

（ったく。本当にどうしろってんだよ……）

　少しのぼせてきたのか、頭がぼんやりしてきた。考えてもどうにかなるものでないことは、最初から分かっていたような気もする。

「結局、なるようにしかならないってことかもな」

　シグは微苦笑を浮かべて、ゆっくりと立ち上がった。水着着用の規則はしっかりと守っている。温泉のお湯が、ムダを徹底的に削そぎ落とされた身体からだを流れていく。格闘と撃剣という近接戦闘の術すべしか持たないシグの肉体は、細いながらも決して華きや奢しやではなく、力強さとしなやかさを兼ね備えていた。

　シグが濡ぬれた黒髪をかき上げながら温泉から出ると、ちょうど別の客が入ってきた。湯煙の向こうを何気なく見やり、彼は思わず裏返った声を上げた。

「ろ……ロッテ……か!?」

　入ってきたのは、間違いなくシャルロッテだった。

　眼鏡めがねを外して、少し癖のある髪は心なしかしっとりしている。頭の上で、ぴょこんと尖とがった獣耳がひこひこと動いていた。白いタオルを身体からだに巻いていたが、それでもメリハリのある彼女の身体の線がはっきりと分かる。くっきりと谷間ができている胸元にいたっては、半分くらい見えているのではないかとすら思った。

「し、シーくん……！」

　彼女が自分の身体を抱き締めるようにして、早口で言ってくる。

「だ、大丈夫です。ここは混浴です。なので若い男女が一緒でも問題なしです」

「まてまてまて、そんなことより――」

　シグは叫んだ。

「水着を着ろ！」

　シャルロッテは明らかにタオル一枚だった。

「それは小さな問題です！」

「大きいわ！」

　目のやり場に困り、シグは視線をあらぬ方向へ飛ばした。

　どうしたものかと思考を巡らせ、まったく頭が回転せずに言葉が出ない。

　ほんのりとピンク色になっている白い肌が目に入った。シャルロッテが、いつの間にかすぐそこにいた。手を伸ばせば簡単に触れられそうな距離だ。

　彼女のうるんだ瞳ひとみには、シグの顔が映り込んでいた。

「ちょっ……お前……！」

「し、シーくん。わたしは、その、いやです」

　シャルロッテの声は震えていた。

　躊躇ためらい、なにかを言おうとして逡しゆん巡じゆんし、息を呑のんで――

「もう幼なじみのままじゃ、いやです」

　そこから堰せきを切ったように、彼女の口から言葉が溢あふれる。

「本当は、本当は、あんな感じじゃなくて。もっとちゃんと、もっとちゃんと、言いたかったのに。だけど、本当です。嘘うそじゃないです。だから――」

　その言葉はいつものように軽くかわせるようなものではなく、シグは固まっていた。

　シャルロッテは緊張と恐怖で小さく震えていた。それでもある種の決意を浮かべ、

「だから、シーくん。わ、わたしを女の子としてちゃんと見てください……！」

　身体に巻いているタオルに手をかける。それを一気に外し――

「だあああっ！」

　シグは咄とつ嗟さにシャルロッテを抱き締めた。思いの他ほか華きや奢しやな身体に驚き、タオル一枚隔てただけの柔らかい感触が、シャルロッテの体温が、鼓動が、吐息が、伝わってくる。

「おっ……前なあ。やることが極端なんだよ……！」

「だって、だって、これくらいしないともう、だって……」

　彼女の声はほとんど泣きそうなくらい震えていた。今までの関係をゼロにするのだ。それは勇気がいるし、拒絶された時のことを考えると怖いに決まっている。

「だってじゃねえよ……ったく」

　今さらシャルロッテの背中に回した腕を離せずに、シグは大きく息を吐いた。

「ロッテ、正直に言うからな。お前はさ、その、可愛かわいいと思うし。実際、嬉うれしいけど」

「けど？」

　シグは数瞬の間沈黙し、声を絞り出した。

「俺おれに、時間をくれ」

「なんですか、それ……」

「分からないんだよ、どうしたらいいか。お前のことは、多分、好きだけど。誰だれかとそういう関係になるのが、本当いうと怖いんだ、俺」

　シグは自分の言葉に驚いた。

　そうだ。自分は誰かと、深く強いつながりを持つことが怖いのだ。だから、どこかにいるもう一人の自分がその一線は越えるなと警告する。

「だから、今はちゃんとした返事ができない」

　こんなことを言う男は最低だろうか。愛想を尽かされても仕方がない。

「……シーくん。その好きは、どんな好きですか」

「どんな好き……って」

「わたしを女の子として、ちゃんと好きになってくれる時間ならあげてもいいです」

　シャルロッテの囁ささやきは柔らかかった。

「でも、他ほかの女に奪われないようにちょっとだけ前払いしてください」

「前払い？」

　シグがそう言うよりも早く、シャルロッテはシグの腕の中で身体からだを動かすと、目を閉じてそっと唇を突き出してきた。

　それがなにを求めているかは明確で、彼は息を呑のんだ。

　沈黙の時間が恐ろしく長く感じられた。

　と、物もの凄すごい勢いで誰かが浴場に駆け込んできた。

「シャルロッテ――ッ！　あんたねえ！　よくもあたしを縄で縛って――って、なにやってんのよ、そこお！」

　リラだった。目を吊つり上げて、鬼の形相になっている。余程急いでいたのか、黒ずくめの格好のままだ。いや、それよりもだ。右手に銃剣を着剣した小銃を持っている。

「まて、早まるな！」

　シグは反射的にシャルロッテを抱き締めていた腕を離し、振り返ろうとして、

「あ、ちょっと、シーくん危ないです！」

「げっ！」

　足を滑らせて派手に転倒した。手を取られて一緒に転んだシャルロッテに押し倒されるような格好で後頭部を強打する。馬乗りになったシャルロッテのタオルがはだけて見事な肢体が――シグの視界はそこでぷっつりと途絶えた。
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「バッカじゃないの。ホントに、バッカじゃない」

　目が覚めた途端に罵ば声せいが飛んできた。

　シグは鈍い痛みがまだ残っている後頭部を擦こすりながら、ゆっくりと身を起こした。

　明らかに不機嫌な表情のリラが、こちらを見下ろしていた。

　どうやら宿にある医務室のような部屋らしい。寝かされていたベッドの周囲は白い布で間仕切りがされており、その外側がどうなっているのかは分からなかった。

　シグはなぜ自分がこんなところにいるのかと疑問に思い、すぐに思い出した。浴場で転倒して気を失う前、なにか凄すごいものを見た気がするが……

「あー……ロッテは？」

　なんの気なしに言ったその質問に、リラは淡々と答えた。

「縛った」

「縛った!?」

「あたしを部屋のベッドに縛りつけた報復としてね。ふふふ」

　そこはかとなく凄せい惨さんな笑みを浮かべるリラにぞっとしつつ、シグはもうこれ以上深くは聞かないことにした。さすがに怪け我がをさせたりまではしないだろう。

「ほら、さっさと服着なさいよ」

　リラが黒いシャツを投げて渡してくる。言われて気づいたが、温泉で倒れたせいもあって上半身は裸のままだった。

「ったくもう、ホントに呆あきれたバカなんだから！」

「バカバカ言うなって……本当にバカになったらどうする気だよ」

　嫌な汗が滲にじみ出てくるのをシグは自覚した。この妙な後ろめたさはなんだろうか。

　リラは犬みたいに唸うなりながら、射い殺ころすような眼光でこちらを睨にらんでいた。

「なんにもなかったんでしょうね？」

「お前なあ……あるわけないだろうが」

「あんな状況で、ホントに、なんにもないなんてあり得るわけ？　は、裸で抱き合ってたじゃない……！」

　その光景を思い出したのか、リラはジト目になりながらも顔を赤くした。

「裸じゃねえ、タオル越しだ」

「そういう問題じゃないでしょ！」

「怒鳴るなよ！」

「怒鳴ってないわよ、バカ！」

　言葉と同時に、リラの手が出る。

　右のグーで思い切り頭を殴られて、シグはベッドに突っ伏した。

「ぐ、グーで殴るな、グーで」

「うー……！」

　リラは肩を震わせ、唇をぎゅっと噛かんでいた。

「なんにもなかったとしても、そうだとしても、ああいうことするなんて」

　彼女がほとんど泣きそうになっていることに、シグはぎくりとした。

「シグはさ……あたしの気持ち、知ってるくせに」

　か細い声だった。シグがなにも言えずに固まっていると、ついにリラの金色の瞳ひとみからぽろぽろと涙が零こぼれ落ちた。

「ひどいよ」

　ばつの悪い沈黙が広がる。

　リラが涙を必死で堪こらえている姿は、日ひ頃ごろの彼女からは想像できないほどに弱々しくて、シグは胸がチクリと痛んだ。

「泣くなって……」

「な、泣いてないわよ！」

　きっと睨にらんでくるが、彼女の瞳にはまだ涙が浮かんでいる。

　シグは頭をがりがりやると、気まずい表情で言った。

「あー……どうしたら泣きやんでくれるんだ？」

　その言葉を聞いて、リラはぐしぐしと目元を拭ぬぐった。ベッドに勢いよく座り、ちらりとシグに視線を送る。わざとらしく咳せき払ばらいすると、彼女は言った。

「じゃあキスして」

「な……!?」

　あまりにも突然のことに、シグは固まった。

　彼女はシャルロッテみたいに可愛かわいらしく目を閉じて唇を突き出したりはしなかった。あくまでもシグを睨みながら、それでも顔を赤くしてぶっきらぼうに言い放つ。

「そっちからして」

　その言葉が意味することを理解して、シグは困り果てた。リラからされたことはあっても、こちらからしたことなんてない。彼女にされた二回も、ほとんど勢いみたいなものだった。こうして面と向き合ってとなると――

「早く」

　彼女の口調は断固たるものだった。じっとこちらを睨んできている。

　シグは自分の鼓動が速くなるのが分かった。それでもなにもできずにいると、彼女は沈黙を経て大きく嘆息した。

「前から思ってたんだけど。あんたってさあ、人と特別な関係になるの、怖い？」

　図星だった。それは恐らく、正しい。

　リラの声音は諭すように静かだった。

「誰だれにでも線、引いてるでしょ。なんでなの？」

「俺おれにだって分かるかよ」

　シグはどうにか声を絞り出した。

　なぜなのかと自問する。

　自分は一体、なにをそんなに怖がっているのだろう。たとえ命懸けだろうが、雲の向こう側にだっていく覚悟があるというのに。父親のように。

　不意に。本当に不意に彼の脳裏に浮かんだのは、子供の頃ころの自分だった。憧あこがれていた父親を、この世で唯一のつながりを、なんの前触れもなく突然に失ってしまった喪失感。絆きずなが切れてしまう恐怖、孤独感。

　そんなものは、二度と味わいたくはない。

　それに、もし自分が父親みたいになったなら。残された誰かがあの時の自分のような思いをするのなら。深すぎるつながりは、強すぎる絆は――

「最初からなけりゃいい」

　胸中でつぶやいたつもりが、声に出ていた。

　リラがきょとんとして、顔を覗のぞき込んでくる。

　シグは口元を苦々しく歪ゆがめた。

「なんでもない」

「なんでもないことないわよ。人とつながるのが怖いなんて、悲しいじゃない」

　そっと頬ほおに手を添えられて、シグはどきりとした。

「でも――あたしはまってやるほどお人ひと好よしじゃないんだからね」

　視線が交錯する。瞳ひとみの中に、お互いの顔が映り込んでいた。

　リラがこつん、と額ひたいをくっつけて囁ささやいてくる。

「早くあたしの魅力に気づきなさいよ、バーカ」

　ゆっくりとシグから離れると、彼女はくるりと一回転した。両手を腰に当てていつものようにこちらを見下ろし、とびきりの笑顔を浮かべる。

　シグはそんな彼女に微笑した。リラの笑顔は、確かにとても魅力的だった。



◆◇◆◇◆



「ちょっとここに正座しろ」

　精神的に疲れて部屋に戻ると、ルノアがベッドの上であぐらをかいていた。こちらを据わった目で見つめ、びしりと指さしてくる。

　彼女の右手にあるものを見て、シグは表情を強こわ張ばらせた。



    

  
    
      



    

  
    
      「あの、ルノアさん。それはなんでしょうか」

　彼は恐る恐る言った。確認するまでもなく、一目見て分かってはいたが。

「うむ。ルームサービスだ」

　答えになっていなかったが、ルノアは右手に持っているワインボトルを掲げた。つまりはそれが答えだった。見た目ではほとんど分からないが、彼女は酔っ払っている。

（なんてこったああああああ……！）

　シグはこめかみを押さえてうめいた。ルノアの酒癖は、足癖と同じくらい悪いのだ。

「そんなことはどうでもいい。お前には、前々から言いたいことが、山ほどあるんだぞ。いいか、だからちょっと座れ。正座して傾注しろ、バカ」

　逆らうと恐ろしいことになりそうだったので、シグは素直に正座した。隙すきを見てどうにか逃げ出せないものかと視線を巡らせる。

　ルノアは心なしかとろんとした目でシグを見据え、

「遅い！　お前は、一応、仮にも、わたしのパートナーなんだからな。だというのに、わたしを一人にしておいていいと思ってるのか」

（せ、説教されるパターン……？）

　シグはそんなことを思いながらも黙っていた。それが一番無難な対処法だ。

「パートナーたるものだな、もっとこう、わたしを敬え、バカ。大体お前という奴やつは、お前という奴は、いつもいつもわたしを蔑ないがしろにしているだろ。舞踏会のことそっちのけで他ほかの女とイチャイチャしたりとか」

「まて、それは大きな誤解だ――って、おわっ！」

　空になったボトルが飛んできて、シグは思わず悲鳴を上げた。寸前のところでかわしたボトルが床に当たって、けたたましい破砕音を奏でた。

「謝れ。わたしに謝れ！」

　案の定、取りつく島もない。

　ルノアは酔っ払い特有の思考回路で、言いたいことをただ言うだけだった。

「わたしにだってもっと構ってくれてもいいだろうが、バカ。パートナーをなんだと思ってるのだ、この三流魔術士！　謝れ。わたしに謝れ！」

　ルノアはとにかく謝ってほしいようだった。ベッドの上でゆらゆらと揺れている彼女に、シグはまったく腑ふに落ちないながらも謝った。

「えーと……すいませんでした」

「謝ってすむと思うな！」

「ええ……？」

「大体お前という奴やつは、お前という奴は、いつもいつもわたしを蔑ないがしろにしているだろ」

（それはさっき聞いたし……これはあれか？　ストレスか？　お前を蝕むしばむ、謎なぞのストレスのせいなのか？　酒でストレスを発散させてるのか？）

　シグは正座したまま、胸中でそんなことを問いかけた。

　もちろんルノアからの返答はなかった。

　その後しばらく――話はルノアが突然ぱたりと倒れて眠るまで続いた。

「あー……くそ」

　ふらふらと立ち上がり、シグもベッドに倒れ込んだ。色々とありすぎて、精神的に参った。もう無理だ。とにかくもう寝てしまいたい。この眠りを妨げる奴がいたら、かつてないほどの殺意を覚えるかもしれない。

　天井を仰ぎ見て、目を閉じた。何度も聞かされたせいで、ルノアの説教とも愚痴ともつかない言葉が頭の中をぐるぐると回る。

「もっと構ってくれってか、王女さま」

　シグはぼそりとつぶやいた。

「そういう可愛かわいげがあることは、酔っ払ってない時に言えよな」

　彼の意識は、そのまま闇やみに消えていった。



◆◇◆◇◆



　どれくらい寝たのか分からなかったが――あれほど参っていたというのに、シグは侵入者の気配を感じて目を覚ました。ベッドに誰だれかが潜もぐり込んでくる。

　反射的に身を起こそうとして、流れる白銀の髪にぎょっとする。

「寒い」

　侵入者はそれだけを言うと、抱き枕まくらにするみたいに思い切り抱きついてきた。

「おい……！　お前、まだ酔ってるな！」

　シグはじたばたともがいたが、侵入者――ルノアはまったく離れなかった。それどころかますます腕に力を込めて、身体からだを密着させてくる。心なしか幸せそうに、

「ぬくぬく」

「ぬくぬくじゃねえ！　首、首が絞まって――」

　シグは降参の意志を示すようにルノアの肩を何度も叩たたいたが、規則正しい寝息が聞こえるだけだった。どうにかこうにか身体をずらし、ルノアの腕と首の間に隙すき間まをつくる。

「お、俺おれを殺す気か……！」

　ぜえぜえと息をしながら、シグは今さらながらにまずいことになったと思った。一いち分ぶの隙すきもないほどに完全密着状態だ。ほんの数センチ横にルノアの顔があり、吐息も、身体の温かさも、女の子特有の柔らかさも、全部分かる。

（これは、どうにかして脱出しないと大変なことになるぞ）

　ルノアが目を覚ましたら、自分が殺されるのではないだろうか。あるいはシャルロッテに発見されたら、命はもうない。

（ああああああ……！）

　冷たい汗を流し、シグはルノアの腕から逃れる術すべを模索した。

　だが、熱源から離れたくないルノアは頑かたくなだった。

　しばらく格闘していたが、どうにもこうにも無理だった。

　時刻は明け方のようで、泥酔したルノアは目を覚まさないまでも、あと数時間したらシャルロッテかリラが起こしにくるのではないだろうか。

「俺の人生、終わったかもしれん」

　シグは真顔でつぶやくと、再び抜け出すための戦いをはじめ――部屋のドアが静かに開けられる音にびくりとした。今度こそ本当に侵入者――

「あの凶暴女は再び縛りました。さあ、シーくん。わたしの爪つま先さきから頭の上まで全部知ってください」

　侵入者その二はそう独りごちた。

「ちょっとまてロッテ！　こっちを見るな！」

　だが、彼女は見ていた。石像のようにぴたりと固まり、重々しい沈黙が流れる。ぎりぎりと歯は軋ぎしりしながら、シャルロッテは押し殺した声で言った。

「し、シーくん。これは、どういうことですか。そのどう見てもよろしくしてしまったあとみたいな状況をわたしに説明してください。速やかに。論理的に。微分積分を使って説明してください」

「まてまてまて、お前もう言ってることがよく分からん。ってか、違う。見ろ。服着てるだろ。よろしくしてない」

「着衣プレイ……!?」

「違うわ！　ほら、よく考えろ。俺おれがそんな甲か斐い性しようがある男か？　優柔不断で情けない奴やつだぞ。冷静になれって」

　シグは自分で言って情けなくなった。だが、そんな説得も虚むなしく。シャルロッテはわなわなと拳こぶしを震わせ、その瞳ひとみに殺意の光を灯ともした――ように見えた。

「シーくんを殺してわたしも死にます！」

「ぎゃああああ！」

「はいはいはい、そこまでそこまで」

　突然、ぱんぱんと手を叩たたきながら涼しげな声が割り込んできた。ルッツだった。レニと一緒に帝都に残ったはずの友人に、シグはほとんど救世主に向けるような眼まな差ざしを向けた。

「シグ、お取り込み中のところ悪いんだけど。少しばかり厄介なことになった」

「ルッツ、お前は神か。俺、厄介なこと大好き」

「それはなによりだね。しかし君、そのうちに刺されるんじゃないか？」

　ルッツは芝居がかった仕草で肩をすくめると、開いたままのドアの向こうを指さした。

「準備しろ。あちらさんと同伴して〈白鳥城〉にいくことになった」

　そこには〈六花りつか騎士団〉の制服の上から使い古した軍用コートを羽織った女が立っていた。燻くゆらせていた煙草たばこをブーツの踵かかとで踏み躙にじり、その女――ウーフーは言った。

「つくづく――縁があるじゃないか。ええ？」



    

  
    
      
第四章



　凍いてつく風が吹きつけ、雪原の雪を巻き上げていく。辺り一面、真っ白だ。小高い丘陵から双眼鏡を手にその白い世界を望み、エリーゼはつぶやいた。

「飛行船のハンガーが、一、二、三――ですわね」

　白を基調にした雪原用の野戦服に身を包み、背中には長方形のケースを背負っている。

「ああ、見えてる」

　同じく雪原用の野戦服を身に纏まとっているヒューゴが、目を細めて言った。棒つきの飴あめを咥くわえ、右手で数個の小さな鉄球をじゃらじゃらと弄もてあそんでいた。

「目測で二五〇〇メートルってとこか」

「そんなものですわね。風は北北西、五メートル」

「あのデカブツをやる分には風の誤差は大したことじゃねえ。観測手はいらねえよ」

　ヒューゴは獣じみた笑みを浮かべると、遥はるか彼方かなたにある〈六花騎士団〉のエッシェンバッハ基地を睨にらんだ。

　金網のフェンスに囲まれた広大な敷地にある飛行機用の滑走路、飛行船の巨大なハンガー、探照灯と銃架が設置されている見張り塔、そして堅けん牢ろうな石造りの建物群。それら全すべてが裸眼のままでよく見える。

「それじゃあ、一丁暴れるとするか」

「是非もありませんわね」

　エリーゼが背負っていたケースを足元に降ろした。留め金を外し、中に収まっている分割された騎き兵へい槍そうを手際よく組み立てていく。

　目的は二つ。〈白鳥城〉の見取り図を強奪すること。連中が〈白鳥城〉へいく手段を破壊すること。

　ヒューゴは口の中の飴あめを噛かみ砕くと、残った棒を吐き捨てた。

「俺おれがこんな身体からだになっちまったあの砂漠でお前を見つけてからもうすぐ一〇年……くっくっ、ようやく手がかりらしい手がかりにたどり着いたってもんだ」

「感慨に耽ふけるのはまだ先でしょう、ヒューゴ。ようやくはじまったばかりですわよ」

「違いねえ」

「ワルサー・ザウエルは、まだなにか知っているのでしょうね」

「恐らくな。奴やつは俺に言った。〈血ち塗まみれの竜王女〉の秘密を一つ教えよう、とな」

　一つということは、二つ、三つとある。総裁のお気に入りとはいえ、〈党〉に入ってほんの数年で筆頭副幹事長にまでなったあの男は得体が知れない。

　あの場末の酒場で、ヒューゴはザウエルの申し出を断った。ザウエルが〈党〉に知られていないなにかを知っているように、彼にも〈党〉に知られるわけにはいかないことがある。だが――

「薄々、お前の正体にも気づいてるかもしれねえ」

「〈党〉に知られれば、あの度し難い連中は必ずあなたを狩り立てますわよ」

　エリーゼの声は冷え冷えとしていた。

　騎兵槍を肩に担いだ彼女は、氷の彫像であるかのように冷酷な殺気を放っていた。

「そうしたなら、あなたと二人で戦争ですわね。わたくしは、あなたとしか踊るつもりはありませんもの」

「そうだな。所しよ詮せんこの世は鉄と血でしか回らねえし、殺し殺されることでしか終わらねえ」

　ヒューゴは凶暴な笑みを浮かべ、弄もてあそんでいた鉄球を握り締めた。

「仕掛けるぜ、エリーゼ。鏖おう殺さつの雄お叫たけびを上げろ！」

「承知」

　二人は同時に〈タペストリー〉を幻視した。視みることができるのは、複雑に編み込まれた世界を構成している設計図のほんの一端。うまく紐ひも解とき、編み変えるのは、そこからさらに小さな一部分。それでも、世界は確かに変わる。

「〈弾丸超特急〉！」

　ヒューゴは右手の鉄球を一つ、親指で弾はじき出した。

　放たれた鉄球は凍こごえる大気を一瞬で切り裂いて、爆発的に加速した。続けざまに、さらに二発の鉄球が放たれる。

　そして、数瞬後。

　遥はるか二五〇〇メートル先で爆発が起きた。

　空気が震え、三本の巨大な炎の柱が上がる。

　それよりも一瞬だけ早く、

「〈天あま翔かける渡わたり鴉がらす〉！」

　凛りんとした声とともにエリーゼの足が雪の上からほんの数センチ浮上した。

「エリーゼ・ヴァレンシュタイン、参ります」

　同時に雪を巻き上げて滑り出す。

　騎き兵へい槍そうを構え、地表すれすれを猛烈な勢いで滑空する。ピンクがかった鮮やかな金髪がきらきらと輝き、エリーゼはまるで女神のような美しさだった。

　何発もの鉄球がぞっとするような音を奏でながら、彼女を追い越していった。

　閃せん光こう。さらに爆発。

　敵襲を知らせる警報が鳴りはじめた。腹の底に響くような不気味な音だ。

（見えた……！）

　視界に〈六花りつか騎士団〉のエッシェンバッハ基地を捉とらえ、エリーゼは冷ややかに笑った。

　基地はかなり混乱しているようだった。

　飛行船のハンガーからはもうもうと黒煙が上がり、炎が噴き出ている。爆発で飛散したコンクリート片や鉄骨が至るところに散乱し、ヒューゴの魔術によって見張り塔の探照灯や銃架は破壊され、堅けん牢ろうな建物は穴だらけだった。

　警報に混じって怒号と悲鳴が飛び交い、青と白の制服を着た連中が慌ただしく駆けずり回っていた。怪け我が人にんを救出し、武器庫に走って装備を手に取り――

　エリーゼはそんな中に、なんの躊ちゆう躇ちよもなくフェンスを飛び越えて乱入した。

　滑走路を滑空し、一気に基地の建物へと迫る。

「敵襲――っ！」

　誰だれかが叫んでいる。気づかれた。だが、彼女は動じない。機関短銃の銃口をこちらに向けようとしている男に突進し、擦れ違いざまに騎兵槍を突き出す。

　重い手て応ごたえ。

　男は機関短銃を放ほうり出すと身体からだをくの字に曲げて、今やエリーゼとともに滑空していた。腹を騎兵槍に貫かれ、鮮血を撒まき散らしながら。一瞬で絶命している。

　エリーゼは滑空を維持しながら騎兵槍を立ち上げ、氷上にいるかのように優雅に一回転した。そのまま騎兵槍を振るい、串くし刺ざしにされていた男がゴミのように放り出され滑走路の上を転がる。

「全すべての問題は――鉄と血によってのみ解決されますの。お分かりかしら？」

　底冷えするような笑みを浮かべ、彼女は血を浴びた。



◆◇◆◇◆



　白銀の世界が物もの凄すごい速度で流れていく。

　エンジンが獰どう猛もうな唸うなり声を上げ、後輪が派手に雪を巻き上げる。

　多少の道の悪さなど関係なく、車体が跳ね上がっては衝撃とともに着地する。フロントのガラスに雪が飛び散り、ハンドルを握っているウーフーは舌打ちした。それでも決してアクセルを緩めようとはしない。

　日が明けるのとほとんど同時にごつい四輪駆動車に放ほうり込まれ、シグは何度目かも分からない着地の衝撃に顔をしかめた。

　針葉樹の森林地帯を抜け、もうかれこれ二時間近くは雪原を走っている。

「うー……頭がガンガンするのだが」

　隣の席ではルノアも顔をしかめていた。もっとも、これは二日酔いだったが。

「ちょっとお！　事故ったらどうするのよ、事故ったら！　って、ぎゃあああ！」

「そ、そうです。とめてくださ――いやああああ！」

　後ろの席ではリラとシャルロッテが強こわ張ばった表情で抱き合い、悲鳴を上げ続けていた。

　シグも悲鳴を上げたいくらいだったが、ぐっと堪こらえて運転席と助手席の間に身を乗り出す。助手席で平然な顔をしているルッツに叫んだ。

「まだ着かないのか！」

「黙って座ってな！　後ろの女どもも、ちったあ慣れたらどうなんだい！」

　答えたのはウーフーだった。喋しやべったせいで咥くわえ煙草たばこの灰が落ちる。

　シグは身体からだを引っ込めて、言われた通りに口を噤つぐんだ。

　それにしても、まさかこの女と一緒になるとは。

　ルッツによれば、ウーフーは第四帝国の首相に雇われているらしい。

　その依頼内容は、〈白鳥城〉の地下に眠る財宝を発見して回収すること。

　第四帝国の国家財政は破は綻たんの危機にあり、最も早はや、ヴァグナー・エッシェンバッハの財宝に頼る以外に方法はないらしい。今までに何度も捜索隊を送り込んだが誰だれ一人として帰還せず、そこで白羽の矢が立ったのがウーフーたちだったというわけだ。

　第四帝国で依頼のために活動するにあたり、彼女たちは正式にある身分を得た。第四帝国内務省帝国警察局冬季戦闘国境警備隊――〈六花りつか騎士団〉。

　軍と警察両面の機能を保持しているこの組織の特権は凄すさまじい。神聖連合皇国指導部から指名手配されていようが、誰も第四帝国の中では彼女たちに手出しできない。

　そしてそれは、〈竜の箱庭〉も例外ではなかった。

（だからって、先生もよくやる）

　シグは胸中で独りごちた。

　レニは手出しできないまでもウーフーにべったりと張りついておくために、〈竜の箱庭〉も財宝の回収に無償で協力することを申し出た。第四帝国側としては、願ったり叶かなったりだったろう。あの〈竜の箱庭〉がタダでやってくれるのだから。

　そして、これにはさっさと財宝を回収して依頼を終わらせてやる意味もある。そうすればウーフーに与えられている身分は剥はく奪だつされ、晴れて堂々と手出しできるというわけだ。

（こっちとしても、〈白鳥城〉にいくのは望むところだけどな）

　シグは胸中で独りごち、二日酔いでぐったりしているルノアに視線をやった。

「お前さ、大丈夫かよ」

「む。物もの凄すごく頭が痛いぞ」

　ルノアが不機嫌そうに言ってくる。幸いにして酔っ払っていた時の記憶はないらしい。

「し、シーくん。ずるいです。わたしも心配してくださいいいい！」

「あ、あたしだって吐きそうなんだから！　ぎゃああああ！」

「あー……はいはい」

「な、なんですか、そのおざなり感は！」

「あんたねえ！　か弱き乙女をもっと労いたわりなさいよ！」

　こんな時だけ仲がいいように見える二人にシグがげんなりしていると、

「見えたぞ、シグ！」

　助手席のルッツがこちらを振り返り言ってきた。

　その言葉の通り、前方に〈六花りつか騎士団〉の基地が見える。旧エッシェンバッハ辺境伯領を管轄する部隊が駐留している基地で、ここまでくれば〈白鳥城〉はすぐそこだった。

「やっとかよ……！」

　シグがつぶやいた瞬間、なにかが猛烈な速度で空気を切り裂いた気がした。

　一瞬後、基地のハンガーが爆発した。

　爆音が大気を震わせ、噴き上がった火柱が雪原を赤く染める。

　火の玉になって撒まき散らされたなにかの残ざん骸がいが雨のように降り注ぎ、

「なんだってんだい！」

　ウーフーは叫ぶなりハンドルを切った。車体が大きく揺れて、雪の上をほとんど滑るように移動する。車のすぐ横に、落下してきた鉄骨が突き刺さった。いくつもの火の玉がフロントのガラスを直撃し、蜘く蛛もの巣状の白いひびが走る。

「くそったれが！」

　すかさずウーフーがガラスを叩たたき割った。

　暴風にも似た凍いてつく風が車内に吹き込んでくる。

　続けざま、残りの二つのハンガーも爆発した。閃せん光こうが走り、巨大な二本の火柱が噴き上がる。爆音と衝撃。ハンガーの中の飛行船がやられている。

「敵襲か！」

　ウーフーが凶悪な笑みを浮かべ、咥くわえていた煙草たばこを外へと吐き捨てた。

　その言葉の通り、基地が猛烈な攻撃に晒さらされている。砲弾にも似たなにかを浴びせられ、見張り塔の探照灯が粉々に砕け散り、建物という建物に次々と大穴が開く。

　シグは身を乗り出して叫んだ。

「魔術かよ!?」

「それ以外なにがあるっていうんだい！」

　ウーフーはなおもアクセルを踏み続けていた。基地はもうすぐそこだった。

　敵襲を知らせる警報がついに鳴り響いた。

「突っ込むぞ！」

　ウーフーが叫ぶと同時に、車は基地のゲートをぶち破って中へと侵入した。もうもうと上がる黒煙。降り注ぐ焼け焦げた残ざん骸がい。悲鳴と怒号。秩序のない銃声。

　すでにそこは戦場だった。

　車がタイヤの擦こすれるけたたましい音を上げて停止する。

　一瞬だけ見えた光景に、シグはぎょっとした。猛烈な速度で基地を走る、いや、滑空する白い人影。巨大な騎き兵へい槍そうに、きらきらと輝くピンクの髪。

「〈串くし刺ざし令嬢〉！」

　エリーゼ・ヴァレンシュタインは〈六花りつか騎士団〉の野戦服を着た男を騎兵槍で串刺しにし、踊るように優雅に回転してから、その男をゴミのように投げ捨てた。

「くそ。〈狼おおかみの営巣〉の化物どもがなんの用だってんだい！」

　ウーフーは車を飛び出すと、すぐさま駆け寄ってきた男に向けて声を張り上げる。

「軍曹！　状況を報告しろ！」

「負傷三名ですが戦闘には支障なし。全員通常装備にて待機中。敵、一名確認。現在、正規部隊と交戦中です。支援しますか？」

「正規の部隊は放ほうっとけ！　戦線を構築しろ！　面で制圧射撃して好き勝手にやらせるな！　それに狼が一匹だけだと思うんじゃないよ！」

「〈砂漠帰り〉ですか、少佐」

　軍曹の言葉にウーフーは押し殺した声で笑った。

「そうさね。面倒だが、連中はあたしが相手をする」

「ウーフー、どうする気だ？」

　車を飛び出したシグはそう言って、散発的に聞こえてくる銃声に思わず肩を震わせた。

「ビクビクするんじゃないよ黒ずくめ。やるに決まってるだろうさ。お前らも手を貸しな――おい、ルッツ・シュタイフ！　そっちに索敵型の魔術を使える奴やつはいるか？」

「残念ながら」

　助手席から降りたルッツが頭を振る。

「なら、長距離攻撃型の奴がいるだろう。そいつを見張り塔に配置しろ。魔術の攻撃がやんだってことは、もう一匹がすぐにくる。長距離型と組んでそいつの足をできる限りとめろ。それから近距離型を二人貸しな」

「分かった。リラ、いけるか？」

「気持ち悪いんだけど……」

　這はい出すようにして外に出てきたリラは、蒼あおい顔をしてそれだけを言った。小銃が入っているケースを抱えて、足元をふらふらさせている。

「同じく……」

　さらにはシャルロッテも、外に出てきてうずくまっていた。

　ルッツは軽く嘆息して、どうにかまともに立っているルノアを見た。

「ルノア、シグと一緒にウーフーと組め。シグもいいな？」

　シグはルノアと視線を交わしてからウーフーを見て――彼がなにか言うよりも早く、軍曹と呼ばれていた男の冷静な声が背後から響いた。

「少佐！　九時方向、きます！」

　その言葉の通り、こちらに気づいたエリーゼが猛烈な速度で迫ってきていた。すれ違いざまにまた一人を串くし刺ざしにし、騎き兵へい槍そうを振るって投げ捨てる。

「ルッツ・シュタイフ！　黒髪を見張り塔に走らせな！　お前は眼鏡めがねともう一匹に備えるんだよ！　軍曹、制圧射撃だ！　遅れをとるな！」

　シグは背後にある三階建ての建物――今や大きな穴がいくつも穿うがたれている――の屋上から、あるいはその穿たれた穴の陰から、ガラスが砕け散ってしまった窓から、黒く光る自動小銃の銃口がずらずらと突き出ていることに気づいた。

　一斉に火を噴く。絶え間なく無数の銃火が瞬またたき、銃声の大合唱が鼓膜を震わせた。

　無数の弾丸がコンクリートを抉えぐり、削り立て、跳弾の火花を散らす。

　エリーゼは弾丸の嵐あらしから逃れるために、大きく飛ひ翔しようした。大空に舞い上がり、優雅に回転。そのまま獲物を狙ねらう猛もう禽きんのように急降下してくる。

「さあて、やるとするか。黒ずくめ」

「シグだ。シグ・ヘンケルス」

　シグは腰の長剣を音もなく抜いた。

「はっ、ヘンケルスだって？」

　ウーフーは興味深げににやにやと笑い、だがそれ以上はなにも言わなかった。

「銀髪は？」

「ルノア・ローゼンタールだ。覚えておけ」

　ルノアはそれだけを言うと、腰こし溜だめに剣を構えるような格好になった。彼女は同時に〈タペストリー〉を幻視し、編み変えた。その手に半透明の魔術の刃やいばが現れる。

　シグも右みぎ脇わきを絞り、長剣をすっと立てた。上空を仰ぎ見ながら、

「ウーフー！　くるぞ！」

「まあそう慌てなさんな」

　ウーフーは迫ってくるエリーゼを乾いた眼光で見据えていた。左手の人差し指と中指を立てて腕を突き出し、弓を絞るように右腕を引く。

「〈串刺し令嬢〉の実力、とくと拝ませてもらうよお！」

　ウーフーが〈タペストリー〉を幻視し、編み変えた。それは郵便飛行船の時とはまったく違う編み変えだった。

「〈雷火流星〉！」

　光の矢が現れる。ウーフーは左腕で狙ねらいを定め、本物の矢を撃うつようにして引き絞った右手から魔術の矢を撃ち放った。

　一瞬の閃せん光こうが迸ほとばしる。

　次の瞬間――エリーゼが空中で大きく弾はじかれ、錐きりもみ状態になった。だが地表すれすれで体勢を立て直し、そのままこちらに向かってくる。騎き兵へい槍そうの切っ先が何度かコンクリートに触れ、激しい火花を瞬またたかせた。

「かわしたってのかい！」

　ウーフーが叫ぶよりも早く、シグはエリーゼに向かって一歩を踏み出した。彼女が纏まとっている殺伐とした空気は、交流戦でやり合った時とは別人のようだった。

　エリーゼが目を見開いて叫んだ。

「シグ・ヘンケルス！」

「エリーゼ・ヴァレンシュタイン！」

　シグも叫んだ。頭でなにかを考えるよりも、身体からだが先に動く。エリーゼの騎兵槍に這はわせるようにして白刃を合わせ――だが、長剣の刃やいばと騎兵槍が交錯する瞬間、エリーゼは半回転して背中を向け、ほとんど直角に横滑りした。

　彼女が前に向き直り、シグの左側を擦過する。

（しまっ……！）

　背中に強烈な衝撃を喰くらい、シグは数メートルを吹っ飛んだ。騎兵槍で横殴りにされたらしい。ごろごろと転がり、痛みを無視して立ち上がる。

　続けて金属がぶつかり合うけたたましい音。

　エリーゼの懐に入り込んだルノアが、〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉で騎兵槍を跳ね上げていた。

　そのまま返す刀で袈け裟さ懸がけに魔術の刃を振り下ろす。

　巧みに騎兵槍を操り、エリーゼはその一撃を受けとめた。

　再び金属の絶叫。カッと火花。

　ルノアは少し驚いたような顔をした。

「そんな長物で、よくやる……！」

「わたくしを甘く見ないでいただけるかしら！」

　弾かれるようにして、両者が後ろに飛ぶ。

　シグはルノアと入れ替わるようにしてエリーゼを追いかけ、ほとんど追い越すくらいにまで距離を詰めた。擦れ違うようにして、胴を貫く。

　必殺の間合いだった。だが――

「あらあら、残念」

　エリーゼは背中から倒れ込むようにしてその一いつ閃せんをかわし、地表すれすれを背泳ぎのような体勢で滑空して大空へと舞い上がった。だが、よく見れば左腕が垂れ下がり、血が滴したたり落ちている。最初のウーフーの魔術をかわしきれなかったらしい。

　そこへ再び、閃光が走った。

　ウーフーの〈タペストリー〉の編み変えを察知していたエリーゼは、放たれた光の矢に向かって突貫した。そのまま閃せん光こうと擦れ違う。頬ほおを掠かすめ、彼女の白い肌から真っ赤な血が飛び散った。

　エリーゼは魔術を放ったばかりのウーフーに向かって急降下し、片手で騎き兵へい槍そうを半回転させた。先端を地表へと向け、ほとんど真上からの一撃を見舞う。

　ウーフーはぎょっとした表情を浮かべ、身を投げ出すようにしてその一撃をかわした。

　凄すさまじい破壊音とともに、騎兵槍がコンクリートに深々と突き刺さる。

　魔術を維持できなくなり、エリーゼはついに地表へと着地した。肩で息をしながら、それでも彼女は言った。髪をかき上げ、優雅に、美しく。

「さあさあさあ。女神に連れられて、地獄の底から狼おおかみが参りますわよ」

　彼女は交流戦の時とは本当に別人のようだった。串くし刺ざしにした〈六花りつか騎士団〉の兵士の返り血をべっとりと浴びて、その姿は身震いするほどに酷薄で、美しかった。

「ご機嫌よう、シグ・ヘンケルス。またお会いしましたわね。それから――」

　彼女は冷やかな金色の双そう眸ぼうをルノアに向け、

「そっちのいけ好かない女も」

「ふん。覚えているぞ。この前シグに負けた、えーと……負け犬、令嬢？」

「ちょっと！　違いますわ！」

「……負け犬？」

「どうしてそっちを残すんですの！」

　むきになって叫んでくるエリーゼを無視して、ルノアは小首を傾かしげた。

「まあ些さ細さいなことだ。シグに負けたことは変わりない」

「ほんっとに、あなたって無礼な女ですわね！」

　シグはこそこそとルノアの側そばまで近づくと、耳元に囁ささやいた。

「お前、あんまり挑発するなよ。なんかこの前よりも怖くなってんだから」

「別にわたしは事実を言っているだけだぞ。お前に負けたから、負け犬だろう？」

　ルノアはそう言って、露骨にエリーゼを指さした。

「指をさすな、指を」

　シグがすかさずルノアの手を払ったが、エリーゼが半眼で睨にらんでくる。

「聞こえてますわよ。シグ・ヘンケルス、あなた、もっとしっかりとこの無礼な女を躾しつけてくださるかしら。まったくもう……あなたの女でしょうに」

　呆あきれた様子でため息を吐つかれ、シグとルノアは顔を見合わせた。同時に叫ぶ。

『誰だれがだ!?』

「あらあら、違ったかしら？」

「違う！　お前こそ、なんと無礼な……！　そこになおれ！」

　ルノアが目を吊つり上げてさらに叫んだ。

　だが、エリーゼはそんな彼女を無視して、

「シグ・ヘンケルス。あなたとこの前の決着をつけて差し上げてもよろしいのですけど、今日は別のお客さまもいることですし。ねえ、ウーフー？」

　くすりと笑う。白い頬ほおに生々しい傷跡が走り、生乾きの血がこびりついている薄ら寒い笑顔だった。

「今度の仕事は報酬に見合って？」

「お前とやり合うなんざ、儲もうけがいくらあっても足りやしないがねえ。幸い、まだお釣りはくるさ。噂うわさ通り、なかなかやるようだねえ〈串くし刺ざし令嬢〉」

「それは結構ね。けれど、わたくしは狼おおかみの水先案内人。本命が、ほら、参りますわよ」

「少佐！　一一時方向！」

　軍曹の野太い声を聞いて、ウーフーはそちらを確認するよりも先に〈タペストリー〉を幻視した。一瞬で編み変える。

　無数の拳こぶし大だいの光球が、ウーフーを守るようにして一一時方向に隙すき間まなく密集して出現した。空気を切り裂くなにかが光球の壁にぶち当たり、爆発にも似た音と衝撃を走らせる。

「ちぃ……！　〈竜の箱庭〉のガキどもにゃあ、荷が重かったようだねえ」

　光球の大半が消滅し、ウーフーは舌打ちした。魔術を維持できなくなり、残っていた光球も消滅する。

「俺おれの魔術を防ぐたあ、やるじゃねえかよ」

「ヒューゴ・ザス……」

　シグは悠然と歩いてくる男の名をつぶやいた。無意識に息を呑のむ。この男を足どめするはずだったルッツたちはどうなったのだろうか。

「よお、シグ。お仲間が心配か？　今度会う時は、本気の殺し合いだと言ったはずだぜ」

　ヒューゴは獣じみた笑みを浮かべ、鋭い犬歯を剥むき出だしにした。

「覚悟はできてるかと言いてえところだが、お前らはなるべく殺さねえように頼まれてる。なるべくだがな。なんで、お仲間には少しばかり痛い目に遭ってもらった」

　シグは怪け訝げんな表情で聞き返した。

「頼まれてる？」

「ああ、頼まれてる」

　ヒューゴはそれ以上なにも言わず、ウーフーに向かって口を開いた。

「さてよ、ウーフー。これで三対二だぜ。〈竜の箱庭〉のガキどもじゃあ、さすがのお前もちょいと心こころ許もとなくないか？」

「はっ、笑わせるよ。そっちもそれなりにヤバいんじゃないのかい」

　ウーフーは薄ら笑いを浮かべた。彼女にはまだ手持ちの札はある。だが、正面からやり合えばこちらもただではすまないだろう、とも思った。ここいらで手打ちにできるなら取り引きをすべきだ、とも。

「お前ら、一体なにが目的だ。戦争をおっぱじめるってわけでもないだろうさ」

「〈白鳥城〉の見取り図だよ、ウーフー。お前さん、首相から受け取ってるだろう。そいつを渡してもらおうか」

「そんなもののために〈六花りつか騎士団〉の基地をほとんど壊滅させるたあ、お前ら正気かい」

　散発的に続いていた銃声も今はやみ、未いまだに炎が燻くすぶる飛行船のハンガー、破壊された基地の建物、転がる死体と怪け我が人にん。コンクリートの地面に散らばる、無数の瓦が礫れきや残ざん骸がい。ウーフーの言う通り、基地は壊滅していた。

　彼女は羽織っているカーキ色の軍用コートから、茶色の封筒を取り出した。

「こんなものでよけりゃあくれてやるさ。お前らのせいで〈白鳥城〉への足もなくなっちまったしねえ」

　封筒がヒューゴの足元に投げ捨てられる。

「随分と殊勝なこったな」

「お前らとこれ以上やり合っても仕方ない。世の中、命あってのものだねなのさ」

　ウーフーは平然と言った。それが彼女の流儀だった。



◆◇◆◇◆



　ヒューゴとエリーゼが姿を消したエッシェンバッハ基地は、火災の消火や怪我人の救助、死体の収容などで騒がしくなった。声を荒らげながら兵士たちが走り回っている。

「ウーフー、あんた、どうするつもりだ」

　復旧活動に協力することなく煙草たばこを吸っているウーフーの背中に、シグは言った。この女が本当に依頼を遂行することを断念するとは思えなかった。だが、見取り図がなくなり、〈白鳥城〉への足もなくなったことも確かだ。

「どうするだって？　決まってるだろうさ。連中より先に乗り込んで、お宝をかっ攫さらうまでだ。こちとら商売なんだ。信用に関かかわっちまう」

「けど、あんたも言ってただろう。飛行船なしでどうやって乗り込む？」

「方法はないわけじゃないんだよ。実はねえ」

　短くなった煙草を足元に投げ捨てて踵かかとで踏み躙にじると、ウーフーは続けた。

「そっちは五人か……ならこっちも五人で分隊を編成するしかないねえ。人数がかなり少なくなっちまう。まったく、レニ・ルクセンブルクは厄介なことをしてくれたよ」

　第四帝国の首相がウーフーに依頼した内容を知ったレニは、どういう手段を使ったのかは分からないが依頼内容を変更させた。つまり、〈竜の箱庭〉と協力してことを進めることを条件につけ加えさせたのだ。

　ウーフーは自分で言った通り商売人だ。契約内容はきっちりと守る。

「まあいい……ついてきな」

　歩き出したウーフーのあとを追っていくと、破壊を免れた飛行機用のハンガーが見えてきた。だが、〈白鳥城〉は湖に建っているため普通の飛行機では着陸できないはずだ。

　巨大な鉄の扉の前には軍曹と呼ばれている男が立っていた。

「軍曹、例のやつの準備はどうだ？」

「は。万事抜かりなく」

「よし。お前を含めて五人で分隊を編成しろ。人選は任せる。装備は屋内戦闘を想定。あと、ありったけの爆薬を持ってこい」

　軍曹は敬礼をすると、踵きびすを返して走っていった。

「この中になにがあるって？」

「開けりゃあ分かる」

　シグは鉄の扉の取っ手に手をかけ、体重をかけて横に引いた。重々しい音を立てて、ゆっくりと扉が開いていく。ハンガーの中には〈六花りつか騎士団〉に配備されている複葉機が整然と並んでいた。そんな中、一番奥に見慣れないものが駐機してある。

「あれのことかよ、例のやつってのは？」

　シグは一見すると飛行機に見えないこともない、その機体に近づいていった。

　鋭い印象を抱く機体だったが、飛行機よりもかなり大きい。複葉ではなく単葉で、長大な主翼の左右には巨大な三枚羽根のプロペラが取りつけられていた。操縦席とは別に、機体の腹に抱えられるような位置に貨物用の空間がある。

「回転翼機ってやつさ」

　航続距離こそ飛行機に及ばないが、離着陸に滑走路を必要とせず、飛行機よりも小回りが利く運動性を持っている新兵器。かつてのワイバーン騎兵のような運用を目的として開発されていると、最近噂うわさにはなっている。

「第一帝国のクラインシュミット社が開発した試作機だ。〈六花騎士団〉が評価試験のために配備した三機のうちの一機でねえ、随分と気張ったもんさ。〈狼おおかみの営巣〉の連中も、こんなものがあるとは夢にも思わなかっただろう」

「そりゃそうだ。けど、気張ってくれたおかげで〈白鳥城〉までいけるってわけか」

　シグは青と白に塗装され、雪の結晶の紋章が描かれている機体をしげしげと眺めた。

「そういうことさ。分かったなら残りの連中に準備をさせな。でき次第出発するぞ」

　不敵な笑みを浮かべてそう言い残すと、ウーフーは軍用コートを翻して去っていった。
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　牽けん引いん車しやに引かれてハンガーを出た回転翼機は、所定の位置までたどり着くと猛然とエンジンを咆ほう哮こうさせた。

　主翼に取りつけられている三枚羽根のプロペラが、それぞれ逆方向に回転をはじめる。最初はゆっくりと鈍重に、だがすぐに空気を鋭利に切り裂く音を奏で、やがて大気を叩たたく轟ごう音おんに変わる。

　兵員や物資を輸送するための貨物室には、壁に沿って簡素な座席が設置されていた。

　シグは座席のベルトで身体からだを固定し、長剣を抱きかかえるようにしていた。耳をつんざくやかましい音に顔をしかめる。

　正面に座っているウーフーは平然としたものだ。彼女だけでなく、軍曹と呼ばれていた男や他ほかの部下たちも一様に乾いた目をしていた。〈六花りつか騎士団〉の野戦服に身を包み、機関短銃で武装したその姿は戦地に赴く兵士そのものだった。

　だが、それはシグたちも同じようなものだ。観光保養都市ハーコートからここに連れてこられた際の格好でいくわけにもいかず、同じ野戦服を着込んでいる。

「お前、ひょっとして緊張してる？」

　隣に座っているルノアの横顔を覗のぞき込むようにして、シグは言った。普段と変わらないように見えたが、なんとなくそんな気がしたのだ。

「バカな。なにを言う」

　ルノアは硬い表情でそっぽを向いた。やはり緊張している。本当に〈血ち塗まみれの竜王女〉の棺ひつぎが〈白鳥城〉にあるのなら、巨大な運命の歯車が一つ回る。無理もない。

「先は長いんだ。あんまり力むなよ」

　シグはそう言ってルノアの頭を軽くぽんぽん叩たたいた。

「そういう扱いをするな、バカ！」

「ちょっとそこ、こういう場でじゃれ合うのやめてくれるかしら」

「そうですよ。わたしにもしてください。頭と言わず、どこでも触ってください」

　リラとシャルロッテが睨にらんでくるので、シグは騒音で聞こえないふりをした。小さな窓から外を見ると、誘導係が手旗を振って発進を告げていた。

「あんたはまたそうやって身体からだで篭ろう絡らくを！」

「違います。適度な触れ合いです！」

　だのと言い合っているリラとシャルロッテの言葉をかき消すようにして、エンジンが一際大きく唸うなり声を上げる。

　機体がふわりと浮いた。大気を叩く音を残し、一気に上昇する。飛行機とも飛行船とも違う、奇妙な浮遊感。飛行機のような爽そう快かいさも、飛行船のような優雅さもない。

　シグは鋼こう鉄てつの棺かん桶おけに入れられたような気分だった。

　回転翼機はぐんぐんと上昇を続け、いくつかの小さな浮島を擦過する。

　帝都ゲルヒルデや観光保養都市ハーコートがある大陸島は巨大で、遥はるか彼方かなたに島の終わりが見えた。

　回転翼機はそのまま上空を覆う雲に突入した。

　窓の外の景色がなにも見えなくなる。だが、それも一瞬のことだった。

　雲を抜けると真っ青な空がどこまでも突き抜けるような世界が広がっていた。

　空の底から見上げる世界は、さまざまな高度に浮かぶ大小無数の島が天を埋め尽くし、水資源が豊かな浮島から流れ落ちてくる水が霧雨のようになって、ところどころで虹にじをつくっていた。

　回転翼機はそのまま雲海を擦過するように飛行し、目的の浮島の近くで一気に上昇した。

「あれが〈白鳥城〉……」

　シグは窓から見えるおとぎ話のような光景に言葉をもらした。

　巨大な湖を持つ浮島だった。その湖の真ん中に、二本の尖せん塔とうを持つ白亜の城があった。湖の水面はきらきらと輝き、そのせいで城も輝いているように見えた。城の正門から湖を横断するようにして一直線に石造りの橋が延び、その先に小さな建物がある。恐らくは城を訪れた者がまたされる待機所のような場所だろう。

「降りるぞ。準備しな！」

　ウーフーが声を張り上げた。

　回転翼機は橋の上に着陸しようとしているようだった。
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〈白鳥城〉の正門は固く閉ざされていた。

　鋼こう鉄てつ製の巨大な扉には、竜と雪の結晶に象徴されるエッシェンバッハ家の紋章が装飾されている。旧ゲルヒルデ帝国にあって三人の皇帝を輩出した辺境伯家。〈六花りつか騎士団〉も元々は、辺境伯領の国境を守る騎士団だった。

　着陸した回転翼機から、まずはウーフーたちが整然と降り立った。

　それに続いて降りる傍ら、シグはルノアに耳打ちした。

「財宝が本当にあるとしてだ。お宝は連中にくれてやるが、どこかで出し抜いて棺ひつぎだけは手に入れなきゃならない。連中に知られると、説明するのがややこしい」

「それはそうだな。だが、そうするためには連中より先に財宝までたどり着いて、棺だけ先に持ち出す必要があるぞ。そんなことができるのか」

「途中でわざとはぐれるしかない。見取り図がなけりゃ、条件は一緒だ。むしろヒューゴとエリーゼに先を越される方が心配だ」

　先に降りたルッツが、こちらを手招きしている。

「いいか、はぐれる時に合図するからな」

「合図？」

「こうする」

　シグはぴょこんとしているルノアのポニーテールを引っ張った。

「のにゅっ……」

　ルノアは奇妙な声を上げた。

「……そのときは変な声出すなよ」

「う、うるさいな！　さっさと進め！」

「尻しりを蹴けるな。痛いだろうが」

　などと言いながら、シグも巨大な鉄扉の前に立った。

　見上げるほどの大きさの鉄扉を前に、ルッツが腕を組んでいる。

「どうするわけ、これ？」

　同じようにして見上げていたリラが、壮大さに呆あきれたようにして言った。

　ルッツは軽く肩をすくめ、

「ウーフー、あんた、なにか手は？」

「爆薬で吹っ飛ばすさ。ちょいとまってな。それともそっちの眼鏡めがねの魔術で破れるか？」

「眼鏡じゃありません。わたしにはシャルロッテ・ファーバーカステルという、ちゃんとした名前があります。いずれシャルロッテ・ヘンケルスになりますが」

「ロッテ、お前、なにをさらりと……」

　シグが強こわ張ばった表情でうめいたが、それは無視されたようだった。

　と、不意に鉄の扉がぎしぎしと軋きしみながら重々しく動いた。

　ほんのわずかに、数センチずつ、ゆっくりと確実に内側に開いていく。

「なっ……んだと……？」

　シグは薄ら寒いものを感じながらその光景を見ていた。

　やがて――人が一人やっと通れるくらいの隙すき間まができた。

　城内は巧みに光を取り込む設計がなされているのか、隙間の向こう側の様子が薄暗い中に見て取れる。どうやら、城内の奥へと続く広大な広間があるようだった。

「お入りくださいってわけか？」

　シグはうめいた。入ったら最後。三〇〇年の間、誰だれ一人として帰還しなかった城だ。

「はっ、ぶち破る手間が省けたってもんさ。いくぞ。警戒を怠るな」

　ウーフーは部下に指示を出すと、臆おくすることなく鉄扉の隙間を通っていった。

　それを眺めていたルッツが、こちらへと視線を送ってくる。

「さて、僕たちもいくとするか」

「俺おれが先頭かよ」

　シグは小さく嘆息すると、渋々ながら足を進めた。腰の長剣に手をかけ、いつでも抜けるようにして周囲を警戒する。

　扉の隙間を通って城の中へと入ると、そこは巨大な吹き抜けの空間になっており、床や柱に大理石が惜しげもなく使われていた。各所へ続く扉が規則正しく並び、壁には色鮮やかなステンドグラスの窓がいくつもはめ込まれている。

　中央には二階に続く巨大な階段があり、城はさらに奥へと続いていた。

　恐ろしく静かで、人の気配はなにもない。それでいて城内は埃ほこり一つなく、今でも誰かが生活しているようでもある。一言で言えば、不気味だった。

「ようこそ〈白鳥城〉へお出いでくださいました」

　静寂を破ったのは、抑揚のない女の声だった。感情もなにも感じられない、冷たく、のっぺりとした声だ。

　シグはぎょっとして周囲を忙せわしなく見渡し、中央の階段に目を向けて絶句した。

　そこには古風なメイド服を着た少女が佇たたずんでいた。膝ひざの裏まである白銀の髪に、金色の瞳ひとみ、透き通るような白い肌、なにもかもが――ルノアだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　シグは言葉もないまま自分の後ろにいるルノアと、階段の上に佇たたずむルノアを交互に見比べた。まったく、寸分の狂いもなく、同じに見える。

「大変申し訳ございませんが、我が主あるじの招待状をお持ちでないお客さまには、ご退去を願うことになっております」

　メイドはやはり無表情で、それでも恭しく頭を下げた。

　瞬間――足元の床が抜けた。

　足場をなくして身体からだが宙に浮き、その感覚にぞっとする。

　シグは近くにいたルノアの手を咄とつ嗟さに掴つかみ、

「なっんだあああああああああああああああああああああああああああっっっっ!!」

　わけも分からずに悲鳴を上げた。

　まっ逆さまに、彼は底の見えない闇やみに落ちていった。

　尾を引く悲鳴だけを残して、吸い込まれるように。



    

  
    
      
第五章



「そなたがあまりにも強情だから、余はこうすることにした」

　男が耳元で囁ささやく。その声は冷酷で、非情だった。

　ルノアは男を睨にらみ据え、両手の拳こぶしを震わせた。彼女は豪ごう奢しやなドレスを着て、美しい装飾品を身に纏まとい、バルコニーから中庭を見下ろしていた。

　背後に立つ男が、そっと肩に触れてくる。

「我が国の法は容赦を知らぬぞ。銀貨一〇枚以上の価値があるものを盗めば、正確無比の機械にかけられて、天国か地獄に首をなくして送られる。本一冊でも十分――いや、余の蔵書であるからその価値は計り知れぬだろうなあ。陪審員も、そう言っておる」

　中庭には、巨大な刃やいばを持った断頭台がある。今やそこには一人の男が頭を固定され、聖教会の神父と一六人の陪審員、そして執行人とその助手に囲まれていた。

「ここは余の帝国だ。白も黒も、余が決めること。ゆえに今からでもやめさせることもできよう。やめさせてほしいか、ルノア」

　首筋にざらりとした感触を覚えて、ルノアは身震いした。

　にやにやと笑う男の赤い舌が、彼女の白い肌を舐なめていた。

「くっ……！」

　ルノアは奥歯をきつく噛かみ締めた。ぎりぎりという音が耳の奥に聞こえた気がした。

「ならば余のものになれ。余はリンドブルムの叡えい智ちなどどうでもいい。そなたが欲しい」

「誰だれがそんなこと――」

「ならばそなたの騎士殿が、断頭台の露と消えてしまうぞ」

「貴様は、なんと卑劣な……！」

「卑劣？　なにを言う。そなたが余のものとなれば、騎士殿は生かしてやろうと言っているではないか。もう舞踏会を騎士殿と踊ることは叶かなわぬがな」

　ルノアは射い殺ころすような視線を男に浴びせた。金色の瞳ひとみには怒りがあり、憎しみがあり、懊おう悩のうがあり、恐怖があった。

　男はそんなルノアを見て楽しんでいるのか、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべていた。

「どうした。早く決めなければ刑が執行されてしまうぞ。一言、余のものになると誓えばすむことだ。さあ、どうする？」

　その言葉の通り、粛々と斬ざん首しゆの手続きは進められているようだった。陪審員が改めて罪名と刑を告げ、神父が朗々と神の言葉を読み上げている。

　だが、それを遮さえぎるようにして断頭台にかけられている彼が叫んだ。

「ルノア、なにを迷ってる！　お前は舞踏会の勝者になるんだろ！　だったら俺おれのことなんざ放ほうっとけ！　そんな奴やつさっさとぶん殴って、この国を出ろ！　それで新しいパートナーを見つけるんだ！」

　ルノアはバルコニーから身を乗り出した。断頭台にかけられている彼の顔は見えない。それでも彼女は叫んだ。

「お前以外と舞踏会が踊れるものか！」

「お前は本当にバカだな！」

「誰だれがバカだ！」

「お前だよ！　俺おれを助けて、舞踏会を棄権しようってのか！　契約のパートナーは、所しよ詮せんはお互いを利用し合う関係だぜ！　俺はリンドブルムの叡えい智ちのために、お前はマウザーの魔術から解放されるために！」

　それはそうなのかもしれない。だが、しかし――

「新しいパートナーを探せ、ルノア！　俺は所詮、こんなところでドジを踏む間抜けだった！　お前には相応ふさわしくない！」

　そんなことはない。お前は――教養高く、礼節を弁わきまえ、勇猛果敢な、わたしを導いてくれる白馬の騎士じゃないか。

「騎士殿はああ言っているが、さあ、どうする？」

　男が背後から囁ささやいてくる。

　ルノアは唇を噛かみ締めた。血の味がした。爪つめが喰くい込むほどに握り締めた震える拳こぶしを隠し、彼女はきつく目を閉じた。彼を見捨てることなんてできない。

「陛下に――」

　消え入るようなか細い声で、ルノアはついに言った。

「――お仕えいたします。身も、心も」

　屈辱の怒りを瞳ひとみの奥に押し殺し、男を睨にらみ据える。

「言ったな、ルノア」

　男は満足そうに言った。屈辱に打ち震えるルノアを見下ろして愉快そうに笑う。

　そして、男は執行人に向けて手を翳かざした。

　それは死刑執行の合図で――ルノアは愕がく然ぜんと目を見開いた。

「余に仕えるなら覚えておくがいい。余は気き紛まぐれなのだ」

　執行人が刃やいばを吊つり下げている縄に斧おのを振り下ろす。

　鋭利で巨大な刃が彼に向けて――



「！」

　ルノアは跳び起きた。恐ろしく生々しい情景に、今でも心臓が震えている気がした。

（今の夢……あれは……）

　本当にただの夢だろうか。いや、あれは夢ではなく。本当にあったことに違いない。棺ひつぎに戻ればなくなってしまうはずの、過去の記憶の断片――

　ルノアはゆっくりと息を吐いて、顔を両手で覆った。

「起きたかよ？」

　すぐ横から声をかけられて、彼女はびくりとした。

　驚いた顔でそちらを見やると、シグが壁を背にして座っていた。

　ルノアは地下へと落とされたことをようやく思い出した。真っ暗な空間に目が少しずつ慣れてきて、広がる光景に言葉を失う。

　石の壁と床で造られている、正に迷宮だった。天井の高さは暗くてよく分からない。すぐ近くには水路が流れており、どうやらこの地下全体に張り巡らされているようだった。

　だが、なによりも凄せい惨さんだったのは、そこら中に転がっている白骨だった。一人や二人ではない、それこそ何十人、何百人、あるいはもっとか。恐らくは水路にも沈んでいる。

「積もり積もって三〇〇年ってわけだ。もしかしたら、もっと前からかもな」

　シグがつぶやき、持ってきた懐中電灯で周囲を照らした。

　散らばっている白骨死体がよりはっきりと見える。鎧よろい兜かぶとを着ているものもあれば、野戦服のようなものもある。〈白鳥城〉の財宝を求めて侵入した連中の末路だ。

　ルノアはそこではじめて、シグ以外の姿が見えないことに気づいた。

「他ほかの連中はどうしたのだ？」

「落ちる途中でバラバラになった。一気にここに落とされるわけじゃなく、枝分かれした滑り台みたいになってて、一緒に落ちた仲間が分断されるようになってるみたいだな。で、天井から地下の迷宮にいらっしゃいってわけだ」

　シグは懐中電灯で、ルノアの顔を照らした。

「合流するとしたら、財宝がある場所しかない。一応は、みんなそこを目指すからな」

「この地下迷宮の最深部か。願ってもない」

　ルノアは立ち上がろうとして、

「……っ！」

　左足の痛みに顔をしかめた。今まで意識していなかったのだが、落ちた時に足首を痛めたらしい。自覚すると、どんどんと痛くなってきた。

「お前、どこか痛めたのか？」

「問題ない」

　心配そうな顔をするシグを手で制し、ルノアは右足に重心を乗せて立ち上がった。ひょこひょこと歩くことしかできず、走ることは難しそうだ。

「問題ないわけないだろうが。ちょっと見せてみろ」

「む。大丈夫だ」

「……ったく、強情な奴やつだなあ。あんまりあれだと“〝お座り”〟させるぞ」

　シグが呆あきれたようにして言ってくる。

「う……卑ひ怯きようだぞ」

　ルノアは渋々ながらも腰を下ろし、左のブーツの紐ひもを解いた。分厚い靴下を脱いで、ズボンの裾すそを膝ひざまで上げる。

　すらりとした白い脚を露あらわにして、彼女は憮ぶ然ぜんと言った。

「ふん。好きなだけ見ればいいだろう。バカめ」

「お前、言い方に悪意を感じるのは俺おれだけか？」

　シグのひんやりした手が足首に触れる。

「ちょっと動かすからな。痛かったら言えよ」

「痛い」

　ルノアは即座に言った。本当に痛かったのだから仕方ない。

「腫はれてるけど、折れてはないっぽいけどなあ」

「ぽいとはなんだ、ぽいとは。見せろと言っておいて」

「怒るなよ……まあ、とりあえず冷やしとこう」

　シグは腰の後ろからナイフを抜くと、自分の野戦服の袖そでをうまい具合に切り裂いた。それを水路の水に濡ぬらし、足首に巻いてくれる。冷たい感触が伝わってきて、ルノアは無意識にほっとした。

「いくぞ、ほら」

　差し出してくるシグの手を取って立ち上がると、彼は屈かがんで背中を向けてきた。

「なんだ？」

「いや、おぶってやるよ。歩くのきついだろ？　あ、懐中電灯持ってくれ」

　ルノアは戸惑った表情を浮かべて、誰だれもいないというのにきょろきょろした。どうしてこう、この男はたまにこういうことを恥ずかしげもなくやるのだろうか。

「早くしろって。たまには俺を頼れよ。一応は、お前のパートナーなんだろ？」

「ど、どうしてもと言うなら、頼ってやらないこともないぞ」

　結局、ルノアはそんな風に言った。

　シグは特に怒った様子もなく、小さく嘆息しただけだった。

「へいへい。どうぞ王女さま」

　確かにシグの言う通り、自分は強情だ。それでもって、素直でないのかもしれない。本当にシグのことをパートナーだと思っているのなら、もっと頼ればいいのに。

　ルノアは少し考えてから、シグの肩にそっと触れた。

　そのまま首に手を回して、思い切って背中に抱きつく。

「っと。お前、軽いなあ」

　シグがそう言って笑った。

　言葉の通り、ルノアは軽々と持ち上げられた。

　ルノアが持つ懐中電灯の明かりを頼りに、シグは迷宮を歩きはじめた。どこまでいっても同じ風景が続く。壁と水路。そして散らばる白骨。

　足音と踏み砕かれる骨の音だけが、不気味に木霊こだまする。

　シグの背中に揺られながら、ルノアは夢のことを考えていた。

　あれは間違いなく、過去のことだろう。シグの前のパートナーなのだろうか。顔も名前も思い出せないくせに、彼を信頼していたことだけは覚えている。

（わたしは……いやな奴やつかもしれない）

　自分が無意識にシグに求めていたことは、多分、前のパートナーがそうだったからだ。教養高く、礼節を弁わきまえ、勇猛果敢な、白馬の騎士。シグにはシグのよさがあるはずなのに、わたしはそんなことも考えずに、なんていやな奴なんだろう。

　シグのいいところくらい、少しは分かっているつもりなのに。

　あいつは努力家で、ずっと一生懸命で、最後の最後まで逃げない奴なのだ。それでもって、あとは、いつもさり気なくちょっぴり優しい。

　それでも頼ったり、甘えたりできないのは、前と違うからなのだろうか。シグのことを自分は無意識のうちに、ずっと夢の中に出てきた彼と比較していたのだろうか。

　そのくせシグにはパートナーだからと色々と注文をつけて、なんて自分勝手な女だ。

（やっぱり、いやな奴だ）

　ルノアは抱きついている腕に、少しだけ力を入れた。ぎゅっとする。それに驚いて、シグが視線だけをこちら向けてきたのが分かった。

「シグ……」

　頭でなにかを考えるよりも先に、彼女は口を開いていた。

　なにを言えばいいのかよく分からない。だが、なにか言わなければいけない。それだけは分かっているつもりだった。

「……夢を見た」

「夢？」

「昔の夢だ。わたしは――お前とは別のパートナーと舞踏会を踊っていて、それで……」

　ルノアは逡しゆん巡じゆんし、息を呑のみ、乾いた唇を舌で湿らせた。

「それで……多分、満足していた。とても――」

　自分はなにを言っているのだろうか。シグに昔はよかった、だのと言ってどうする。

「お前……前のパートナーのこと覚えてるのか？」

「完全に覚えているわけでは――顔も名前も分からない。ただ、わたしは彼に身を委ゆだねていればよかった。なにもしなくてもわたしを導いてくれる、教師のような存在だった。尊敬して、信頼していた」

「そうかい。俺おれなんかとは違うって？」

「ち、違う。そういうことではなくて――」

　ルノアはますます慌てた。そういうことを言いたいわけではないのに。

「違わないさ。棺ひつぎに戻れば消えちまう記憶を覚えてるんだから、それだけお前が忘れたくないって思ってたってことだ。あのマウザーの魔術でも狂いが生じるくらいにはな」

　シグは足をとめることもなく、黙々と歩きながら続けてくる。

「思い出ってやつはさ、覚えていたくても忘れていくんだ」

　つぶやくような声だったのに、シグの言葉ははっきりと耳に届いた。

　どこか重さのある、彼の実感が込められているような言葉だった。

「だから、覚えてるうちは大切にしてやれよ」

　どきりとした。

　自分が昔のパートナーと比べられていることを、多分、分かっているくせに。シグのことをわたしがちゃんと見てなかったことを、分かってるくせに。なにも責めない。

「でもまあ、一応は今の舞踏会の相手は俺おれだからな。お前に似合うようにがんばってみるよ。地道にな」

　シグの言葉は皮肉でもなんでもなく、真しん摯しに聞こえた。いつもはくだらないことですぐに口論になるのに。こんな時に限って、彼はどうしてこういうことを言うんだろう。お人ひと好よしで、優しくて――それがこいつのいいところなんだろうけど。

「バカめ……」

　ルノアは消え入りそうな声でそれだけをつぶやいた。

（でも、わたしはもっとバカだ）

　これからは、ちゃんと見てやろうと思った。一応とか、仮だとか、そんなことはもうやめだ。パートナーはシグしかいないのだから。向き合って、二人でやっていかなければ。

「シグ……」

　彼女はもう一度、腕にぎゅっと力を込め、彼の耳元で囁ささやいた。

「……ごめんなさい。ありがとう」

　ルノアは目を閉じて顔を伏せた。ちょっとだけ素直になってみるというのは、やはり、どうにも無理かもしれない。頬ほおが熱い。

　シグはなにも言ってこなかった。

　それはとてもありがたかった。



（ごめんなさい。ありがとう、ね）

　シグは背負っているルノアには分からないように微苦笑をもらした。あのルノアが、自分にそんなことを言うとは――

（俺も随分とがんばったもんだ）

　彼女が舞踏会のパートナーに求めている理想は高く、時折、夢物語に出てくる騎士みたいだと思っていた。そして、どうやら本当にそうらしい。ルノアと以前踊っていた奴やつは、この無愛想な凶暴娘からよくもまあそこまで信頼を勝ち得たものだ。そんな奴のことを覚えているのなら、自分が物足りなく思われても仕方ない。

　ちらりと背中に視線をやると、ルノアは顔を伏せてしまっていた。

　シグはなにも言わずに、黙々と歩いた。彼女の吐息と鼓動を背中に感じながら。

　地下迷宮は噂うわさ通りに複雑で、延々と同じような景色が続いていた。どれくらいの時間が経たったのか分からなくなりそうだった。ほんの数分なのか、数時間なのか。

　シグは不意に言ってみた。

「なあ、ルノア。あの階段にいたのって、お前だよなあ」

「……わたしではないが、わたしだった。確かに」

　ルノアはそう言って、ようやく伏せていた顔を上げた。

「なんなんだ、あれ。そっくりとかいうもんじゃなかったぞ」

「わたしに言われても知るわけあるか」

　あのメイドの姿をした少女は、間違いなくルノアそのものだった。一体、この城はなんなのだろうか。財宝伝説とは別になにかあるのではないか――そんなことを思っていたシグは、前方に佇たたずむ人影に皮肉げな相そう貌ぼうをゆがめた。

「見ろよ。メイドがお出迎えだ」

　ルノアが持っている懐中電灯の光に照らされて、そこにはメイドの格好をしたルノアが静かに佇んでいた。冷ややかでのっぺりとした無表情だった。

「先ほどは大変失礼いたしました。我が主あるじがお呼びでございます。ルノアさま」

　メイドは恭しく言った。実に奇妙な光景だった。

　背中のルノアに、シグは言ってみた。

「お前、知り合いでもいるのか」

「いるわけないだろう」

「だとさ、メイドさん。ちなみに、俺おれはどうなっちゃうんでしょうか」

　シグの言葉に、メイドは無言で小首を傾かしげる。

　次の瞬間――ずだん、という強烈な音とともに床を蹴けった。

「やっぱりかよ！」

　シグは叫ぶなりルノアを背中から下ろし、腰の長剣をすらりと抜いた。構える間もなくメイドが踏み込みざま、貫き手にした右手で突いてくる。

　シグはその一撃を左足をわずかに引いて、半身になってかわした。眼前を白い腕が掠かすめていく。がら空きになったメイドの腹に右の回り蹴りを喰くらわせ、ほんの少しだけメイドがぐらつく。

　砂袋でも蹴ったような重い手て応ごたえに、シグは顔をしかめた。

　それでもその隙すきに長剣の柄つかを両手で握り、腰を沈めるようにして一いつ閃せん。

　闇やみの中に鮮やかな銀光が弧を描いた。

　だが、硬質な手応えとともに刃やいばがとまる。

　シグはぎょっとした。

　メイドが左腕を翳かざして長剣を受けとめていた。白刃が深々と左腕に喰い込み、だが血は一滴も出ていない。なにかおかしい。

　メイドが左腕を払った。同時に踏み込んでくる。

　シグは咄とつ嗟さに軽く後ろに飛んだ。追いかけるようにして右の拳こぶしがくる。

「！」

　シグは派手に吹っ飛んだ。白骨を巻き込んで転がり、だがすぐに立ち上がる。威力は完かん璧ぺきに殺したからダメージはほとんどなかった。

　メイドが左腕に喰くい込んだままの長剣を抜いて、投げ捨てた。

「人間じゃない……？」

　そうつぶやいてシグがメイドを睨にらみ据えた瞬間、

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　ルノアの凛りんとした声が響いた。

　現れたのは、長さ一〇メートルはあろうかという半透明の魔術の刃やいば。

　それは一瞬でメイドの右胸を貫通し、そのまま水路の向こう側の壁に磔はりつけにした。

「ちぃ……！」

　足首の痛みに顔をしかめながら、ルノアは手首を捻ひねって魔術の刃を抉こじると、そのまま力任せに斬きり上げた。

　メイドの右胸から右肩にかけてが一気に裂け、切断された右腕が宙を舞った。

　小さなねじやバネ、得体の知れない部品が飛び散り、血の代わりに青白く輝く奇妙な液体がぶち撒まけられる。

　メイドはずるずると壁伝いに崩れていった。

　魔術の刃が音を立てて消滅する。

「自動人形、か……？」

　シグは半信半疑でうめいた。

　今ではすっかり廃れてしまった錬金魔術と呼ばれる研究の系譜。自動人形技術。義手や義足に部分的に応用こそされ――自立稼動する正真正銘、本物の自動人形だと？

「間違いない。自動人形だ」

　ルノアが崩れ落ちたメイドを見ながらひょこひょこと歩いてきた。落ちていたシグの剣を拾い上げて渡してくる。

「お前を模した自動人形ってわけかよ……」

「ふん。あまりいい気分はしないな」

「そりゃそうだろ。あー……ますますもってわけが分からん」

　シグは小さくうめくと、腰の鞘さやに受け取った長剣を納めた。

　瞬間、崩れ落ちていたメイドが目を見開いた。

　立ち上がるなり一足飛びに水路を飛び越え、シグの背後に着地する。

「シグ！」

　ルノアが叫び、シグは咄とつ嗟さに背後を振り返ろうとして――強烈な回し蹴げりを側頭部に喰らった。頭ず蓋がい骨こつが拉ひしやげるのではないかと思うような音がして、シグは頭から倒れるようにして吹っ飛んだ。そのまま水路に落ちて派手に水みず飛沫しぶきを上げる。

　ルノアは一瞬のことに呆ぼう然ぜんとしていた。

「我が主あるじがおまちでございます、ルノアさま」

　右腕を失っても、メイドは変わりない口調でそう告げ、恭しく頭を下げた。

　自分とまったく同じ容姿に、ルノアは改めてぞっとした。



◆◇◆◇◆



「もー……なんなのよ、もう！」

　暗い通路に木霊こだましたリラの声は泣きそうになっていた。

　それでも彼女は絶対に泣くまいと、やぶ睨にらみになってずんずんと足を進めた。踏み締めた骨が乾いた音を立てて砕け折れたが、そんなことはもう気にならなくなっている。

　彼女は小銃を肩から下げて、右手には錆さびた長剣にオイルを染みこませた布を巻きつけた松明たいまつを持っていた。哀あわれな末路をたどった冒険家たちから色々と拝借したのだ。

　地下に落とされてからどれくらい歩いているのか、彼女自身もよく分からない。

　一人になってしまうとは思いもよらなかったが、リラは誰だれかが助けにきてくれるのを震えてまっているだけのか弱いお姫さまではなかった。

　そんなわけで、彼女は一人でも猛然と行動を開始した。開始したわけだったが――

「なんでこんな目に遭わなきゃなんないわけ？」

　寒いし、暗いし、はっきり言って怖いし。落ちたせいで身体からだのあちこちも痛い。本当に、なんであたしはこんなところで、こんなことをしているんだろう？

　本当を言うと心細かった。こんな目に遭っているのはあいつのせいだけど、隣にいてくれたならどれだけいいだろう、と彼女は思った。

「シグのバーカ……」

　名前を呼んで、リラは大きく息を吐いた。

　足が重くなって、もうそんなに歩けそうにない。お腹なかも空すいたけど、食料はウーフーの部下たちが背負っていた背はい嚢のうの中だ。

　壁に背をつけると、彼女はそのままへたり込んだ。

　松明と小銃を投げ出して、膝ひざを抱えて小さくなる。自分はこのままどうなってしまうのだろうか。彼に助けにきてほしい、と思った。どんなに強気なお姫さまだって、やっぱり王子さまには助けにきてほしいのだ。

　改めてそれを自覚して、リラは小さくうなった。

　自分はもっと強い女だったはずなのに。永遠に続く舞踏会をさっさと棄権して、自分が好きなことを楽しんで、それで運命に任せて終わる人生でいいと思っていたのに。誰にも頼らずに、自分のためだけに生きていこうと思っていたのに。

　今は、彼と一緒にいたいと思うのだ。できるだけ長く。

（あたしってば、ホントに、いつからこんなになっちゃったんだろう）

　自問する。彼に出会った時から？　飛行船で喧けん嘩かして、笑い合った時から？　彼のところに押しかけようと決めた時から？　勢いでキスしちゃった時から？

「分っかるわけないかあ！」

　リラはぐるぐると回る思考を吹き飛ばすように叫んだ。

「もう！　早くあたしを助けにきなさいよ！　シグのバカ――――――――――ッ!!」



◆◇◆◇◆



「こういうのを絶体絶命というんだろうなあ。どう思う、シャルロッテ？」

「うぅ……どうせならシーくんと絶体絶命になりたかったです」

　涙目になっているシャルロッテに、ルッツは軽く嘆息した。

「それでこう、二人で困難を乗り越えてですね、愛が燃え上がるという脚本がいいかと思います。最後の場面は周りの空気を読まずにチューですよ！」

　シャルロッテは拳こぶしを握って力説した。

「はいはい。現実逃避の妄想はそれくらいにして、今のこの状況をどうするかを考えよう」

　口元を強こわ張ばらせて、ルッツはこちらを取り囲むようにずらりと並ぶルノアにそっくりなメイドたちを見た。どこを見ても、メイド、メイド、メイドだった。

　二人して地下迷宮に落下して、彷徨さまよっているうちにこのざまだった。ルッツとシャルロッテの足元には破壊したメイドの残ざん骸がいがいくつか転がっている。

「逃げるが勝ちって言葉、知ってる？　僕は割と好きなんだけど」

　ルッツはシャルロッテと背中合わせになってつぶやいた。

「分かりました。とりあえずわたしが楔くさびになります。魔術で援護してください」

「それが、まずいことに文庫本がもうない」

「な、なんて役立たずな！」

　柄つかを伸ばした金かな槌づちを両手で構えているシャルロッテは、半眼でルッツを睨にらんだ。

「文庫本のないルッツなんて、シスコンでロリコンの、ただの変態です！」

「君なあ……」

　ルッツの抗議の声を無視して、彼女は数瞬の間考え、断固たる口調で続けた。

「まだ写真があるじゃないですか」

「な……！　いや、あれはダメだ。僕の心の拠よりどころが」

「死んだら拠りどころもなにもないです！　ほら、さっさと！」

「くっ……なんて無慈悲な」

　そうこうしている間に、メイドたちはじりじりと包囲の幅を狭めていた。この自動人形が武装していないのは、不幸中の幸いだ。

　ルッツは震える手で、どんな時でも持ち歩いている一枚の写真を懐から取り出した。くりくりとした碧へき眼がんと金髪が可愛かわいらしい一二、三歳くらいの女の子の写真だ。

　ルッツは心底から言った。

「こんなことに使ってしまうことを許せ、愛する妹よ」

「きもーいです」

　シャルロッテは心底から言った。

　続けて、二人はほぼ同時に〈タペストリー〉を幻視した。

　世界の設計図を紐ひも解とき、編み変える。

「〈鋼こう刃じん白はく書しよ〉！」

「〈魔女への鉄てつ槌つい〉！」

　シャルロッテはメイドとの距離を詰めた。金かな槌づちを振るう。爆発にも似た衝撃音。メイドが一瞬で吹き飛んだ。身体からだをぐしゃぐしゃに拉ひしやげさせ、なにかの部品と青白い液体を撒まき散らしながら、後ろの何体かも巻き込んでいく。

　彼女はすかさずもう一度〈タペストリー〉を幻視した。シャルロッテの魔術は強力だが、一撃だけの使い捨て。ルッツにはこの隙すきを補ってもらわなければならない。

　ルノアにそっくりのメイドは仲間がいくらやられようと気にしなかった。のっぺりした無表情のまま『我は主命に従うのみ』とつぶやいている。

「一気に崩すぞ！」

　ルッツはシャルロッテの一撃で乱れている包囲の一角に突っ込んだ。鋼こう鉄てつの剃かみ刀そりと化した写真を右手の指に挟み、擦れ違いざまに一いつ閃せん。メイドの右肩から斜めに線が走り、そこから身体がずれて上半身が滑り落ちていく。

　青白く輝く液体が鮮血のように派手に噴き上がった。

　続けざま眼前のメイドを前蹴げりで蹴り飛ばす。だが、相手は少しぐらついただけだった。

　メイドが右腕を突き出す。腕が展開して、内蔵されていた機関短銃が姿を現す。

「げ！　冗談だろ！」

　ルッツは表情を引ひき攣つらせた。

　そこへ飛び込んできたシャルロッテが金槌を振るい、メイドの頭部が拉げて吹き飛んだ。遥はるか彼方かなたで水路に落ちる水の音が聞こえる。

「まずいぞ。武装してる奴やつもい、る……」

　ルッツはそこまで言って言葉をとめた。メイドの腕に内蔵されていた機関短銃の銃口が、ずらずらとこちらを向いていた。

「シャルロッテ」

「分かってます」

　二人はうなずくと――一呼吸置いて、脱だつ兎とのごとく駆け出した。

　同時に無数の銃声が耳をつんざく。

　暗くら闇やみの中に銃火が明滅し、雨と降り注ぐ弾丸がそこいらを薙なぎ払った。

　滝のように足元に落下した空から薬やつ莢きようを踏み締め、転がっている白骨を蹴け散ちらし、メイドたちは慌てず、急がず、隊たい伍ごを組んで追いかけてきた。

　ルッツは足元を銃弾で薙ぎ払われて、転がりながら通路の角を曲がった。

　続けてシャルロッテも這はうようにしてやってくる。彼女は頭の上にある獣耳を後方にぴたりと伏せていた。怯おびえている時の犬の耳と同じだ。

「ひーん。もういやです」

「くそ……数が多すぎる」

　隊たい伍ごを組むメイドの足音は不気味な音を立てて近づいてきた。そこではじめて、ルッツはすぐそこに地下へと続く細い階段があることに気づいた。

　二人は顔を見合わせ、迷うことなく階段を下りた。



　階段の幅は人が一人ようやく通れるくらいのもので、ずっと下まで続いていた。

　シャルロッテが背後を気にしながら声を潜める。

「お、追ってきませんね」

　ルッツも背後を見やった。確かにメイドが追ってくる気配はない。

「見逃したか、あるいはこの先にもっとよろしくないものがあるのか。どっちだと思う？」

「実は先回りされているというオチではないかと思います」

「おいおい。それは勘弁だね」

　そのまま階段を下り続けていくと、やがて一〇メートル四方の小さな空間に出た。そこにはルッツたちが下りてきたものとは別の階段がいくつもあり、どうやら迷宮のあちこちにここに続く階段があるらしかった。

　それ以外には、ありふれた木製のドアがあるだけだった。そこには一枚の案内板が吊つるされており、恐ろしく汚い字でこう書かれていた。

「『ベルケ研究室～お客さま大歓迎。お茶菓子を用意しておまちしています～』……？」

　ドアに近づいたシャルロッテが案内板の文字を読み上げた。

「なんだそれ」

「いえ。書いているままですが」

　ルッツは腕を組み、首を傾かしげた。この案内板が本当だとするなら中に誰だれかいるということになる。三〇〇年間放置されていた〈白鳥城〉に、一体誰がいるというのか？

　彼はシャルロッテに目線で合図を送った。

「ええ……？　わたしですか？」

　彼女は渋々ながらも承知して、ドアに手をかけた。すると、蹴け破やぶったりする必要もなくドアは普通に開いた。

「失礼しまーす……」

　シャルロッテが恐る恐る部屋の中へと足を踏み入れる。

　そこに広がっていたのは、確かに研究室と呼べるような光景だった。

　多種多様な試験管やビーカー、フラスコがところ狭しと並べられ、得体の知れない液体が入った三角フラスコが火にかけられている。さらには見たこともない薬品や標本、大小の機械部品や工具類。怪しげな薬草類に積み上げられた分厚い本の山。

「ま、魔女の館やかた……？」

　シャルロッテは率直な感想をもらした。彼女の言葉の通り、部屋は怪しげな魔女の部屋と町工場を合わせたような雰囲気だった。

「錬金魔術の本だな。こいつは珍しい」

　続けて入ってきたルッツが、手近にあった古めかしい本を手に取ってつぶやいた。恐ろしく古い言語で書かれており、ほとんど片言でしか読むことができない。

　錬金魔術は大昔に流行した魔術の一種だ。〈タペストリー〉を編み変えて石から金を作り出し、〈タペストリー〉が元に戻ろうとする現象である〈矛盾の蛇〉を回避して、その変化を定着させようと試みた研究が一番知られている。

「どなたか、いらっしゃいませ――ぎゃああああ！」

　シャルロッテのか細い呼びかけが悲鳴に変わり、ルッツはぎょっとした。

　手術台のようなところに、身体からだをばらばらにされた人が載せられている。だが、よく見ればそれは人ではなく機械仕掛けの人形だった。あの自動人形だ。

「やっかましいわい！　おちおち寝てもおれんじゃろうが！」

　突然、きんきんと響く甲高い声が聞こえた。近くにあった本の山が崩れ落ち、白い影がぬっと現れる。

　薄汚れた白衣を着た、一二、三歳くらいの少女だった。白衣の裾すそをずるずると引きずりながら、こちらに近づいてくる。少女は伸ばし放題になっている青みがかった黒髪を太い三つ編みにして左右に垂らしていた。

　深い青色の瞳ひとみが深遠な光を湛たたえてルッツたちを見つめた。

「なんじゃお主らは？」

　彼女の言葉は、今ではあまり使われなくなった古い文法や発音だった。そのままシャルロッテの獣耳を珍しそうにじろじろと見やる。

「仄ほの暗ぐらき人じん狼ろうの民とは珍しいのう」

「ち、違います」

　シャルロッテは頭の獣耳を後方にぺたりと伏せて言った。

「はっ、なら狼ろう狂きよう病びようかえ。それはますます珍しいの。ほかにどんな症状があるか、ちょっと儂わしの研究材料にならんか？　月の光を浴びたことはあるか？　銀の刃やいばで身を切られたことは？　無性に人を喰くいたいという衝動に苛さいなまれないか？」

　まくし立てるようにして言って、少女ははっと我に返ったようだった。

「いや、すまぬ。久しぶりの客人じゃというのに。どれ。今、お茶を用意しよう。なにせこんなところに三〇〇年以上もおると、さすがに退屈での」

　いそいそとビーカーに謎なぞの液体を注いでいる少女に、シャルロッテは恐る恐る言った。

「あのー、あなたはどちらさまですか？」

「なに？　儂を知らぬのか。ならばなんのためにここにきた？」

　少女は少しばかりきょとんとして、

「そうか。お主ら、儂への迎えではなかったか。これは失礼した。てっきり、ようやく迎えがきたものとばかり――」

　ビーカーに注いでいた液体を一いつ旦たん置くと、少女は偉そうに腕を組んだ。

「儂わしこそはメルセデス・ベルケ。稀き代だいの錬金魔術士〈人形作家〉とは儂のことよ」

「なっ……メルセデス・ベルケだって？」

　ルッツが口をぱくぱくさせていると、シャルロッテが耳元で聞いてくる。

（有名人ですか？）

（有名もなにも――人体実験を繰り返して聖教会から魔女狩りされた錬金魔術士だよ。まだ神聖連合皇国ができる前の――ほとんどおとぎ話さ）

　確かメルセデス・ベルケは人工生命の創造に執着し、とりわけ自動人形の研究に熱心だったという。それでついた異名が〈人形作家〉だ。まさか目の前の少女が本物のメルセデス・ベルケなどというわけはないだろうが……

「その顔は信じておらんな。まあ、無理もあるまい。儂も別に信じてくれとも思っておらんしの。それより儂は暇なのじゃ。お茶につき合ってくれんか」

　少女――メルセデスは、ビーカーに入った謎なぞの液体を差し出してきた。

「メルセデス・ベルケは魔女狩りで火ひ炙あぶりにされたと、僕は聞いてますが？」

「それは事実じゃが、儂は火炙りくらいでは死なぬ身体からだよ。ただ、それ以来研究がやりづらくなってな。儂はヴァグナー・エッシェンバッハをパトロンにして、ここでずっと研究をしておるというわけじゃ」

　ビーカーの中の液体はとても飲む気にはなれなかったので、ルッツは適当に話を続けた。

「なら、あのメイドの自動人形を作ったのも？」



    

  
    
      



    

  
    
      「うむ。儂わしじゃ。ヴァグナーに頼まれてな」

「なぜ、ルノア・ローゼンタールの容姿なんです」

　その名前を出したことに、メルセデスは多少驚いたようだった。

「それはな、ヴァグナーがあの娘に夢中だからじゃよ」

　彼女はビーカーに注いだ液体を呷あおりながら、思いもよらないことを言った。

「ヴァグナーは未いまだにあの娘を探し求めて生きておるぞ。この城でな」



◆◇◆◇◆



　見上げるほどに高い天井を持つ広い幅の身廊と、アーチで区切られた側廊からなる長大な部屋の一番奥。階段の上の玉座に退屈そうに座るその男は、なにも変わっていなかった。物もの憂うげな表情。不健康そうな痩そう身しん。なにもかもが同じだった。夢の中と。

　ルノアは瞠どう目もくした。なぜ気づかなかったのだろうか。あの夢は、この雪国が舞台だった。

「会いたかったぞ、ルノア。まさか余の城への招かざる客人にそなたがいようとは。そなたを手放してより探し続け、まち続けた甲か斐いがあったというものだ」

　男は口角を吊つり上げるようにして笑った。

　メイドに連れてこられた地下迷宮の奥深く。そこは本当に金銀財宝で埋もれていた。

　金貨と銀貨が山と溢あふれ、大きな宝石をあしらった装飾品がそこら中に無造作に転がっていた。大量の貴金属に埋もれるようにして、絵画や古書、刀剣類や壷つぼなどの骨こつ董とう品ひんが山積している。この中のどこかに、竜王女の棺ひつぎもあるのだろうか。

　一面に広がるそれら金銀財宝を見下ろす玉座に、男は座っていた。

　ルノアは男を睨にらみ据えた。夢の中で陛下と呼ばれていた男。かつてのパートナーを殺した男。突然に、なんの前触れもなく、頭の中にその名前が蘇よみがえった。

　怨えん嗟さのこもった唸うなるような声で、彼女は叫んだ。

「ヴァグナー・エッシェンバッハ！」

「そう。余はヴァグナー・エッシェンバッハだ」

　大仰に天を仰ぐと、彼は立ち上がった。

　いやらしい笑みを浮かべ、玉座からこちらへと近づいてくる。

「相も変わらず、いい目をしておるわ。誰だれにも媚こびず、誇り高く、凛りんとして――美しい」

「貴様の声を聞くだけで反へ吐どが出る」

　ルノアは拳こぶしをきつく握り締め、底冷えする声でつぶやいた。心底から胸を焼くような怒りが湧わいてくる。これは理屈どうこうではなく、彼女の身体からだが本能的に覚えている憎しみに違いなかった。

「そなたにもう一度会うために、棺を探し続けて幾星霜」

　ヴァグナーは派手に腕を振り上げて、周囲をぐるりと指し示した。

　金銀財宝に気を取られていて気づかなかったが、壮大なフレスコ画が壁一面に施されていた。それは〈血ち塗まみれの竜王女〉の伝説を模したもののようで、白銀の髪をなびかせて凛りん然ぜんと剣を構えるルノアの姿もあった。

「余は〈血塗れの竜王女〉の伝説を調べ尽くし、血眼になってそなたを探しておったが」

　ヴァグナーは顔を伏せ、肩を震わせた。くぐもった笑い声をもらし、それはやがてげらげらと下品なものに変わった。顔を上げ、身体からだ全体を使って派手に笑う。

「まさかそなたから余の元にやってくるとは！　そなたをもう一度余のものにしてやろう！　その美しい顔を絶望と怒りと憎しみと、屈辱に染め上げてやろう！　そして――」

　ぴたりと笑い声をとめて、ヴァグナーは嗜し虐ぎやく的てきな光を双そう眸ぼうに灯ともした。

「今度は永遠に余の元に置いてやろう」

　その言葉が終わるよりも先に、ルノアは〈タペストリー〉を幻視していた。世界の設計図を紐ひも解とき、編み変えて――

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　半透明の魔術の刃やいばを握り締め、彼女はヴァグナーに斬きりかかった。左の足首に激痛が走るが、無視した。だが、踏み込みに力が入らない。それでも振りかぶるようにして魔術の刃を背中に沿わせ、腰を沈ませる反動で袈け裟さ懸がけに振り下ろす。

　鋭い弧を描き、魔術の刃が中空を疾しつ駆くした。

　ヴァグナーは平然と、その一いつ閃せんを右手で受けとめた。硬質な手て応ごたえ。魔術の刃は右腕に深々と喰くい込み、動かなくなった。

「これは……！」

　ルノアはぎょっとした。あのメイドと同じだった。この男の身体は――

　瞬間、容赦のない蹴けりを顔面に喰らい、ルノアはもんどり打って倒れた。金貨の山に激突し、派手な音を立てて金貨や宝石が散乱する。

「そなたのそういう気の強いところが、余の好きなところよ」

　ヴァグナーの右腕に残ったままの魔術の刃が消滅した。彼はゆっくりと金貨の山に埋もれるルノアに近づくと、その顎あごを掴つかんで顔を上げさせた。

　ルノアの顔は蹴られたせいで右の頬ほおが腫はれ、口元が切れていた。

　それでも彼女は、鋭い眼光でヴァグナーを睨にらみ据えた。

「この気高く美しい顔が屈辱に打ち震え、余に屈服するさまはなんとも言えぬ快感だ」

　ヴァグナーがほとんど息のかかるような距離で囁ささやいてくる。碧へき眼がんに暗い光を灯し、口角を吊つり上げてにたりと笑う。そのまま赤い舌がルノアの頬をゆっくりと舐なめ上げた。ざらりとしたその感触は、夢のそれと同じだった。

　ルノアは反射的にヴァグナーの顔面を殴りつけた。鉄板でも殴ったような音と衝撃。右の拳こぶしに鈍い痛みが残る。

　思い切り殴ってやったにもかかわらず、ヴァグナーは首をわずかに傾けただけだった。

「余を見るがいい」

　ルノアは無む理り矢や理りに首を鷲わし掴づかみにされた。

「あの時の余は、そなたにしてみれば軟弱な男であったであろう。こうして――力ずくでそなたに触れることもできはしなかった。もし今の身体からだであったなら」

「かっ……はっ……」

　首を絞めつけられて、ルノアはか細い声をもらした。

　そして、息ができずに顔をしかめる彼女に、ヴァグナーが強引に口づけをした。

　冷たく濡ぬれた感触にぞっとする。

　どうにか振り払おうとするが、首が絞められたままで動けなかった。それはほんの一瞬だった。だが、ルノアには永遠に感じられた。

　怒りと嫌悪感が全身を駆け巡る。続けてこんな男にいいようにされた屈辱で頭の中がいっぱいになった。握り締めた拳こぶしが震え、一筋だけ涙が零こぼれた。

　ヴァグナーが唇を離し、時間が動き出す。

「ははははははっ！　こうして無理にでも唇を奪ったであろうに。躾しつけの言葉を使えば、余の玩具おもちやにすることもできた」

　首を絞める力を緩めることなく、ヴァグナーはげらげらと笑った。爬は虫ちゆう類るいじみた赤い舌で、ルノアの口元の傷を舐なめ上げる。

（殺してやる……！）

　ルノアはただそれだけを思った。いつまでも消えない唇の感触が疎うとましく、吐き気がした。なぜだか、シグの顔が頭に浮かんだ。あいつと契約した時も口づけをしたけれど、あの時はどうだっただろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　血の味がしたことしか思い出せなくて、ルノアは下唇を噛かみ締めた。きつくきつく噛み締めると、血の味がした。それでも、ヴァグナーの感触は消えなかった。

「なかなかいい顔ではないか、ルノア。あの時と同じようにそなたを孤独にしよう」

　ヴァグナーは心底から嬉うれしそうだった。碧へき眼がんに灯ともる暗い光はますます病的に輝き、彼は哄こう笑しようした。

「そして、もう一度そなたの唇を奪ってやろう」



◆◇◆◇◆



　水路の冷たい水からどうにか身体からだを引き上げて、シグは肩で大きく息をした。飲んでしまった水を吐き出し、額ひたいにはりつく髪をかき上げる。

　どうやらそれなりに流されたらしい。

「ざまあないな、くそ」

　自じ嘲ちよう気味にうめくと、彼は痛む側頭部を押さえながらふらふらと立ち上がった。

（それにしたって、主あるじがおまちだと……？）

　あのメイドの言葉を信じるなら、誰だれかがルノアをまっているらしい。そこに連れていかれたのだとすれば、彼女の身に今すぐになにかあることはないだろうが……その主とやらは何者なのだろうか。

　シグは水に濡ぬれた野戦服を脱ぎ捨てた。放ほうっておいたら身体の熱が奪われ、体力がどんどん低下する。転がっている白骨から適当に自分に合う黒い服を剥はぎ取って、シグはそれに身を通した。

　いつもの通りの黒ずくめになって、彼は長剣を手にしてどこに続いているとも知れない通路の奥を見据えた。とにかくルノアを探して、それから最深部を目指さなければ。

「……？」

　微かすかになにかが聞こえた気がして、シグは怪け訝げんな表情を浮かべた。視線を巡らせ、耳を澄ますと、確かになにかが聞こえる。

「歌……か？」

　シグは慎重に歩き出した。最初は頼りなげに聞こえるだけだったその声も、しばらく歩くと徐々にはっきりと聞こえるようになった。水の流れる音と鼠ねずみの鳴き声以外は静寂が支配するこの地下迷宮に、しっとりとした歌声が響いていた。

　その歌声は心を落ち着けるように透明で、それでいて力強い。

　思わず聞き入ってしまうそんな歌声の持ち主を、シグは一人しか知らなかった。

「リラ！」

　名前を叫ぶと、歌がぴたりととまった。

　暗がりの中に目を凝らしていると、なにかがすっくと立ち上がった。

　リラだった。彼女はいつも通り腰に手を当てて、偉そうにしていた。仕方なく近づいていくと、その表情が見えてくる。

「シグ……」

　ほとんど泣きそうな顔になっていたが、リラは目元を袖そでで拭ぬぐって強気な表情になった。

「遅いのよ、バカ！　もっと早く助けにきなさいよ！」

　なんとも彼女らしい態度に、シグは嘆息した。

　だが、次の瞬間。思い切り抱きつかれた。その勢いで壁に背中がぶつかる。

「ちょっ……おい、リラ……」

「うー……怖かったんだから。寒いし、暗いし、痛いし……」

　リラは抱きついたまま、小さな声でそう言った。

　小刻みに震える肩にやんわりと手を置いてやる。

　リラがいつもよりもか弱くて、小さく思えた。

　しばらくの間そうしていると、彼女がようやく顔を上げた。目が赤いので、少し泣いていたのかもしれない。

「シグは、一人なの？」

「ルノアといたけどはぐれちまった」

「……あたしたちどうなっちゃうんだろう。ここから出られるのかな」

　リラの声は消え入りそうだった。不安に揺れる金色の瞳ひとみでこちらを見つめ、袖そで口ぐちをちょこんと握ってくる。しばらくの沈黙のあと、シグは彼女の頭に手刀をお見舞いした。

「いったいわね！　なにすんのよ!?」

　突然のことに意味が分からず、リラは目を吊つり上げて叫んだ。

「お前はさあ、やっぱりそれくらいの方がいいよ」

「な、なによそれは……」

　頭を押さえて不満そうに唇を尖とがらせると、リラは照れたようにそっぽを向いた。

「バッカじゃない」

　やっぱりこっちの方が彼女らしい、とシグは思った。

「ちょっと、なんとか言いなさいよ」

　そう言って小突いてくるリラに『痛いだろうが』などとうめきつつ、シグは腰の長剣に手をかけた。

「な、なに……？」

　戸惑った様子のリラを庇かばうようにして、シグは言った。

「出てこいよ」

「我が主あるじがお呼びでございます」

　姿を現したルノアそっくりのメイドは、そう言って恭しく頭を下げた。



◆◇◆◇◆



　メイドに案内されてたどり着いたのは、エッシェンバッハ家の紋章が刻印された大きな両開きの扉の前だった。

「我が主あるじがこちらでおまちでございます」

　メイドは無表情で恭しく告げると、それ以上はなにも言ってこなかった。

「入れってことかよ」

　シグは唸うなった。恐らくはこの中に、主とやらと一緒にルノアもいるのだろう。だが、なぜそいつは改めて俺おれを呼んだ？　いや、リラも含めてということは、ルノア以外の連中を改めて呼ぶことにしたのか？

「ちょっと……シグ。なに？　なんなの？」

　リラが不安そうに袖そでを引っ張ってくる。

「多分、この中にルノアがいる。でもって、あのメイドのご主人さまも」

「そのご主人さまって、平和主義者だったりとかしない、わよね？」

「だったらあのメイドも、もうちょっとは愛想を振りまくだろうぜ」

　シグは普段よりも眼光を鋭くして、長剣を鞘さやから半分ほど抜いた。

「こいつに頼ることになりそうだ」

「やっぱり、そうなるわよね」

　リラは諦あきらめたようにしてうな垂れた。小銃の残弾を確認し、決意するかのようにボルトハンドルを引く。小気味いい音を残して、初弾が薬室に送り込まれた。

「びびってたって仕方ないし、やったるわよ……！」

「ドンパチになったら前に出るなよ。交流戦の時みたいなのはごめんだからな」

「あれは……あんたが弱いからそうなるの！」

「そうかい。じゃあ、せいぜいがんばってみるわ」

　シグは不敵な笑みを浮かべると、扉を蹴け破やぶった。

　そして、眼前に広がっていた光景に唖あ然ぜんとした。

　高い天井と広い幅を持った身廊と、アーチでつながった側廊。奥行きがかなりある礼拝堂を思わせる長大な空間だった。宝石箱をひっくり返したかのように、金銀財宝が無造作にぶち撒まけられている。

「ホントだったんだ、財宝って……」

　その光景に、リラも呆ぼう然ぜんとしていた。

（この中に棺ひつぎがあるってのか？）

　シグは一通り視線を巡らせたが、一見しただけでは分からない。

「ようこそ余の城へ。頭ずが高いわ、魔術士。控えるがいい」

　男の声が響き、シグははっとした。

　一番奥にある玉座に、痩そう身しんの男が座っていた。そして、その隣にある王妃の椅い子すにはルノアがいた。拘束されているようで、顔には殴られたような痕あとがある。

　彼女は見たこともないような怒りの眼まな差ざしを、その男に投げかけていた。

「ルノア！」

「お前がルノアの新しいパートナーか？　一人目からとは余もついておる」

「ルノアになにをした」

　シグは長剣を抜き放った。自分でも驚くほどに、冷たい声だった。あんな目をするルノアを、彼ははじめて見た。あんなに怒りや憎しみを露あらわにしている彼女を。

「リラ、ルノアを頼む」

「え、ちょっと！」

　リラの言葉をまたずに、シグは男目がけて走った。長剣の切っ先をほとんど床に触れるくらいにまで落とし、散らばっている金貨や宝石を蹴け立たてて一直線に駆け抜ける。

「控えよと申したであろうが、魔術士！」

　男が玉座から立ち上がる。

「シグ！　その男の身体からだはメイドと同じだ！」

　ルノアが叫んだ。

　シグは一気に階段を駆け上り、白刃を一いつ閃せんした。

　逆さか袈げ裟さに胴を切り上げ、そのまま右足を踏み込んで強烈な刺し突とつを繰り出す。

　妙な手て応ごたえとともに刃やいばが男の背中から生えた。

　鮮血ではなく、青白く輝く液体が宙を舞った。

「盛りおって。礼節を知らぬ輩やからよ」

　手首を男に掴つかまれ、シグはぎょっとした。細腕からは想像もできない力に、手が長剣の柄つかから離れる。続けざまに強烈な膝ひざ蹴げりがきた。

「……っ！」

　くぐもった悲鳴を上げて、シグは階段から転げ落ちた。

　男は自分の腹に刺さった長剣を無造作に引き抜くと、シグに向かって投げ捨てた。

「余はゲルヒルデ帝国第六代皇帝に連なりしエッシェンバッハの血統にして帝国辺境伯。第三八代皇帝ヴァグナー・エッシェンバッハであるぞ。頭こうべを垂れよ」

「……ヴァグナー……エッシェンバッハだと？」

　シグはふらふらと立ち上がった。投げ捨てられた長剣を拾い上げ、階段の上からこちらを睥へい睨げいする男を見上げる。

「シグ！　そいつの言っていることは本当だ！　自分の身体を自動人形にしてずっと生き続けている！」

　ルノアが叫んだ。どうにか拘束を解こうとして暴れていた。

「それが本当だとして、あんたはこんな城の奥底で、なにをしてる」

「余は三〇〇年の間、探し続け、まち続けていただけだ。ルノア・ローゼンタールを。これから余は、あの乙女を余のものにしようと思う。今度は二度と手放さぬようにな」

「へっ……」

　それを聞いて、シグは皮肉げな笑みを浮かべた。

「女を三〇〇年もまって、椅い子すに縛ってるんじゃねえよ。この変態野郎が」

　ヴァグナーは押し殺した笑い声をもらし、そしてけらげらと笑いはじめた。

　シグも声を上げて笑ってやった。これが笑わずにいられるか。ヴァグナー・エッシェンバッハは〈血ち塗まみれの竜王女〉の伝説に魅せられて棺ひつぎを集めていたわけではなかった。単にルノアにイカれてただけじゃないか。まったくもって、伝説ってのは当てにならない。

「なにがおかしい！」

　ヴァグナーが激げつ昂こうし、二人は笑うのをやめた。

　彼はゆっくりとルノアの元に歩み寄り、その耳元に囁ささやいた。

「これから、余はあの魔術士を嬲なぶり殺しにしようと思う。そなたが余のものになると誓えば、助けてやろう」

「お前は気き紛まぐれではなかったのか？」

　ルノアは吐き捨てるようにして言った。

「あの時のことを覚えておるのか。棺に戻れば全すべて忘れてしまうはずだがな。まあ、よいわ。いずれにせよ、そなたの目の前であの魔術士は死ぬ。これで二度目だ。せいぜいその間、助けを求め、余の気紛れに期待して許しを請うがいい」

　にたりと笑うヴァグナーを見据え、ルノアは怒りで奥歯を噛かみ締めた。

「そしてそなたは独りになる。今度は、手放しはせぬ」

「わたしも今度は、貴様を八つ裂きにしてやる……！」

　ルノアは力任せに暴れて身を捩よじり、低く唸うなるようにして叫んだ。

　そんな彼女に不気味な薄ら笑いを浮かべ、ヴァグナーはゆっくりと階段を下りてきた。手近にあった細身の剣を手に取り、それをすらりと抜き放つ。

「撃剣でやり合おうってのか」

　シグは白刃を立てると半身になって右みぎ脇わきを絞った。

「剣は貴族の嗜たしなみだ」

　対するヴァグナーは右足をわずかに引き、白刃の切っ先をすっと下げた。

　シグは何度か誘いをかけてみた。だが、反応はない。

（素人か……？）

　じりじりと間合いを図り、シグは息を呑のんだ。

　腹を決める。息を吐くと同時に、彼は一気に間合いを詰めた。

　上段から袈け裟さ懸がけ、電光石火の剣けん閃せんが走る。

　ヴァグナーはその一撃を力任せに受け払った。

　鋼こう鉄てつの悲鳴。カッと火花。シグの長剣が跳ね上がった。身体からだを崩しながら、彼はそのまま身を低くした。地を這はわせるようにして右手一本で刃やいばを一いつ閃せん。

　ヴァグナーの膝ひざを薙なぎ払い、だが自動人形化された身体には意味を成さない。

　力任せの斬ざん撃げきがくる。太刀筋は完全に素人だったが、自動人形の力と速さは凄すさまじい。

「くそっ……！」

　真っ向から次々と振り下ろされる一撃を、シグはじりじりと後退しながら受けとめた。金属が擦こすれ合う絶叫と儚はかない火花が連続する。

「どうした、魔術士！」

　一際大きな音を立てて、刃やいばが交わる。

　瞬間、シグは左足を引いた。

　半身になり、手首を返してヴァグナーの長剣を下に打ち払う。

「だらあっ！」

　シグは引いた左足を軸にして、強烈な回し蹴げりをヴァグナーの側頭部に放った。

　ごっ、と鈍い音がして、ヴァグナーがぐらつく。本来なら首の骨が折れていてもおかしくない一撃だったが、ヴァグナーは哄こう笑しようした。

「忘れたか！　余の身体からだを！」

　嬉き々きとした形相で、ヴァグナーは絶叫した。

　闇やみ雲くもに振られた剣けん閃せんがシグの額ひたいを掠かすめる。

　血煙が舞った。額から流れる血が顎あごを伝い、足元に落ちていく。

「素人剣術がよくやる！」

　シグは大きく息を吐いた。

　流れてくる血を無視して長剣を上段に構え、右に傾ける。



    

  
    
      



    

  
    
      　神経を研ぎ澄ます。息の乱れがなくなり、周囲の音がなにも聞こえなくなった。

　意識するよりも速く身体からだが動く。

　シグは音もなく、滑るようにして踏み込んだ。

　切っ先がぎりぎり届く距離を見極め、半歩分の間合いを残して真っ向から振り下ろす。静かで、鋭く、冷たい銀光が走る。

　ヴァグナーの右手首が飛んだ。

　青白い液体を撒まき散らし、手にしていた長剣とともに床を転がる。

　シグはあえて残しておいた半歩分の間合いを詰めた。右肩からぶつかるようにして密着し、同時に柄つかを持つ手を逆手に変える。

「だああああっ！」

　擦れ違いざま、真上に一いつ閃せん。

　ヴァグナーの喉のど元もとに喰くいこんだ白刃が、そのまま振り抜かれる。

　首が飛んだ。青白い液体が盛大に噴き出し、頭を失った身体が崩れ落ちる。

　シグはとめていた息を大きく吐いた。肩で呼吸を整え、額ひたいの血を拭ぬぐう。

「こいつで、負けるわけにはいかないんだよ」

　跳ね上がったヴァグナーの頭が、一瞬遅れて金貨の山に落ちて派手な音を立てた。



　シグを見つめていたルノアは、肌が粟あわ立だつのを感じた。その剣けん閃せんが美しくて、背筋に冷たい感触が走る。それは芸術品を見た一種の快感だった。

「やるじゃない、あいつ」

「リラか……！」

「そうよ。助けにきてやったんだから感謝しなさいよね」

　側廊を回って玉座までやってきたらしいリラは、腰の後ろから小銃用の銃剣を抜き放った。慣れない手つきでルノアを縛っている縄を切断する。

「にしてもさあ、あんたもろくでもない奴やつに好かれたもんねえ」

「まったくだ」

　縄の痕あとを擦こすりながら、ルノアはうんざりしたように首を振った。

　だが、これで終わりだ。今回はあの時のようにはならなかったな、ヴァグナー。わたしのパートナーの勝ちだ。所しよ詮せん、お前は皇帝の力がなければなにもできはしない。お前のような男のものになどなるものか。反へ吐どが出る。

「忌々しい男だった」

　ルノアはその忌々しい男の首を刎はねたシグに視線をやった。

「あいつって、強いんだか弱いんだか、分かんないわよねえ」

「む。シグの腕は別に悪くないぞ？」

「それ、本人に言ってやったら？」

　シグが階段を上ってこちらに近づいてくる。ヴァグナーにやられたせいで顔が血ち塗まみれだ。

　リラの言う通り、少しぐらい褒ほめてやってもいいかもしれない。その前に、とりあえず礼を言おう、と彼女は思った。だが、いざシグが近くまでくると、ルノアは一瞬だけ心配そうな顔をして、まったく違うことを言った。

「い、今のはまあまあだったぞ」

　後ろでリラが嘆息しているのが分かった。

「そいつはありがとよ。こういう時のために毎日王女さまに鍛えられてるからな」

　シグは微苦笑を浮かべると、ルノアの頭をぽんぽんとやった。

「あいつとなにがあったかは知らないけどな、あんまり怖い顔するなよ。無愛想にしてる方がまだ可愛かわいいぞ」

「な……！　可愛いとか言うなバカ！　それに、頭をぽんぽんするな！」

　ルノアはわずかに顔を赤くしてわたわたと手を振った。

「あんたさあ、大丈夫なの？　凄すごい血出てるわよ」

「あー……多分、大丈夫。派手だけど、傷自体は浅いから」

　リラにぱたぱたと手を振って、シグは一面に散らばる金銀財宝を見た。

「とりあえず、棺ひつぎを探さないとな。ウーフーがここにくる前に見つけちまおう」

「余の――」

　シグの言葉を遮さえぎるようにして放たれたその声に、ルノアはぎくりとした。咄とつ嗟さに刎はねられた首に視線をやる。

「余の身体からだのことを忘れたかと、先ほども申したであろう」

　首だけになったヴァグナーがくつくつと笑っていた。いやらしい笑みだった。

「本番はこれからだぞ、ルノア。そなたの大切なパートナーを、十分に痛めつけてから殺してやるわ。その気高い瞳ひとみに怒りと憎しみの炎を燃やし、美しい顔を屈辱に震えさせるがいい。そのあとで余のものにして、じっくりと時間をかけて従順にしてやろう」

「黙れ！」

　ルノアは自分でも驚くほどの鋭い声を発した。

　ヴァグナーは哄こう笑しようし、なんの前触れもなく〈タペストリー〉を幻視した。

　それを感じて、ルノアはぎょっとした。まさか魔術を使うとは。反射的に、彼女も〈タペストリー〉を幻視した。世界の設計図を編み変える。

「ははははははははははははははははははははっっっっ!!」

　だが、ヴァグナーの方が速い。

「〈我、竜王戴たい冠かんせり〉！」

　世界が変わる。ヴァグナーの首と身体が光の粒になってかき消えた。自分という存在そのものを編み変えたのだ。光の粒子は宙に舞い上がり、まったく別のものの形を作り出し、やがてそれが現実の存在として現れる。

「な、に、これ……」

　リラが強こわ張ばった声をもらした。

『ははははははははははははははははははははっっっっ!!』

　ヴァグナーの巨大な哄こう笑しようが鳴り響いた。

　現れたのは、竜だった。おとぎ話に出てくる、竜そのものだった。硬い鱗うろこに覆われた一〇メートルはある全長に、逞たくましい四肢、巨大な翼、長い尻尾しつぽ。鰐わにのような顔と鋭い牙きばの並ぶ口からは赤い舌が出ていた。鮮やかな緑の目がぎょろりと周囲を睥へい睨げいしている。

『いくぞ、魔術士！』

　重々しい尻尾が信じられない速さで振り回された。周囲の財宝を撒まき散らしながら、その一撃はシグを横殴りに吹き飛ばした。

「なあっ……！」

　玩具おもちやのように数メートルを飛び、シグはフレスコ画が描かれている壁に激突した。

「シグ！」

　ルノアは叫ぶと同時に〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉を出現させた。長さ一〇メートル近くある半透明の魔術の刃やいば。間合いなど関係なく、彼女はその場でヴァグナーに斬きりかかった。

　だが、硬い鱗に覆われた皮膚に弾はじかれてほとんど傷もつかない。魔術の刃が消滅する。

　すると背後から六発の銃声。

　リラだった。魔術によって操られる弾丸が迷うことなくヴァグナーを襲い、だがこれも鱗を貫徹できない。硬質な音を立てて、弾丸が跳弾した。

「ダメだわ！　並の魔術じゃ通じない！」

「リラ、どこかに身を隠せ。巻き込まれるぞ」

　ルノアは叫んだ。そのまま左足を引きずってシグのところまで歩いていく。

　自分は彼と向き合うと決めたのだ。だからこそ、あの時と同じようには絶対しない。パートナーを失うことを恐れて、あの男に跪ひざまずくようなことは。

　どんなことになろうと、一緒に戦っておけば、後悔だけはしないですむ。

『せいぜい余を楽しませてみよ、魔術士！』

　ヴァグナーがシグに向けて大きく口を開いた。

『喰くらうがいい！』

　光の奔ほん流りゆう。口から放たれた白い光熱波が、空気を焦がしながら一直線に迸ほとばしった。

　側廊の柱を薙なぎ倒し、壁を貫通して巨大な爆発を引き起こす。

　爆風が土煙を上げて金銀財宝を吹き飛ばし、雨のように部屋に降らせた。



「なんて野郎だ……！」

　間一髪、熱衝撃波を回避したシグは、その威力にぞっとした。あんなものの直撃を喰らったら、一瞬で黒焦げ確実だ。側廊の柱の陰に座り込むようにして身を隠し、げらげらと笑っているヴァグナーを見据える。とんでもない化物だ。

「シグ、無事か」

　ルノアの声に視線を向けると、身を低くして彼女が隣にやってくる。

「なんとかな。けど、あの化物をどうするかだ。どうにか逃げるって手もあるけどな」

「夢の話をしただろう、シグ」

「夢？　ああ――」

　突然のことに、シグは怪け訝げんな表情を浮かべた。ルノアが信頼していたかつてのパートナー。マウザーの魔術を狂わせるほどに、彼女が忘れることができなかった白馬の騎士。

「奴やつは……わたしのパートナーを殺した男だ。その時、わたしはなにもできなかった」

　ルノアは少し躊躇ためらってから、

「今度は戦う。だから、わたしと一緒に戦ってほしい」

　シグの瞳ひとみを見据えて凛りん然ぜんと言った。

「お前は、わたしの、パートナーだから」

「へっ……」

　シグは笑った。静かな、それでいて強い声で言い放つ。

「任せとけ」

　全身の痛みを無視して立ち上がる。そうは言ったもののどうするか、とシグは思案した。あの化物にはまともな攻撃は通じない。とはいえもう持ち札は――

「魔術を使うしかないか……！」

「わたしが時間を稼ぐ。その間に〈タペストリー〉を編み変えろ」

　ルノアの申し出を、シグはとめなかった。なんとかしてくれると信じないで、パートナーが務まるか。

「一〇秒……いや、九秒でいい。やれるか、ルノア？」

「わたしを誰だれだと思っている？」

　シグの言葉に、ルノアは静かにうなずいた。

「借りるぞ」

　続けてそう言って、シグが腰の後ろに着けている大振りのナイフを手に取る。それをベルトに捻ねじ込み、同時に〈タペストリー〉を幻視した。それが視みえたのだろう。ヴァグナーが頭をこちらに向けた。

「ヴァグナ――――――ッ！」

　ルノアは絶叫した。足の痛みなど無視して、彼女は柱の陰から飛び出した。巨大な竜を目がけて、全力で疾走する。

『愛いとしき乙女よ。余の腕に捕まえてくれようぞ』

「お断りだ！」

　竜の右手が猛烈な勢いで振り下ろされた。

　ルノアはそれをすんでのところでかわした。

　ヴァグナーの一撃で大理石の床が砕け、財宝がぶち撒まけられる。怯ひるむことなく、彼女は走りながら〈タペストリー〉を編み変えた。

「〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！」

　右手に魔術の刃やいばが出現する。刀身は一〇メートル近くある。

　ルノアはそれを逆手に持ち替えて、両手で握り締めた。疾走したまま、床に魔術の刃の先端を突き立てる。刀身がしなり、彼女の身体からだは反動で一気に持ち上げられた。

　竜の眼前にまで跳躍する。

　ルノアはベルトに捻ねじ込んでいたナイフを抜き放った。

　渾こん身しんの力を込めて投とう擲てきする。

　ナイフは竜の右目に吸い込まれるようにして、深々と突き刺さった。

『ああああああああああああああああああああああっ！』

　ヴァグナーが絶叫した。

　瞬間、尻尾しつぽが振るわれる。

　猛烈な一撃を空中にいたルノアはかわすこともできなかった。

　鈍い音とともに弾はじき飛ばされ、床に叩たたきつけられる。全身を強したたかに打ち据え、肺から空気を絞り出すような短い悲鳴がもれた。

『おおおおっ！　余にこのような仕打ちをするとは』

　右目から血の涙を流し、ヴァグナーは叫んだ。

　ルノアは右手で身体を鷲わし掴づかみにされた。ぎりぎりと締めつけられ、全身の骨が軋きしんだ。だが、彼女は苦痛に顔を歪ゆがめることは絶対にしなかった。

　この男にそんな表情など見せるものか！

『余は昔ほど優しくはないぞ。今やそなたなど問題にならぬ力を持っておるのだ。おいたをするのもほどほどにせねばな』

「貴様には相応ふさわしい姿だ。その化物じみた姿はな、ヴァグナー。見るだけで反へ吐どが出る」

　ルノアは底冷えする声で、冷然と言い放った。

『ルノアァァァァッ！』

　ヴァグナーは残った左目を見開き、ルノアを掴む右手の力を強めた。ルノアの全身に激痛が走り、骨がさらに嫌な音を立てた。全身の骨が折れる。今すぐにでも。

「〈仄ほの暗ぐらき人じん狼ろう〉！」

　シグが叫んだ。

　ルノアにははっきりと、編み変えられる〈タペストリー〉が視みえた。

　瞬間、黒い弾丸のような一撃がヴァグナーの右腕に炸さく裂れつした。

　どごん、という凄すさまじい音がした。

『なあっ!?』

　シグだった。一気に跳躍して、強烈な蹴けりを放ったのだ。反動で距離を取り、彼は空中で一回転して派手な音を立てて金貨の山の上に着地した。

　シグの黒髪は逆立ち、眉み間けんに皺しわが寄って凶暴な顔つきになっている。筋肉が発達して体たい躯くは一回りほど大きくなっていた。

　ヴァグナーの腕の力が緩み、そこからルノアが滑り落ちた。

　シグは落ちてくるルノアを、両腕でしっかりと受けとめた。ちょうどお姫さま抱っこみたいになった。

「またせたな」

「遅いぞ、バカ。この三流魔術士」

　ルノアは笑うと、そのままシグに抱きついた。彼の存在が心強かった。だってほら、今でも間一髪、ぎりぎりのところでどうにかしてくれた。

『魔術士ぃぃっっ！』

　ヴァグナーが咆ほう哮こうした。巨大な顎あごを開き、光熱波が吐き出される。

　シグは腰を沈めると、ヴァグナーの頭上にまで跳躍してその一撃をかわした。

　熱ねつ閃せんが一帯を薙なぎ払い、床が大きく抉えぐれ、側廊の柱が爆砕した。砂すな埃ぼこりとともに飛び散った金銀財宝がきらきらと輝き、一種幻想的な光景をつくり出す。

「化物が見境なくやりやがって！」

　ルノアを抱えたまま、シグは大きく右足を振り上げた。

　落下の勢いに任せて、竜の頭に踵かかと落おとしを喰くらわせる。

　どごん、という凄すさまじい打撃音。

　その衝撃に頭を大きく垂れ、だがヴァグナーは目を血走らせて口を開いた。唾だ液えきが鋭い牙きばから滴したたり、真っ赤な舌が不気味に蠢うごめいていた。

「しまっ……！」

　シグは咄とつ嗟さにルノアを投げ出した。

　瞬間、大きく開いた顎が彼を横から挟み込む。全身に激痛が走った。無数の牙が肉を断ち、凄まじい圧力に骨が悲鳴を上げた。

「ああああああああああああああああああああああああああああっっっっっっ!!」

　シグは喉のどが焼き切れるような感覚を覚えるほどに絶叫した。

　意識が飛びそうになり、それをどうにか堪こらえる。身体能力を爆発的に向上させている魔術が維持できなくなれば、間違いなく自分は死ぬ。

　空中で放ほうり出されたルノアは床に身体からだを打ちつけながらも立ち上がり、ヴァグナーに噛かみつかれたシグの姿にぞっとした。

　赤い血が竜の顎を通して、目眩めまいを覚えるほどに滴っていた。

　竜の左目が、彼女を見下ろした。そこにはいやらしい愉悦の光があり、

「あ……」

　ルノアは思わずその場に座り込んでしまった。

　夢と同じだ。彼の生殺与奪は今やヴァグナーの手の内にある。

　いやだった。彼を失いたくない。ちゃんと向き合って、一緒にやっていこうと決めたばかりじゃないか。それが、どうして、こんな――

　耳から離れないシグの絶叫が、ルノアの心を揺さぶった。自分はまた、ヴァグナーに助けを求め、許しを請うのだろうか。恐怖に慄おののき、屈辱に塗まみれ、跪ひざまずくのだろうか。

（違う。違うぞ。冗談ではない！）

　ルノアは身体からだに鞭むち打うつようにしてふらふらと立ち上がった。

　夢の中の気持ちとはなにかが違う。あの時は、信頼し、頼りにしていた白馬の騎士を失うことが恐ろしかった。まるで親を失ってしまう小鳥のように。だから、自分はヴァグナーに跪ひざまずいた。彼がいなければなにもできないと思っていた。

　だが、今度は違う。あの頼りない相棒と、二人でやっていくのだ。迷って、つまずいてしまうかもしれないけれど、それでも一緒にやっていくのだ。

（だから、逃げたりせずに戦うんだ。どんなことがあっても、絶対に！）

　ルノアは凛りん然ぜんと叫んだ。

「シグ！　お前はわたしの相棒だろう！　こんなところでくたばったら承知しないぞ！」

　同時に一発の銃声が轟とどろいた。〈タペストリー〉を編み変える様を視みれなかったということは、単なる銃撃だ。だが、その一撃はヴァグナーの右目に刺さったままのナイフを直撃した。甲高い跳弾の音が響き、ヴァグナーが痛みに絶叫した。

「ルノア！　シグが落ちるわよ！」

　叫んだのは小銃を撃うったリラだった。側廊に溢あふれた財宝の山に身を隠しながら、

「今だけシグは譲ったげる！　舞踏会を踊れるのは、あたしじゃなくてあんただもの！」

　ヴァグナーの顎あごが開き、シグが滑り落ちた。

　ルノアは血ち塗まみれになったシグをどうにか抱きとめた。落下の勢いをとめられず、二人して倒れ込む。

「しっかりしろ！」

　ひどいものだった。牙きばが喰くい込んでいた傷は深く、骨も何本か折れている。それでもシグは生きていた。辛うじて維持している魔術のおかげで、傷の治ち癒ゆがはじまっている。

　シグは力なく笑ってみせた。

「くそっ……格好よくは決まらないもんだよな」

「そんなこと期待してない、バカ」

　ルノアは泣き笑いのような顔になった。シグは危機的な時こそ軽口で心配させまいとする。悪い癖だ。こんな時くらい甘えればいいのに、と彼女は思った。

『痛い痛い痛い痛い！　許さんぞお！　ははははははははははっっ！』

　ヴァグナーは口から唾だ液えきをだらだらと垂らし、リラに向かって光熱波を放とうとした。

　瞬間、なにかがヴァグナーの首を直撃した。

　衝撃とともに竜の巨体がぐらつき、ヴァグナーが驚きの声を上げる。

「おいおい。こんな化物がいるなんざ、聞いてないんだよ。くそったれが！」

　そう言って玉座の後ろから姿を現したのはヒューゴだった。どうやら見取り図に沿って隠し階段へと続く通路で迷宮を突破してきたようだった。

『何者かあ。余を誰だれだと思っておる！』

　玉座に向けて光熱波が放たれる。空気を焦がす白い光の奔ほん流りゆうが、玉座とその階段を吹き飛ばした。爆音と衝撃波がこの空間そのものを揺るがす。

「あらあらあら、これはまた趣味が悪い化物ですわね」

　どこか優雅な声が天井から響き渡り、見れば騎き兵へい槍そうを手にしたエリーゼが浮かんでいた。その足にはヒューゴが掴つかまっている。

「お前が誰だれかなんざ、知るわけねえだろうが！」

　ヒューゴが叫び、同時に〈タペストリー〉を幻視した。世界を編み変える。

「〈散弾超特急〉！」

　右手で弄もてあそんでいた鉄球全すべてが投げられ、瞬間――空気を切り裂く鋭い音だけを残して全てが猛烈に加速した。

　鉄球が次々とヴァグナーの巨体に直撃し、翼の皮膜に穴を開け、鱗うろこを破壊して肉体に喰くい込む。派手な鮮血が飛び散り、ヴァグナーが金切り声のような悲鳴を上げた。

『貴様らあ！』

　天井に向けて光熱波が放たれた。白く美しい天井は爆音を残して破壊され、大きな穴が穿うがたれる。そこから大量の水が流れ込んできた。

　エリーゼはその一撃をどうにかかわし、ヒューゴが床へと飛び降りる。

「いきますわよ！」

　エリーゼが急降下し、そのまま騎兵槍を逆手に持ち替えた。ヴァグナーの背中に着地するようにして深々と騎兵槍を突き立てる。

　返り血を浴びた彼女は、ヴァグナーに振り落とされると尻尾しつぽの一撃を喰らって派手に吹っ飛んだ。壁に強したたかに全身を打ちつける。

「エリーゼ！」

　床に飛び降りたヒューゴは、その光景に絶叫した。

『余は、余はヴァグナー・エッシェンバッハであるぞ！』

　鋭い牙きばが並ぶ顎あごを開き、ヴァグナーはヒューゴの右半身に噛かみついた。

「げぇっ！」

　あっさりと骨が噛み砕かれ、肉が裂け、ヴァグナーが首を振った勢いでヒューゴが投げ捨てられる。ヒューゴは血を撒まき散らしながら床に転がって、財宝の山に激突した。肉体の再生がはじまっているが追いつかない。

『ああああああああああああああああああああ――――――――――っっ！』

　ヴァグナーは完全に怒り狂い、我を忘れて無差別に口から光熱波を吐き散らした。

　壁や天井に巨大な穴が穿たれ、水がどんどんと流れ込んでくる。

　ルノアの胸に抱かれているシグは、どうにか身を起こした。魔術が維持できなくなって、身体からだ中じゆうにガタがきているのが分かった。傷も再生しきっていない。

「シグ……もうよせ。これ以上やったら――」

　珍しく切なげな声を上げるルノアの頬ほおに、シグはそっと触れた。

「思い出は大切にしろって言ったけどな、前言撤回してもいいか？」

「……？」

「あんな野郎と一緒なんじゃ思い出したくもないだろうからな。ケリをつけてやるよ、ルノア。そしたら――」

　シグは歯を食い縛って立ち上がった。折れた骨が激痛とともに軋きしみ、傷が開いて血が滴したたった。それでも、シグは〈タペストリー〉を幻視した。

「思い出の騎士さまじゃなく、俺おれを見てろ」

　その一言に、ルノアは思わずうなずいてしまった。なぜだか分からないけれど、胸が締めつけられるようでどきどきした。

　シグは暴れる竜を睨にらみ据え、声を絞り出した。

「〈仄ほの暗ぐらき人じん狼ろう〉！」

〈タペストリー〉が編み変えられる。瞬間、シグの髪が逆立つ。眉み間けんに皺しわが寄って凶暴な顔つきになり、筋肉が発達して体たい躯くが一回り大きくなった。傷が癒いえ、骨がつながる。

「ヴァグナ――――ッ！」

　シグは弾丸のように駆けた。

『魔術士か！』

　ヴァグナーがこちらに振り返るよりも速く、シグは下半身に力を溜ため、竜の顔の付近まで跳躍した。そのまま空中で身体からだを捻ひねり、横っ面に蹴けりを喰くらわせる。

　どごん、というほとんど爆発にも似た打撃音。

　牙きばが折れ飛び、ヴァグナーの巨体が完全にぐらついた。

　着地したシグはすかさずヴァグナーの腹に拳こぶしをめり込ませる。

　再び、どごん、という打撃音。

　シグの右拳は鱗うろこで傷つきながらも、肘ひじの辺りまでめり込んでいた。

『おああああああっ！　魔術士めええ！』

　ヴァグナーは悲鳴を上げ、のたうち回った。

　予期せぬところから尻尾しつぽが振るわれ、シグは咄とつ嗟さに腕で受けとめた。どうにか数メートルを吹き飛ばされるだけで耐え抜くが、腕が痺しびれていうことを利かなくなる。

「っそたれ！　タフな野郎だ……！」

『もう許さんぞお！』

　ヴァグナーは口から唾だ液えきをだらだらと垂らし、翼をはためかせた。凄すさまじい風が吹き荒れ、巨体が一気に浮かび上がる。そのまま光熱波を吐き出そうとして――

「〈雷火流星〉！」

　瞬速の光の矢に貫かれて悲鳴を上げた。

「あっははは！　金銀財宝を守るのは、昔から化物って相場が決まってるものなあ！」

　ウーフーだった。迷宮の床を爆破してここまできたらしく、天井に開いた穴からワイヤーロープで降りてきていた。こんな状況にまったく臆おくすることなく、

「牽けん制せい射撃をして下がれよ！　あんな化物、まともに相手にするもんじゃない！」



    

  









    
      　次々と降下してきた部下たちが、機関短銃を一斉に発砲しながら後退していく。嵐あらしのような弾幕がヴァグナーに襲いかかり、鱗うろこに弾丸が跳弾し、翼に小さな穴を開けた。

「シグ・ヘンケルス！　こんな化物の相手は依頼にゃ入っちゃいない。ここにあるものはお前が化物を始末したあとでいただくとするよ。せめてもの置き土産だ！」

　ウーフーは自分自身もすかさず後退しながら、それでもそう叫んだ。同時に〈タペストリー〉を幻視している。左手を翳かざし、右腕を引き絞り――

「〈雷火流星群〉！」

　撃うち放たれた光の矢は、ヴァグナーの頭上で無数に分裂した。雨のように降り注ぐ光の矢がヴァグナーの全身に突き刺さり、血ち飛沫しぶきがシグに向かって降り注いでくる。

　ヴァグナーは耐え切れずに床に落下した。ずずん、という衝撃。翼はぼろぼろで、恐らくはもう羽ばたけない。

　その瞬間、シグはもう一度跳躍した。

「だらあっ！」

　巨大な竜の顎あごを渾こん身しんの力で蹴けり上げる。一際大きな、どごん、という音。竜の巨体が仰のけ反ぞり、目がぐるりとひっくり返った。そのままゆっくりと倒れ込む。

「どうだ……！」

　肩で盛大に息をしながら、シグは言った。魔術を維持できなくなって、効果が切れる。急激に身体からだの力が抜ける。どこが痛いのかも分からない。まったくひどいざまだった。

　それでも彼はルノアの方を見て、にやりと笑った。

　ルノアは驚いたように口をぽかんとしていたが、

「シグ！　まだ――」

　その言葉が終わるより前に、シグは横殴りの一撃を全身に受けて吹っ飛んだ。

　ヴァグナーがよろよろと立ち上がろうとしていた。今のは、尻尾しつぽの一撃らしい。

　どうにか意識はあるが、シグはさすがにもうダメだと思った。

　ルノアの近くに吹き飛ばされたらしく、シグは彼女の胸に抱かれるようになっていた。流れ込んできている水量はさらに増し、シグは全身ずぶ濡ぬれだった。

「やっぱり、俺おれじゃあ力不足だったかな……すまん」

「バカ。もういい。十分だ」

「……そうかい」

　ルノアは無む理り矢や理りに笑い、シグを抱き締めた。そうしないと、この男は無む茶ちやばかりするのではないかという気がした。

　ようやく、ヴァグナーがその巨体を起こした。全身に傷を負い、巨大な竜は今や満まん身しん創そう痍いだった。それでもげらげらと哄こう笑しようし、ヴァグナーはこちらを睥へい睨げいした。

『手こずらせてくれおったな。だが、そなたの勇猛なパートナーもここまでだ、ルノア。あの時と同じように、独りにしてやろう。美しいそなたが、怒り苦しむ姿を余に見せてくれ。そして、永遠に余の元に置いてくれよう』

　ルノアはシグを抱く腕に力を込めると、毅き然ぜんとヴァグナーを見据えた。

「いいだろう。やってみろ。わたしはこれから、シグと精一杯抵抗するぞ。たとえ独りになっても、前のように後悔したりはしない」

　言葉の通り、ルノアは〈タペストリー〉を幻視した。彼女が編み変えようとしている〈タペストリー〉が、シグの目にも映る。それは魔術士の性さがだ。視界に入る範囲で誰だれかが〈タペストリー〉を幻視すれば、自らはそこに干渉できずとも視みえてしまう。

　普段は風景のように受け流すのだが、彼はぼんやりとそれを視ていた。

　不意に、誰かの言葉を思い出す。

　――この同期幻視、つまりは二人以上の魔術士が幻視する〈タペストリー〉の領域が重なっている状態を――

　――同期幻視が起きる条件は血統である。多くの場合は血のつながりがある魔術士同士に――

（血のつながりだと……？）

　シグはほとんど無む理り矢や理りに〈タペストリー〉を幻視した。

　それに気づいたルノアが驚いた視線を向けてくる。

『余の元にきて、いつまでその態度でいられるか。楽しみだぞ、ルノア。そなたが堕おちていくさまを見るのが。くく』

　シグは幻視する〈タペストリー〉を必死に比べた。ルノアの〈タペストリー〉と少しでも重なっていたなら干渉できる。二人で編み変える方陣魔術なんて大層なことはできないが、ルノアが編み変えてさえくれればその魔術を――

『ルノア――では、そなたの目の前で殺してくれようぞ！』

　ヴァグナーが巨大な顎あごを大きく開いた。

「ルノア――――ッ！　編み変えろ！」

　シグは叫んだ。無理矢理に立ち上がり、自分からヴァグナーの口に右腕を突っ込んだ。

　二人は同時に叫んだ。

『〈幻げん刀とう虎こ鉄てつ〉！』

　瞬間、ヴァグナーの後頭部から半透明の刃やいばが生えた。

　ぱっと血煙が舞った。

　彼は目を見開き、バカな、とだけ言った。

「ルノア、ルノアと――気安く呼んでるんじゃねえよ。この変態野郎」

　シグの腕から竜の顎が外れ、その巨体がゆっくりと崩れ落ちる。

　血のつながり。七人に分割された竜王女との契約は、血の交換をもって成る。

（血の交換をもって、だ）

　シグとルノアが幻視できる〈タペストリー〉の範囲は、ほんのわずかだけ共通していた。それはほとんど奇跡といってもよかった。だが、舞踏会を踊る二人なら、あるいは必然なのかもしれなかった。

　目を丸くしているルノアに、シグはどうにか笑った。

「シグ！　お前はバカか。そういうことは早く言え！」

　ルノアが思い切り抱きついてきて、シグは支えきれずに水の中に倒れ込んだ。

「今さっき思いついたんだよ……シャルロッテ先生と試験勉強しといてよかったぜ」

「お前は、本当に、凄すごい奴やつだ――」

「……今の言葉、忘れるなよ。いつか認めさせてやるって言ったよな？」

「ああ、言った」

　シグに馬乗りになって、ルノアは泣きそうになりながら笑っていた。

「ホントにさ、ルノア。あんたってここまでならないとそういう風に言えないのね」

　そこに水を蹴け散ちらして、どこに隠れていたのかリラがようやっと姿を見せた。全身ずぶ濡ぬれだったが、怪け我がは特にしていないようだった。

「う、うるさいな」

　ルノアは慌ててシグから離れた。

「ほら」

　ルノアが差し出してくる手を取って、シグはどうにか立ち上がった。左右からルノアとリラに支えられていないと満足に歩けもしない。

『くっくっ……魔術士よ』

　虫の息のヴァグナーの声に、シグはぎょっとした。なんてタフな奴だ。

『この世に、〈血ち塗まみれの竜王女〉二人と契約しておる者がいるとはな。余が〈血塗れの竜王女〉の伝説を調べはじめて三百余年。その容姿で、すぐに分かるわ』

　シグははっとして壁のフレスコ画を見た。最も早はや、ほとんどが崩れ去っていたが、そこにはリラと思わしき姿が、今も辛うじて残っている。

『一人の契約者と、二人の竜王女。この先、お前の舞踏会は血塗られるであろうぞ』

　巨大な竜は苦しげに、だが確かに笑っていた。げらげらと。

『せいぜい苦しめ』

　その怨えん嗟さのうめきが、ヴァグナーの最後の言葉だった。

　竜の巨体が光の粒子に変わり、舞い上がり、そしてなにもかもが消えてなくなる。

　シグはその様子を呆ぼう然ぜんと見上げた。せいぜい苦しめ。それがなにを意味しているのか、心のどこかでは気づいている。

　地下に流れ込む水の勢いが強くなってきていた。

「シグ！　動けるか！　このままだと水没するぞ！」

「シーくん！　こっちです！」

　ようやくやってきたルッツとシャルロッテがなにやら叫んでいたが――シグの意識はそこでふっつりと途絶えた。



◆◇◆◇◆



　美しい白亜の外壁を持つ芸術的な城が、中央から陥没して湖に沈んでいく。

　二本の尖せん塔とうが悉ことごとく折れ倒れ、水の勢いは凄すさまじく、このまま〈白鳥城〉全すべてが湖面の下に沈むのではないかと思えた。

「ザウエルの野郎、まんまと貧乏くじを引かせやがって」

　湖面に浮かびながら、ヒューゴは歯は軋ぎしりした。〈竜の箱庭〉の連中を、〈六花りつか騎士団〉の回転翼機が回収して飛び去っていく。まさかあんなものを隠していたとは、とんだ誤算だった。いや、むしろ僥ぎよう倖こうか。あの化物相手に、エリーゼと二人では荷が重い。

「それに、結局、こいつを手に入れたのは俺おれってわけだ」

　ヒューゴは黒塗りの棺ひつぎに掴つかまるようにして湖面を彷徨さまよっていた。その棺の上には未いまだに気を失ったままのエリーゼが、ぐったりと乗せられている。

　彼はそのまま岸まで泳いでいき、棺とエリーゼをどうにか引き上げた。あとはザウエルの息がかかった連中が回収にきてくれるのをまつだけだ。だが、この棺があることは都合が悪かった。少なくともヒューゴとエリーゼにとっては。

　結局、棺は見つからなかったことにする。それが一番いい。

「エリーゼ、起きろ。さっさと棺の中身を殺やっちまわねえとな」

　ヒューゴはエリーゼの頬ほおを軽く叩たたいた。と、

「そんなものを後生大事に持ってくるとは、ご苦労なことじゃな」

　甲高い少女の声がした。見ると白衣を着た一二、三歳くらいの少女が岸に泳ぎ着いてずぶ濡ぬれの身体からだを引き上げるところだった。

「やはり機械の身体に水泳はきついの。体重が重すぎてかなわんわ」

「どういうことだ？　つうか、お前は何者だよ」

　ヒューゴは警戒心を露あらわにしたが、少女は殺気を簡単に受け流した。

「お主と毛色は違うが化物のお仲間じゃよ、狼ろう狂きよう。さっき会った眼鏡めがねっ娘こよりも、お主は随分と症状が進んでおるようじゃな」

　少女はそう言うと、棺を蹴けり飛ばした。子供の身体とは思えない威力で棺が吹き飛び、木に当たってばらばらになる。そこから出てきたのは、白銀の髪の自動人形だった。

　ヒューゴは愕がく然ぜんとした。

「なっ……んだとお!?」

「儂わしがヴァグナーに頼まれて作ったレプリカじゃ。あの男は、ついぞルノア・ローゼンタールの棺を見つけることができなんだからな。せめてもの慰みよ。あれも哀あわれな男じゃ。ルノアに魅せられ、騎士を殺したはいいが――あまりにも従属せぬと見るやルノアも殺しおった。棺など簡単に見つけられると思っていたのだろうが」

　少女は小さく嘆息した。

「三〇〇年も探し続けるハメになりよったわ」

「ザウエルの野郎……！」

　ヒューゴは低く唸うなった。奴やつには問いたださなければならないことがいくつもある。

「お主、まんまと利用されたようじゃの。ヴァグナーを始末するためにな」

「なに……？　お前、一体……」

「やれやれ。お主も儂わしを知らぬのか」

　その言葉をかき消すようにして、ばたばたという音が聞こえてきた。回転翼機が近づいてくる。やがてその機体は沈みゆく城から延びる橋に着陸し、降り立った一人の男が回転翼機が巻き起こす風に煽あおられながら近づいてくる。

　その男――ワルサー・ザウエルは少女に深々と一礼した。

「総裁特務によりお迎えに上がりました〈人形作家〉殿。あなたが〈党〉のために三〇〇年に亘わたってヴァグナー・エッシェンバッハを監視し、あの城の檻おりに閉じ込め、〈血ち塗まみれの竜王女〉の情報を収拾されてきたことは感謝の極みであると――総裁も申しております。つきましては〈党〉に復帰くださいますように」

　続けてヒューゴへと向き直り、彼は言った。

「惜しかったな、旦だん那な。だからあの時言ったでしょ。秘密を一つ教えようって。そしたら、どさくさで竜王女の一人くらいは殺やれたかもしれないのにな」

　ザウエルは煙草たばこに火を灯ともし、盛大に紫煙を上げた。

「信頼の問題だよ、旦那。旦那の口から秘密を教えてくれなけりゃ、信頼ってものが成り立たない。ま、つまりはそういうこと。お分かり？」



    

  
    
      
終章



　雪が降る帝都ゲルヒルデの街を、ルッツは人ごみに紛れて歩いていた。コートのポケットに手を突っ込み、背中を丸めて白い息を吐く。

「あ、すいません」

　擦れ違いざまに肩がぶつかった男に、ルッツは右手を上げて謝った。

　ポケットに手を戻すと、そこには折り畳まれた紙が入っていた。

　彼は何気なく一つ目の公衆電話をやりすごすと、次に見つけた公衆電話に入った。硬貨を入れて、暗記している番号を回す。呼び出し音三回で、きっちりと相手が出た。

「これからコーヒー飲んで帰ります。ええ？　違いますよ。五番街の方です」

　三分ほど話をして電話を切ると、ルッツは五番街のコーヒー店までわざわざ遠回りをして歩いていった。店に入りコーヒーを注文すると、前の客が置いていった新聞があったのでそれを斜め読みしてから店を出た。

「なにをやってるのだか」

　ルッツは雪が降る空を見上げて、苦々しくつぶやいた。

　彼が席を立ってからしばらくすると、別の客が同じ席に座り新聞を読みはじめた。間に挟まっていた紙を回収し、その客はコーヒーを飲んだ。



◆◇◆◇◆



「どうやら長丁場になりそうですな」

　カーテンが閉め切られた暗くて狭い部屋。

　陰気な顔をした男女が、二人にしか聞こえない声で話していた。

「だからあなたを呼んだのよ」

　レニは引き継ぎの資料に目を通しているベーリンガーに言った。

「どうやらウーフーへの依頼は湖に沈んだ財宝を引き上げることに変更になったようだから、それが終わるまでは手が出せない。その間、あの女の視察と追尾を徹底して、次にどこにいくのかを掴つかんでもらえるかしら。外事四課に抜かれないようにね」

「承知しました」

　この地味な男から、レニはそれ以外の返事を聞いたことがなかった。

「ルッツ・シュタイフは使えそうですかな」

「それは〈竜の箱庭〉に帰ってからのお楽しみかしら」

　レニは暗い笑みを浮かべると、吸い口を作っておいた葉巻に火を灯ともした。



◆◇◆◇◆



「あー……ホントにひどい目に遭ったな、今回は」

　肩まで温泉に浸つかりながら、シグは小さく独りごちた。

　彼にはどうやって〈白鳥城〉を脱出したのかという記憶が一切なかった。気を失ったあと、ルッツとシャルロッテが見つけていた抜け道を使って外へと脱出し、〈六花りつか騎士団〉の回転翼機に回収されたのだそうだ。

　その後、三日ほど寝込んだらしい。

　ルッツはレニに呼ばれて早々と観光保養都市ハーコートをあとにしてしまったらしく、シグが目覚めた時にはその姿はもうなかった。そして、目が覚めたはいいが身体からだ中じゆうにガタがきているので、シグはまだこうしてハーコートにいたりするわけだった。

（失敗したよなあ。棺ひつぎを見つけそこなっちまったからな）

　口元までお湯に沈み、シグはうなった。そもそも〈白鳥城〉にいったのはそのためだったのだから、ルノアにどんな顔をすればいいのやら。

　シグのため息は、ぶくぶくとした泡に変わった。

　しばらくそうやってぼんやりしていると、誰だれかが浴場に入ってくる気配がした。

　シグは大きく嘆息すると、

「あのなあ、ロッテ。お前は毎回毎回――」

　そこまで言ってから固まった。裏返った声を上げる。

「ルノア……!?」

「わたしだと悪いのか、バカ」

　ルノアは規則を守ってちゃんと水着姿だった。

　それでも相当恥ずかしいのか、顔を赤くしてそっぽを向いている。きめの細かい白い肌の大半が露出しており、形のいい胸がきっちりと谷間をつくっていた。普段はポニーテールにしている白銀の髪はお湯に濡ぬれないように頭の後ろで一ひと纏まとめにされている。

「いや、別に悪くはないけど」

　予想だにしなかったので、シグは自分でも動揺していることが分かった。こんな格好をして恥ずかしがっているルノアというのは、なんとも新鮮だった。

「は、入るからな」

　彼女はそれだけ言うと、シグの隣に入ってきた。

　そのままぶくぶくと口元までお湯に沈む。

　しばらくの沈黙のあと、ルノアが目を合わせずに言ってきた。

「……お前、わたしを避けているだろう」

「……いや、避けてるわけじゃないんだが」

「ではなぜ、目が覚めてからわたしと話さないのだ」

　確かに避けているかもしれない。ルノアに面目が立たない。

　だが、ちょっとまて。今の言い分だと棺ひつぎを見つけられなかったことではなく、ルノアを避けていることに怒っているみたいではないか。

　シグが黙っていると、彼女はそっぽを向いたまま続けた。

「わたしは別に、棺のことでは怒っていないぞ」

「そうなのか？」

「そうなのだ。別に、その、もう少し気長に考えることにしたのだ」

「なんでまた？」

「それは、だから、色々とお前のことをもっと知る時間が、あるといいなというか」

　ルノアはお湯に沈んだ。

　やはり改めて言うとなるとかなり恥ずかしい、ということに気づいて彼女は後悔した。だが、言わなければならない。これからシグをパートナーにして、一緒に舞踏会を戦うと決めたのだから。自分のパートナーは、もう彼しかいないのだ。

　こうなったからには、シグにはわたしだけを見てほしい。独り占めしたいと思う。絶対に切れたりしないつながりが欲しいと思う。

　これが恋だというのなら――認めよう。わたしはこいつに恋してる。

　ルノアはそんな思考を数秒の間に延々と、何回もぐるぐると巡らしていた。

　そんな彼女の様子がほとんどのぼせたみたいになっていたので、

「お前、大丈夫かよ？」

　シグは心配そうに顔を覗のぞき込んだ。

　それに驚いて、ルノアは立ち上がった。

「大丈夫、心配な……い？」

　彼女はそう言いながら、頭がくらくらしてシグに向かって倒れ込んだ。

「おおい！」

　シグは倒れてくるルノアをどうにか受けとめて、派手な飛沫しぶきを立てた。

　一瞬だけ、柔らかい感触が唇に触れて、シグはぎくりとした。

　ルノアの火ほ照てった顔がすぐそこにある。彼女もその感触には気づいたようで、だがいつものように罵ば倒とうがくることはなかった。

　それで踏ん切りがついたかのように決然として、ルノアは言った。

「シグ、お前はわたしのパートナーだ。ずっと一緒に舞踏会を踊ってほしい」

　視線がほとんどゼロ距離で交錯する。

　シグは答えた。彼の答えは、出会った時から決まっていた。

「俺おれでよければ、王女さ――」

　言葉は最後まで言えなかった。ルノアが唇をそっと彼の唇に当てたから。

　ゆっくりと離れて、ルノアはふいっと視線をそらした。

「改めて言ったから、最初と同じように、改めてキスしてやったぞ、バカ」

　それがなんとも可愛かわいくて、シグは笑いを噛かみ殺した。

「な、なにがおかしいのだ、お前という奴やつはわたしがこんなにも――」

　わたわたと手を振るルノアをなだめながら、シグはヴァグナーの言葉を思い出した。

（せいぜい苦しめ、か）

　浴場に新しい人影が入ってきて、

「ぎゃああああああっ！　シーくんが襲われてます！」

「ルノア！　あんたまでか！」

　シャルロッテとリラの悲鳴が響き渡る。

　シグはぶくぶくと温泉に沈み、とりあえずはこの状況における苦しみをどうやって切り抜けたものかと思った。



［終劇］



    

  
    
      
あとがき



　最近、会社の後輩の女の子に、猫の画像さえ与えておけばどんな泥を啜すする仕事でもすると思われていることに気づきました。みなさんも悪い女子には気をつけてください。

　それはそれとして……主人公が血ち塗まみれになって最後は佇たたずむこのシリーズ（なぜだろう）も、ありがたいことにこうして三巻をお届けできることになりました。

　前回はアクションが少し大人おとなしい感じだったので、今回は派手目にしてみました。血塗れ具合二倍（当社比）くらいでしょうか。ラブってコメるのもいいけど、やはりこうでないといけません。あ、でも主人公は温泉で女の子と色々あったりするのかー。痛めつけられるのはきっとその代償ですね。そうに違いない。

　えーと。あとは謝辞を。素晴らしいイラストで作品に華を添えて頂いた近衛このえ乙嗣おとつぐ先生。ルノアをスク水にしていただきありがとうございます。あれ、このお礼なんか違う？

　そして担当のＳ女史には今回も色々とご迷惑を。ありがとうございます＆すいません。ちょっと暴言を吐いたらバチが当たって歯が痛くなったので、もう二度と言いません。

　ゲスト様もいることなので、作者の話はこれくらいで終わることにします。

　それでは。次巻も主人公が血塗れで佇みます。

二〇一〇年五月　北元きたもとあきの
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　北元あきの（きたもと・あきの）

　　兵庫県明石市生まれ。広告業界にいる兼業作家。第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作を受賞。ワーカホリック気味。２日休むと働きたくなるので、フランス人の女の子に「正気ですか？　もう死ねば」と冷たい眼差しで罵られること間違いなし。あ、それはちょっと嬉しいかも。LANDMARKSに所属。

　　http://www.landmarks.me/





　イラスト

　近衛乙嗣（このえ・おとつぐ）

　　代表作の「RIGHT×LIGHT」シリーズ（ガガガ文庫）をはじめとする小説の挿絵他、ＴＣＧ「Lycee」のイラストなどを手がける。好きなものは箱だが、実用に付されておらねばならない。それらを整然と積み上げる事に至福を見出す気ch……変わり者。
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